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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　こころを象かたどれ

　令れいを印しるせ

　いざ全界異境に

　その勲いさおを告げよ




　だが、ゆめ忘れるな

　英雄とは

　時代に捧ささげられる贄にえであると













　月なら、皐さ月つき。

　時なら、黄昏たそがれ。

　淡く霞かすみのかかった春の蒼そう穹きゆうを、飛行機雲が分けていく。それがゆるやかに消きえ失うせ溶ける頃、空の端ではゆっくりと夜が始まろうとしていた。

　長く急な坂の下、一つまた一つと灯ともっていく家の灯あかり。細い川が町の緑を縁取り、地平の果てでなだらかな稜りよう線せんが美しく続いていた。

「俺、あなたが好きです」

　いつも通り少し後ろを歩いていた少年が、ふいにそう呟つぶやいた。

　聞こえないふりをしようか、と、少女は束つかの間ま考える。

　けれど、足の方は頭よりもずっと正直で、ぴたりとその場で止まってしまっていた。まるで、その告白に爪つま先さきを射抜かれ縫いつけられたかのように。

　しかし、なお。

「あなたが好きなんです」

　ひたむきな声が彼女へと追いついてくる。

　振り向いた先、少年の姿は西日に影になる。

　語ご彙い力りよくには自信のある少女だったが、夕映えの逆光に浮かび上がる彼の表情を、うまく形容することはできなかった。恋れん慕ぼ、恍こう惚こつ、悲ひ愴そう、そして、呆ぼう然ぜん。ありとあらゆるものを詰めこんだまま、彼はその場に立ち尽くしていた。

　それでも、声だけは。

　その無ぶ様ざまといっていい姿の中から響き渡ってくる声だけは、強い強い思いの丈が痛いほど苦しいほど伝わってくる。

「……ありがとう、知ってたわ」

　その返事もまた、彼女の中から自然にこぼれ落ちた。二人が出会って、一年と少し。聡さとい少女が気がつかないはずがなかった。

　柔らかな感謝の言葉に、少年の目が期待に輝く。

　けれど。

「でも、信じられない」

　続いた少女の声音は、もはや厳かといっていい。

「別に、あなたに限ったことじゃない」

　自分を好きだという人間を、そもそも信じられない。

　美しい音楽にも似た響きで、祈りを捧ささげるような眼まな差ざしで。

　それだけを、繰り返し彼女は彼へと告げた。

　少年は目を瞠みはったまま動かない。

　これで終わりだな、と、少女は静かに思う。いままで想おもいを告げてきた男の子たちはみんな、同じ拒絶に傷ついて去っていったし、中には怒りを露あらわにしたり罵ののしった者もいた。

　───この子は、どうするのかな。

　いくらなんでも、よそで悪口を並べ立てたりはしないと思いたいが。

　ふいに。

「……信じられない、だけですか？」

　恭しく、彼は訊ねた。

　その肩にかけた弓袋が、カタカタと鳴っている。

「迷惑だとか嫌いじゃなくて？」

　その問いかけの意図を、少女はしばらく呑のみ込めなかった。けれども、迷惑でも嫌いでも駄目でもなかったので、ただこっくりと一度だけ頷うなずく。

「なら、俺は」

　長い坂道の途中、刻一刻と変わっていく陽ひ射ざしの色合い。

　昼の名残の輝きに、少年の輪郭が彩られる。

　その唇がゆっくりと続きを紡ぐのを、少女は息をひそめて見守った。

「それなら、俺は───」
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　この世で一番、怖いことはなあに？

　そう訊たずねられ、即答できる人はどれぐらいいるだろう。

　天災、幽霊、虫や暗くら闇やみ。貧困、病魔、さまざまな諍いさかい。静かに人生をやり過ごそうというだけでも、「怖い」は多すぎる。

　けれど、その点、シグルは実に明快だった。

　彼の一番怖いことは、ただ一つ。好きなあの人に……在あり原はら真ま美み加か先輩に、会えなくなること。

　だから。

「オッケー、まだ大丈夫大丈夫……」

　藪やぶの中、愛用の和わ弓きゆうを引き寄せながら、シグルは己を駆り立て続けた。

　覆い重なる巨大な葉の間、恩師が……ほんの数日前まで、にこにこと職員室の窓際で笑っていたおじいちゃん先生が、無惨な姿になり果てていても。

「教頭、先生……」

　ばきり、ぼきり。

　耳を塞ふさぎたくなるような音が、葉ずれの向こうから響いてくる。

「く、食われてる……」

　藪の間、視認できるのは恩師の上半身だけ。下半身は数メートルもある「何か」に飲み込まれていた。ときどき青白く発光しながらぐにぐにのたうちまわるそれは、まるで密林に突如生えたイソギンチャクのよう。

　ごきり。

　不穏な音と共に、教頭の首がありえない角度で曲がる。悲鳴は上がらない。既に息がないらしいのが、せめてもの救いだった。

　この学校……シグルの母校・神奈川県立見み花はな高校が封鎖されたとき、シグルたち二年生は修学旅行中で難を逃れた。関西へ出張中だった教頭は、シグルたちより早くここへ戻り、周囲の制止を振り切って校内へ入っていったという。

　───教頭先生が入れたなら、きっと俺だって。

　そんな気持ちが確かにあって、シグルはここまで来たというのに、その本人が入り口からわずか五番目、距離にして一〇メートルもなかった扉の中で、あんな悲劇にみまわれているなんて。

「大丈夫……平気だったら平気だ……」

　そろそろと後あと退ずさりつつ、シグルは和弓を立て構えた。震える指で矢を番つがえる。ゆがけと呼ばれる競技用グローブをしていないことに気がついたが、装着している暇はなさそうだった。

　───もう五歩、いや、三歩もすれば廊下に出られる。

　できれば、このまま弓を引かず逃げ出したい。なにせ、自分の腕は弓道部内でも最低クラス。ただただ憧あこがれの先輩の近くにいたいという不純な動機で続けていた弓だから。

　だが、シグル本人が思うほど、状況は「大丈夫」ではなかった。

　ぎろ、と、教頭の目が動く。

　いや、目ではない。彼の眼球を押し出し現れた触手が、シグルへその身をもたげたのだ。蛇の鎌かま首くびを思わせる、緩慢な動き。

　けれど、それも最初だけ。藪と下草を押しのけながら、触手どもが一直線に向かってきたのと、シグルの弓から矢が放たれたのは、ほぼ同時。

　突き進む矢は、確かに的中した。

　びぃぃぃぃんとシャフトの軋きしむ音がして、鏃やじりが化け物の触手に埋まる。

「やった！」

　シグルは喜んだが、それも束つかの間ま。

　ばきりと鈍い音と共に、矢はまっぷたつに折れた。殺傷用ではないとはいえ、頑丈なジェラルミン製のシャフト。それがまるで割わり箸ばしでも折られるかのようにあっさりと粉砕されていく。

「う、うわ……」

　唯一の武器をやすやすと無効化され、シグルにはもう打つ手がない。懸命の後退で広げた距離も、既に数メートルも離れていなかった。

　───さすがにまずいか。

　シグルが力なく思ったときだった。

「下がれ！」

　聞き覚えのない声での、絶叫。

　彼と化け物の間を遮るように飛び込んできた、小柄なシルエット。しなやかなボディラインは、たぶん同じ年頃の少女のものだ。ふわふわと広がる巻き毛は、朝焼けのようなオレンジとピンクの中間色。しかし、そのすんなりとした両手には、歪わい曲きよくした短剣が握られている。

　刃やいばをきらめかせながら、見知らぬ少女は突撃する。スピードと体重を十分に生かした、その動き。シャフトを弾はじき砕いた化け物の身へ、深々と剣の切っ先が埋まっていく。

　ぐぎゃげぎゃあぎゃゃゃゃゃ！

　身の毛もよだつような叫びを放ち、化け物は教頭の半身を放ほうり出した。少女は容赦なく攻撃を繰り出す。飛び散る、不気味な色合いの体液。そのまま、教頭の仇かたきは動かなくなる…と、シグルは思ったのだが。

　少女の足下が突如、跳ね上がった。

　床材らしきものがあたりにまき散らされ、もうもうと土煙がたつ。わずかに残っていた書類やファイルなどを踏みつけながら、巨大な触手が這はい出てくる。イソギンチャクと思ったそいつには、なんと下半身らしきものがあった。それは自販機より二回りほど大きい、こっくりとした木目の宝箱だった。

「ミミミミ、ミミックっ？　でかいミミック!?」

　それはあっという間に少女を箱の中へと引きずり込み、不気味な光で覆い尽くしていった。

　その彼女の姿が。

　絹を裂くような悲鳴が。

　もがき続ける白い指先が。

　シグルの求める相手を思い出させた。

「……真美加先輩」

　ひくりと震えた自分の喉のどが押し出した名が、彼を我に返した。

　そうだ、自分は死ぬわけにはいかない。

　くっきりとした思いが、心に浮かぶ。

　こんなところで死んでる暇なんてない。

　会いたい。

　彼女に、ただただ会いたい。その一心で、やってきたのだから。

「刺さらなきゃ、刺さるとこ狙ねらうまでだ……っ！」

　息をつめ、弦にかけた指を離した。ビン！と聞き慣れた音がして、左手の中で弓が回る。弾き出された矢はゆるい弧を描き、狙い澄ましたところへ飛来していく。さっきまで教頭をくわえていた、大きな亀き裂れつ。おそらくは、口に相当する場所へ。












　的中の瞬間、矢が輝いた。

　白く、そして、目ま映ばゆく。その光が束の間あたりを照らし、すぐ払われた後。

　シグルの矢は、矢ではなくなっていた。

　青い鱗うろこに覆われた、しなやかな体は蛇に似ている。だが、その背には蝙蝠こうもりのそれに似た翼が力強く羽ばたいていた。

　竜だ。

　幼い頃から繰り返し繰り返し聞かされてきた、お伽とぎ噺ばなしの王者だ。

　その竜が、鋭い爪つめを蓄えた前足が化け物を打ちすえ、牙きばを剝むいた。触手どもは身を捩よじり振り上げ、これに応戦する。

　突如始まった怪獣大決戦を、シグルはしばし呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　だが。

　ギィィィィィィィ！

　異い形ぎようの化け物が身を捩らせあげた悲鳴に、次の矢を構えた。

　───何が起きてんだか判わからない、けど。

　急ぎ、新たな矢を放つ。

　───こいつ倒せるんなら、なんでもやる！

　再び、矢は輝いた。

　今度は、赤。シグルの敵意をそのまま灯ともしたようなその色を纏まとって、二頭目の神獣が顕けん現げんする。巨大な顎あごが化け物へ牙を突き立て、引きちぎった。

　断末魔の声が響き渡る。

　何度か痙けい攣れんを繰り返し、巨大ミミックは動かなくなった。ちぎれた無数の触手が晒さらされた腸はらわたのようで気味が悪い。しかも、そのあちこちにあからさまに先生の残ざん骸がいと判るものがまみれていて、いっそう目を逸そらしたくなる。

　けれど、シグルはすぐに思い直してそれを直視した。薄い肉壁の向こうに、何か……たとえば、見花高の制服姿がないかどうか、確かめなくては。

　しかし、そうして奮った勇気も空むなしかった。ミミックの体はシグルが近づいた直後、サラサラと砂のように流れて消え去っていく。

「やー、これは驚いたのう」

　落胆する彼の足元で、場違いなほど明るい声が響き渡った。

　見ると、崩落した床の下から、さっきの少女がむくりと身を起こし、こちらを見上げている。

「ああ、さっきの」

　慌てて弓を放り出し、シグルは手を伸ばす。引き上げようと思ってのことだったが、彼女は自分から近づいてきた。ふわっと、宙を滑るようにして。

「飛べ、る？」

「ちょっとだけだがな」

「はー」

　見つめるシグルの目は、丸くなる一方だ。

　目前に降り立った少女の姿は、周囲の滴るような緑と身に纏った薄物と相まって、まるで天てん女によのよう。ふっくらとした胸元と平らな腹、可か愛わいらしい色合いのふわふわとした髪がその整った顔立ちに一段と華を添えていた。

　───真美加先輩は百合とか牡ぼ丹たんだけども、こっちは薔ば薇らとか向日葵ひまわりとかかな。

　薔薇と向日葵の共通項のなさに、シグル自身は気がつかない。例えようにも、知ってる花の名前がそもそもろくにない。

　だが、問題は彼女の容姿などではなかった。

「あんたはどちらさん？　ここは俺の学校だったんだけど、なんでこんなになってるか知ってる？　あの化け物はなんだ？　それと、どうして竜がいきなり出てきたんだ？」

「あれあれ、まあ」

　矢継ぎ早の問いかけに少女は面白そうにコロコロ笑い、

「何者と聞くか。ホントに我を知らぬと申すか」

　シグルの最初の質問だけに報いてみせた。

「あいにく、まったく」

　残念だが、そう言うしかない。

　髪の色や服装から察するに外国の人っぽいが、日本語を流りゆう暢ちように操っているところが怪しい。

「やれやれ」

　彼女は首を捻ひねる。大きな耳飾りがしゃらんと、小気味いい音をたてた。

「よかろう、さっきのド派手な召しよう喚かん芸げいに免じて名乗ってくれる。我が名はイファ・イルファ・イルツァーン」

　差さし伸のべられてきたほっそりとした指先が、くい、と閉じられる。ひどく尊大だが同時に優雅さを感じる、その所作。おまえも名乗れ、と言われているのだと察したが、シグルは答えない。

　少女の指先が、苛いら立だったように何度も折り曲げられては伸ばされる。

「……言いたくない」

「なぜ？　まさか忌いみ名ななのか？　呪のろわれているとか？」

「ある意味、そう。呪われてる」

「なんと！」

　形のよい眉び目もくを思い切りしかめ、気の毒そうにイファは続けた。

「気の毒にのう。腹が下るのか？　朝がくるたび四肢がもげるとか？」

「そこまでじゃない！　ただ、痛くて笑われるってだけだ」

「痛い？」

　きょとんと首を捻る少女に、自分の言葉が正しく伝わっていないことを悟るしかない。

　───そうか。外国の人じゃ判わからないか……。

「俺の名前は竜りゆう崎ざき時雨しぐる人ど」

　仕方がなく、彼は名乗った。

　時雨の人と書いて、シグルドと読む、と。
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「これ、なんて読むの？」

　初対面の相手のほぼ九九パーセントが、まずそう訊ねる。

　シグルが答えると、笑う者が六割、なんともいえぬ微妙な顔付きになるのがだいたい四割。由来を言えば、この割合は九：一に変わる。

　己の名が飛び抜けて変わっているのだと気がついてから、彼は努めて本名を名乗らなくなった。先回りするように自称している「シグル」もかなりどうかと思うが、本名よりは幾分マシな気がする。

　───笑わなかったのは……それどころか、褒ほめてくれたのは、後にも先にも真美加先輩だけだよ。

　一年前の四月、初めて出会った先輩。

　在原真美加。

　午後の光溢あふれる弓道場、すらりと立っていたモノクロの道着姿は、いまでもシグルの中で鮮やかだ。春風をはらんで揺れていた、長い髪。

「綺き麗れいな字と響きの名前ね」

　そう言ってほんの少しだけ綻ほころんだ唇の、桜も欺く艶つややかさ。

　自分のこころが動いて、ことんとどこかに落ちた音がした。シグルの世界が明めい瞭りようなほど色分けされ、ただひとりの彼女だけが焼き付け彩られた。

　人間は、本当に恋に「落ちる」し、運命は瞬時に「変わる」のだとシグルは初めて知った。

　その、彼女を。

　自分のたったひとりの「特別」を飲み込んだまま学校が封鎖されたのは、一昨日おとといのことだと聞かされている。

『実は、公にされてはいないことなのだが、学校に異常が起きている。しばらく誰も登校しないように』

　彼の担任が厳しい調子で切り出したのは、修学旅行の終盤も終盤。台北タイペイ発の飛行機が羽田の滑走路に降りてすぐのことだった。「異常」の内容については誰が何を訊ねても、「まだよく判らない」の一点張り。

「どうりでラインもメールも通じないはずだよな。いくら海外だからっておかしいと思ってた」

「公にされてないって、報道規制ってやつ？　ネットで検索しても何もヒットしねえ」

「知り合いが『ガス爆発があって全滅らしい』って噂うわさになってるって教えてくれた」

「これ、さっき弟がくれた写真。校門の向こう側が気持ち悪い雲ですっぽり覆われてるんだけど」

「警察が突入しようとしたけど、どこからも入れなかったって。唯一、出張中だった教頭先生だけがみんなが止めるのも聞かず入っていったってさ」

　スマホを片手に騒ぐ同級生たちの中、シグルはよけいな手間暇をかけなかった。彼の関心を引いたのは、ただ一点。

『中の生徒、教員、職員たちの安否はすべて不明』

　これだけだ。

「で？　その先輩の女とやらが心配で、そーんな柔やわな弓矢だけ担いでここへ入ってきたと申すのか？　戦闘はもちろん、サバイバルすらしたことない身で？」

「そりゃまあ、だって……いくら『異常が起きてる』って言われたとしても、自分の学校の中がいきなりこんなになってるなんて、普通思わないだろう？」

　柔でもなんでも武器を持ち込んできただけ素晴らしい勘働きだったと、一時間ほど前の自分を褒めてやりたいぐらいだ。もっとも、いつも道場に置きっぱなしにしているそれがなぜ自宅にあったかと言えば、旅行直前に人生最大のショッキングな出来事に見舞われ、自分がそれらを担いでいることなどすっかり忘れ、ふらふら家路についたからだが。

　───告って「信じられない」て言われて、それが最後の会話でたまるかよ。

　シグルが唇を嚙かみしめている横で、

「お互い人生ままならぬのう。我は昼寝していてな、目が覚めたらこんなところにいたわ」

　イファは木々や下草に埋もれた部屋の中を歩き回っては、足下にあるものを拾い上げていた。分厚い紙束を臙えん脂じ色の革表紙でくるんだ書物。どうも、教員の誰かが使っていた国語辞典か何からしい。

「植物の大部分はみたところカナーンのものであるがな、建物やら調度品やらはそなたらの世界のもの。言語や概念もそちら寄りのようじゃな」

「カナーンって？　つか、あんた、どっから見ても外国人だけど、日本語ちゃんと読めるんだ？」

「読む、とはいくらか異なるかの。情報を呑のみ込んでは出力する、が近い」

「はー？」

　首を捻るシグルの前で、彼女は小さく何事かを唱えた。ふわと勝手に辞書が開き、ぱらぱらと凄すさまじい勢いでめくれていく。彼女は大きな目でそれを凝視していた。淡い緑の中に蒼あおが解け合う、美しい色合いの瞳ひとみだった。

「なるほど」

　わずか数秒でパタリと本は閉じられ、イファは深々と頷うなずいた。そのまま、また散らばった本を取り上げる。今度はアニメかゲームの雑誌らしい。生徒から没収したものだろうか。大きな判型の表紙は、女の子のフルカラーイラスト。惜しげもなくボディラインを晒した服装が、それを手にしている本人となんとなく似ている。

「なるほど、なるほど」

　床の抜けたかつての職員室中を歩き回っては、彼女は同じ作業を幾度となく繰り返し続け、最後にはシグルに向かって右手を差し出した。

「スマホとかいうの、持っておるのでは？　貸すがよい」

「どこにも通じないぞ？　バッテリーもだいぶやばい」

　そのあたりは校舎に入ってすぐ確認済みだ。電波は届いておらず、メールもラインも沈黙を保ったまま。

「よいから、ほら」

　急せかすように、イファがまた手を開いては閉じを繰り返す。仕方がなく、シグルは切れかけのスマホをそこへと乗せた。彼女はそれをスワイプもせず、ただ、己の額に当てる。

「さっきのあれは架空種……人間の想像上の生き物というわけか。で、そなたの名はその畏い怖ふすべき架空生物を倒した、英雄ジークフリートの北欧語読み」

「そう、だけど……」

　シグルの答えはどうしても歯切れが悪くなる。

『姓が竜崎だから、それにちなんだ名にしよう』

　一六年前、無邪気にそう考えた両親は、欧州伝説の英雄から名をいただいてきた。

　よりにもよって、シグルド。

　ジークフリートの北欧語読み。

　それがどういう人物なのか知ったときの驚きと落胆を、シグルは忘れられない。

　ジークフリートとは、稀き代だいのドラゴンスレーヤーの名だったのだ。

　───竜にちなんで、竜殺しの名前つけるってどういうことなんだよ、アホ親ども！　そこは生かそう！　生かして頑張った奴にしよう！

　もっとも自分で調べても、名前が残っているのはみんな殺した奴ばかりなのだが……だったら、父と同じような「忠ただ人ひと」とか、祖父みたいな「弘ひろ人と」とか、下手に奇をてらわずスタンダードを目指して欲しかった。

　しかし。

「強大な幻想獣にそれに勝利した英雄！　二つの名が並び立ち、補い合う。素晴らしいな、最高の令れい印いんでないか！」

　このイファには、シグルたち日本人とはかなり違う意見があるようだった。

「しかも、そなたらの世界では名前は親に与えられると！　それは素敵じゃ、実におもしろい！」

　握にぎり拳こぶしを振りかざすようにして力説している。

　どうも、この娘こも自分の名を褒めてくれている、らしい。だが、そのテンションの高さはおかしくないか。

「我の世界カナーンではの、名は神から授かる。体のどこかに印として刻まれ、生まれてくる」

　訝いぶかしむシグルへ、彼女は屈託なく笑いかけ、自らの襟元を摑つかんでぐいと広げた。白く豊かな二丘の谷間が目に飛び込んできて、シグルは思わず息を呑む。

「どこ見ておる！　こっちじゃこっち！」

　ほっそりとした指先の示すのは、左乳房に刻まれた紅あかいもの。痣あざのような火傷やけどの痕あとのような紅い文字。

「これが、我の名。イファは叡智の力を指す。これは頭が単によいというのではなく、いま見せたような力であるな。イルファは翼の力。そして、イルツァーンはちょっとした傷ならたちどころに治してしまう治ち癒ゆ力りよく」

「はあ」

「あらあら、反応うっすいのう。三つ名の主ってだけで、普通は飛びすさって畏かしこまるものなのに」

「そう言われても」

　パンク寸前の頭をなんとか回し、彼は途切れ途切れに問とい質ただす。

「あんたと俺、たぶん違う世界の人間なんだろ？　いまの話を総合すると」

「まあ、そういうことになるかの」

　我ながら、「漫画かゲームかよ」と思うほど突拍子もない質問だと思ったのに、彼女は易々と頷いた。

「そなたの世界には、これといって名はない。地球とやらは生息している天体の名、日本というのは出身国の名。どっちも世界概念の名前ではない」

　それは自分にすればとても恐ろしいことなのだと、イファは言う。どう恐ろしいのだと訊ねたが、曖あい昧まいな微笑ほほえみひとつで済まされた。

「では、改めて。無名世界の勇者殿、カナーンの貴人たるこの我、イファ・イルファ・イルツァーンからの申し出であるぞ。是非ともありがたがって聞くがよい」

　豊かな胸をうんと反らして、異邦の少女は凜りんと声を張る。

「共闘しよう」

「共闘？」

「ここは……そうだのう、そなたの感覚で言うなら、ダンジョンというやつだ。元は標準的な学まなび舎やであったそうじゃが、いまは違う。そなたらと我らの双方世界の概念を取り込みまくって膨れている。どこまで広がってるかも知れないし、さっきみたいな人を食う生き物だっている。危険この上ない」

　それは、確かに。

　ついさっきの教頭の姿は、シグルの脳裏にこびりついている。

「カナーンてとこじゃその危険なダンジョンが勝手に湧わいて出て異世界を巻き込むのか？　いろいろひど過ぎないか、それ」

「馬鹿を申すな！　こんな凶悪な代物がほいほい湧いて出るはずがなかろう。まして、カナーンの中でも我がユラシュアは群を抜いて平和な国家なるぞ。昼寝していただけの罪なき美少女を『偶然』『たまたま』取り込むなどあるはずない」

　つまり、と。

「これはすべて……おそらくはカナーン側の誰かが故意に仕組んだこと。その誰かを倒せば、我もそなたも外へめでたく出られるであろう」

　熱っぽい声色で彼女は続ける。

　自分は家へと戻りたいのだと。

「なにせこのイファ、帰らねばならぬ義務がある身ゆえな。そなたはどうじゃ？　その女をみつけて、それからどうする？　そのままここで暮らすつもりか？」

「うーん」

　突き詰められると、正直、困る。ここまで無我夢中で大人たちの警戒網を突破してきた。真美加に「会う」ことまでしか、シグルは考えていなかった。

「まあ、真美加先輩のいるところなら、どこでも天国だと思うけど」

「ほ、本気で言っておるのかっ？」

　彼の思わぬ反応に、少女の姿勢がぐらと傾く。

「どういう神経しておるんじゃ、そなたは！　いくら強い令印を持って生まれても、腹は減るし眠くもなるぞ？　一人でこんなところウロウロしておったら、目当ての相手に会う前に死ぬからな、絶対死ぬ」

　そういえば、と、シグルは自分の下腹を探った。いろいろ夢中で忘れていたが、最後に食事をしたのは、飛行機の中だ。背中の荷物の中に土産と適当な携帯食は詰めてきてあるが、せいぜい一日二日しか保もたないだろう。

　───何より、こんなとこでうっかり寝たらどうなることか。

「メリット……あるかもな、確かに」

「で、あろう？」

　では、よろしくと自称賢者は微笑んだ。陽射しに開く薔薇だか向日葵だかみたいだと、シグルは思った。まあ、共通項はないけれど。
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　かつての母校、神奈川県立見花高等学校は小高い丘の上にあった。

　本校舎は丘の頂上に位置するＨ型構造、地下一階地上四階の鉄筋コンクリート製。五〇メートルほどの緩やかな坂の途中に図書館と部室棟、体育館が並び、更にその下、もっとも低いところを均ならしてグラウンドとテニス・コートなどが作られている。シグルの所属していた弓道部の道場も、丘の中腹に建てられていた。

　シグルとイファは「元一階」と思おぼしきフロアを数時間かけて探索した。ときどき現れる敵を倒しては進み、倒しては進み続ける。イファはもっぱら手を叩たたいて応援しているだけだが、傷を負えばたちどころに治してくれた。

「首をねじ切られるのだけは勘弁してくれよ。さすがにちゃんとくっつけられる自信がない故の」

　という注文に、シグルは力なく頷くことしかできない。生きている人間にはちっとも会えないが、かつてそうだったものには何度かご対面した。だいたいは制服やジャージの切れ端のみ。どす黒い染みがあちこち散らばっているだけというのもあった。

「どうも、化け物の類たぐいはみんな死ぬと消えてしまうようだのう」

　息絶えた魔物をイファはつつく。

「まあ、こんな亜熱帯の密室空間に死体を転がしておかれるよりはマシではあるが」

　猪いのししに似た赤い獣だったが、彼女の言う通り数分で砂のように崩れ失うせてしまった。

「真美加先輩、無事だろうか……」

　その光景を眺めながら、シグルは思わずにはいられない。イファの説明によるとこのダンジョン内は基本、カナーン側の法則で動いている。日常では辛いことこの上ない自分の名前も、ここでは最強の召喚武器として使える。

　が、「在原真美加」ではどうだろう？

　───原っぱが在って、真実に美しさを加えるだけなんだぞ。どこをどう見ても攻撃要素も防御要素もないじゃないか。

　それを思うたび、気が重くなる。どうにかして、生き延びていて欲しい。

「で、この扉がそなたが主張する『一階部分』の最後であるが」

　校舎の一番端の扉へ手をかけて、イファが振り返った。どちらかというと小柄なシグルと彼女の視線は、ほぼ同じ高さ。同級生女子からすらも見下ろされる方が多い身としては、ちょっとホッとする。

「あとは上るか下るか、さて」

　その間近な顔が、考えこむ風情でくりんと捻られた。

「上るに決まってるだろ。三年の教室は四階なんだから」

　シグルはすかさず声をあげる。

「ダンジョン攻略の鉄則は狭いところから……つまり、ここの場合、ワンフロアしかない地下からが常識なのだがのう」

「うるさい。ホントは一階なんてぶっ飛ばして三年の教室にいきたかったのに、あんたがやれ情報が足りないだのなんだのわーわー言うから」

　ずぶ濡ぬれの本、破れた辞書、誰かのノート。そんなものを見かける度に、イファはそれを拾っては読み込み出す。常人の数倍数十倍は速いが、それでもシグルからしたらけっこうなタイムロスだ。

「こらこら、人の頭を弓でぐりぐりするでない。まったく、そなたの世界にはレディーファーストという素敵な概念があるそうじゃないか。もう少し我のことを尊重するがよい」

「黙れ、俺の世界のレディーは真美加先輩一人だけ！」

「明快だのー。迷惑なぐらいのうー」

　やれやれというように、彼女が扉を開いた、その時だった。

「きゃああああああ！」

　彼方かなたから響き渡ってきた、高い悲鳴。間違いなく、若い娘のものだ。

「あっちじゃ、シグル！」

　藪の奥を指さし、イファが叫ぶ。肩からかけた薄布をひらりと払った。しなやかな体が彼を誘うように天へ舞い上がっていく。

　シグルは慌ててその後を追いかけた。草深い道を難儀しつつ進むうち、ついに見つけた。

　ネイビーのスカート、赤いタイ、白いセーラージャケット。見花高の女子の制服だ。それが、地に打ち倒され必死にもがいている。襲っているのは首から下は半裸の男だが、顔は牡牛。ゲームやマンガでよく見かける異形だった。

「てめえ！」

　怒号を放ち、シグルは矢を番えた。狙いもそこそこに放とうとしたとき、もう一つ、見知った人影が視界に飛び込んできた。

　半はん袖そでの白いカッターシャツ、シグルと同じスラックス。ハーフフレームの眼鏡をかけたその顔は、たった五日ほど前、「お土産期待してますよ。甘いものは嫌いだからよろしく」などと軽口を叩いていた。

「一いち条じよう！」

　呼びかけに、レンズの下の目がちらとこちらを見る。だが、少年の突進は止まらない。知性派を気取り、スマホと本より重いものを持っているところを見たことがなかったその手には、大きな日本刀が一振り、握られていた。

　───そうか。

　白刃の鋭いきらめきに、シグルは思い起こす。

　───あいつの名前、剣けん也やだ。一条剣也。

　敵意を剝き出しに向かってくる相手に、化け物はすぐさま反応した。少女を押さえつけていた手を離し、傍らにあった棍こん棒ぼうらしきものを拾い上げる。

　だが、少年の刃の方が早い。反撃の暇も与えず、その鋭い切っ先が牛面を深々と貫いていた。

「一条、よく無事だったな」

　重い音をたてて化け物の体が地に沈み、それから静かに消え失せていった。その横をすり抜け、シグルは後輩へと走り寄る。

「シグ先輩こそ」

　少し色素の薄い目が、こちらを見下ろした。この後輩の方は出会って三年目にシグルと同じ背丈に達し、いまでは頭半分は背が高い。

　懐かしくも腹立たしいその顔、シャープな頰ほおから目の下にかけて太く赤い傷のようなものが三本縦に走っていた。それがひどく痛々しい。

「先輩がここにいるってことは、外から入れるようになったんですね。なら、救援隊なんかは？　いつ助けに来ますか？」

「いや」

　険しい顔つきからの矢継ぎ早の質問に、シグルはしばし言葉を濁す。疲れ果てたような後輩を元気づけたいのは山々だったが、期待されている回答はどうしても思いつかない。

　───適当に甘いこと言って通じる奴じゃないしなあ。

　シグルと剣也とのつきあいは四年ほどになる。見花高から二駅先の中学で、部活は違うが委員会がずっと同じ。当時は剣也の方が小さかったものだが、既にもっとも皮肉屋、もっとも毒舌家。その分、まっすぐで誤ご魔ま化かしのきかない相手だった。

「たぶん、無理」

　迷いながらも、シグルは続ける。

「俺が、今日帰国したとき、もうここは変な煙に巻かれてて、警察とか自衛隊とかみんなして入れないってぐるぐる取り囲んでた」

　大の大人、しかも有事の専門家たちが何もしていなかったとは思えない。きっと突入と救出が何度も試みられたことだろう。その横で、出張から帰ってきた教頭先生だけが入れた。それを聞いた自分も見花関係者だけが知っている裏道を通って入ってみた。

　この事実から導き出されるのは、「見花高に元々所属していたものだけしか、ダンジョン化したこの場には入れない」という、単純だが実に深刻な結論だけだ。

「今日？」

　いまのいままで、紙のような顔色で少年たちのやりとりを聞いていた少女が、震える唇で訊ねてくる。

「竜崎さん、いま今日って？」

「えっと、君は？」

　おかっぱ頭を白いカチューシャでとめた、生き真ま面じ目めな印象の少女。ときどき剣也と話している姿を見かけたことはあるが、きっちり個別認識できるほどシグルは他学年の女子に興味がない。












「一─Ｂの薬袋みない心こ春はるです。僕とは生まれたときから同じマンションだったので」

　手短に紹介し、剣也もまた幼おさな馴な染じみの疑問を繰り返した。

「で、先輩、いま今日帰国したって言いましたよね？」

「うん、そう。二年の担任連中は一昨日には日本から連絡受けてたんだと。でも、下手に騒いでも何もできないだろうって教頭に言われて、そのまま普通に」

「なんだ、それ……」

　剣也の肩が大きく落ちる。いつも強気な面が、例の傷と共に歪ゆがんだ。

「僕らがここに閉じこめられたの、もう何日も……たぶん二ヶ月かそこらは前なんですよ」
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「その時」に起こったことを、一条剣也は淀よどみなく語った。

「最初は、臭においでした」

　昼休み直後の気け怠だるい五時間目。

　突然、室内が異臭に包まれた。後から思えば、それはむせかえるような草いきれ。青々しい植物たちと、そこにひそむ獣たちの臭い。

　彼のいた一年Ｄ組は、半地下の化学室で実験中だった。そのため、誰もが異臭には敏感に反応してみせた。

『おい、なんか変な臭いしねえ？』

『誰かミスって違う薬品入れたりしてんじゃ？』

『やだあ、爆発なんかしないでしょうねえ』

　ざわざわと騒ぐ生徒たちに、担当教諭の対応も素早かった。

『臭いは外からしてる。全員、窓から離れて廊下側に移動しなさい。実験道具はそのままで大丈夫だから』

　年若い女性教師はそう指示を与え、取り出したハンカチで鼻と口を覆い、ひとり窓辺へと近寄っていく。

　町を見下ろす斜面に建ったこの学校では、半地下であってもあたりは明るい。降り注ぐ真昼の日射しの中、彼女は慎重に外を窺うかがっていた。

『……なんだろう、あれ？　霧？　煙？』

　訝しむようなその呟つぶやきが、彼女の最期の言葉。

　突如、窓と壁とを突き破ってきた蔓つるが、教師の体を両断した。縦に、真っ二つ。清潔な白衣が一瞬にして血染めに変わり、大きな肉片が床に転がる。

「一年の化学って、えっちゃん先生？」

「そうです」

「新卒で今年赴任してきたばっかだよな、確か……」

　哀れな新人教諭を物言わぬ姿に変えた蔓は、その後もあちこちから生えた。必死に逃げ惑う生徒たちの足下、頑丈な鉄筋の床や天井を突き破りながら、それらは増えていく一方。

　近寄るなと指示された窓に取り付き、外へ逃れようとした者もいた。だが、彼らの半分は一〇分と経たたず蒼そう白はくな顔をして戻ってきた。

「校門や塀に近寄れないんだ」

「変な霧だか煙だかが行く手を遮っている」

「それでも無理に進もうとすると、か、体がバラバラに……」

　帰ってこなかった「残り半分」の末路を知り、皆は悟る。ここから誰も出られないのだ、と。

　やがて、夜がきて、状況は更に悪くなった。この緑の監獄の中を、化け物が闊かつ歩ぽし始めたのだ。たとえば、さっきの半人半獣。たとえば、シグルが見たようなミミック。他にも、もっともっと。

「この時点で教職員のけっこうな部分が亡くなったみたいです。僕らの担任のりんりんは脱出路を探すって言って、校舎中のロープを自分の体に巻き付けて出て行きました。『もし途中でロープが切れたら、校内に引き込んで長さを計りなさい。それが安全確実に行動できる距離ということになります』って」

「あ、あたしのクラスは古典の授業中だったんですけど、にっしーが怪物からみんなを逃がすために……た、盾になって……」

　りんりん、とは風紀の林はやし清きよ子こ先生。物言いがきつい中年女性で、陰で鬼ババアと罵ののしられていた。古典の西にし善よし之ゆき先生には、去年シグルも習った。授業がとにかく平板でつまらなく、生徒には『にっしー昼寝タイム』と揶や揄ゆされていた。

　シグルは彼らを取り立てて尊敬もしていなければ嫌悪もしていなかった。ただ、いつも教壇に立っていただけの人たち。でも、それは明日も彼らがそこに立っていると信じているからこそだったのだと、いまになってしみじみ思う。

「どす黒い血で染まったロープを、クラスのみんなで泣きながら計ったこと、僕は忘れません。えっちゃんもりんりんも生徒思いのいい先生でした……でも、だからこそ」

　剣也は疲れたように続けた。

「早めに死ねてよかったかもしれません。その後の地獄を見ないで済んだんですから」

　その肘ひじを、心春が労いたわるようにそっと摑つかむ。

「名前が鍵かぎになっているのは？　どの時点で気がついたのじゃ？」

　シグルと並んで神妙に話を聞いていたイファが、ここでようやく口を挟む。

「ケンヤとか申したな？　そなたがさっき持っていたあれはそなたらの故郷固有の武器であろう？　どの時点でそれが自分に生成できると判った？」

　いまの話を聞いて最初の質問が、それなのか？　と、シグルは呆あきれるしかない。だが、剣也の感じ方はその程度では済まなかったらしい。

　音もなくその武器が、彼の手に宿る。鋭利な切っ先をすらりとイファへ向けて、

「先輩、この女はなんですか？」

　剣也は目だけでシグルを見やった。

「僕らがここから出られなくなってからこっち、見花関係以外の人間に会ったことなんて一度もない。二足歩行の奴のたいていは首が豚だの牛だのの類だし、あとは地球上では見かけないような化け物ばっかりだ。意志疎通のできるのなんて、いませんでしたよ」

　いつも通り穏やかな口調ながらも、続ける詰きつ問もんには険が籠こもっていく。

「さっき飛んでましたよね？　そんな怪しい見てくれのくせに、なぜ日本語を話してるんですか？」

「ち、ちょっと、一条、落ち着けよ」

「いいや、シグル。この反応の方が一般的であろうよ」

　慌てて庇かばうシグルの横で、脅されている本人は落ち着き払っている。

「そなた、ずっと『真美加先輩が真美加先輩が』と吠ほえるばかりで、必要最低限のことしか聞かぬからのう」

「ああ」

　剣也が力なく相あい槌づちを打つ。

「それ、この人の鳴き声みたいなもんだから」

「ちょっと一条くん？　そんな速やかに先輩を売るような台詞せりふをっ」

「だって、本当のことでしょうが」

「そんな」

　口を尖とがらせるシグルに、逆立った剣也の気配がほんの少しだけ和む。が、その手の中の武器は油断なくイファの喉元を狙っていた。

「シグルの後輩ならば多少大目に見てやってもよいが、いきなり武器を突きつけてくるような輩やからにあれこれ話すのも、のう」

　彼女は彼女で、傲ごう岸がんに顎を上げ、長身の少年を値踏みするように見上げる。

「このイファは割と尊い身分である故な、自分より尊大な奴は嫌いなのよ。だから、そなたの言うことはきかぬ」

「尊いだと」

　柄つかを握る指先に力をこめ、剣也は思いっきり鼻で笑った。

「異世界の姫君とか言い出すんじゃないでしょうね」

「その通りであるが？」

　待ってましたとばかりにイファは頷く。剣也がレンズの下の目をすがめ、心春はぴきんと固まった。

「カナーン最大の王国、ユラシィアの王太女。人呼んで、導きの姫君。それがこのイファ様よ」

　しかし、誰より驚いたのは、まる一日近く彼女と行動を共にしていたシグルであった。

「俺、聞いてないっ」

「聞かれなかったしのう」

「お姫様がなんでこんなとこいるんだよ！」

「それはこっちが知りたいわ」

　更なる詰問に、異邦の少女は細い肩を竦め、深々と息を吐つく。

「絶対安全圏内と信じていた部屋におったのに、目が覚めたら知らん場所で知らん奴が箱から生えた化け物相手にぎゃーぎゃー。ああ、父上に剣術護身術ちゃんと習っておいてよかった」

　ひとしきり憤慨し、彼女はシグルにしたような話を剣也たちへ向かって始めた。

　───結局喋しやべるなら、無駄に喧けん嘩か売らないで欲しい。

　切なる願いをこめてシグルは彼女の説明をもう一度拝聴し、その後輩もそれに倣った。

「令印……名前が元になって……召喚……ダンジョン……そいつを倒す……」

　聞いたばかりのあれこれを、咀そ嚼しやくするように呟き繰り返し、剣也は深々と頷く。けれど、その整った横顔は、いまにもイファを両断しそうな形ぎよう相そうのままである。

「剣ちゃん」

　シグルが宥なだめるよりも早く、心春がその腕を取っていた。

「刀、下げて。怒るの、やめてあげて」

　彼女はさして強くもない語調で、だけど、はっきりと幼馴染みへ告げ、異邦の少女へと向き直る。

「ごめんなさい、お姫様。あたしが弱虫でたくさん迷惑かけたから、剣ちゃん、気が立ってるの」

　それから、シグルへも深々と頭を下げた。

「竜崎さんもすみません。一番知りたいのは弓道部の在原さんのことなんですよね？」

　なんの関かかわりもない一年でも、その名前、その姿は知っていると心春は続けた。

「以前から綺麗でとっても神秘的な先輩だって、女の子たちはみんな噂してましたし、それに」

「それに？」

　更なる賛美が聞けると信じて、シグルは先を促したが、

「それに、在原さんはあたしたちみんなの命の恩人です。あの人がみつけてくれた泉のおかげで、いったい何人が助かったことか」

　続いた言葉は、いささか意外なものだった。それでも、シグルは小踊り寸前、喜びに沸き立つ。

「先輩が？　ちゃんと生きてて、そんなすごいのをみつけた？　さすが！」

「泉……」

　一方イファは厳しく眉まゆ根ねを寄せ、

「それはもしかしてあれか？　その水を飲むとある程度の傷も治れば空腹もしのげるという泉？」

「えっと、はい……」

「言っておきますが」

　双方から詰め寄られ言葉を濁した心春を背に庇うようにして、剣也は一歩を踏み出してくる。

「在原真美加さんの存在を僕らがはっきり把握できてたのは、もう二週間近く前の話です。彼女はいつの間にか泉の周辺から消えてました」

　ここでようやく。

　後輩は静かに刀を下げた。

「たぶん、あの地獄に彼女も嫌気がさして逃げたんでしょう……いまの僕らみたいに」

　そして、それこそがうら若き恩師が見なくて済んだ『地獄』だったのだと、剣也は言い切った。





　　　５






　二人の一年生と出会って、わずか一時間足らず。ダンジョン内は次第に暗くなってきた。といっても、空に月はなく星もない。ただ、あたりが夜にも似た闇に包まれ始めたというだけだ。

　シグルは大きな木の根元に腰掛け、ぼんやりと暮れていく空を眺めていた。

　捻ねじれた幹の大木は、テレビで見たことのあるマングローブに似ているが、複雑に重なりあう枝の間がときどき光り、周囲をほんのりと照らす。カナーンではこの素朴な灯あかりがよいとされているのだと、異邦の姫君は説明してみせた。

「くっそー、俺のプーマがこんなになっちゃって」

　蛍火のような灯りの中、シグルは自分のリュックを放ほうり出し、ごろりと横になった。後生大事に背負ってきたというのに、いつの間にか底の一部がスッパリと切り落とされ、詰め込んでいた菓子やら水やらがこぼれ落ちてしまっていた。剣也は一〇分ほど前「なら、自分たちが食料を採ってくる」と、心春を伴って出かけたきりだ。

「でっかいカマキリもどきとやりあった時に破れたのかなあ。あいつ、周りの枝だの岩だのスパスパ切ってたし」

「まあ、それが代わりに切られてくれたのだと感謝するがよい。脊せき髄ずいやられるのは首が飛ぶのの次ぐらいに深刻で治しにくいものじゃからのう」

　物騒な台詞の割に、イファは楽しげだ。破れたリュックを拾い上げ、面白そうに中を覗のぞき込んでは残った荷物をひっぱり出している。

「お、このぺかぺか光る布、判るぞ！　アルミシート！　寒いときに敷くと便利！」

「厳密には布じゃないけどな」

「こっちのこれはスプレーであろう、そうであろう？　肌に噴射しておくと虫が避よけるんだ！」

「台湾じゃ効いたけど、ここの虫は一ミリも避けそうにないな」

「んん？　この箱、なんだ？　綺麗な包み！」

　小首を傾かしげつつ、イファは小さな箱をアウトポケットから引っ張り出してみせた。淡いピンク色の包装紙に黄色い果物のイラストがあしらわれている。先輩へのおみやげにと買ったパイナップルケーキだった。

「それ落ちてなかったのか？　やった！」

　シグルはがばりと身を起こし、イファから包みを取り上げようとした。

「こら、触るな！　これは真美加先輩にって買ったお土産！　台湾一美う味まいとかで旅行初日にわざわざ予約して買ったんだぞ」

「恋人へのゴマ擂すりか！　せぬよりは断然よいのは認めるが！　今は驚天動地の非常時であるぞ！　そういうラブでコメな真ま似ね事ごとはここから出られたらにするがよい！」

　あからさまに挑発的な口調と断固とした手つきで、イファは箱を引きはがされまいと頑張る。

「誰がラブでコメだ！　そこまでいけてないからこちとら切羽詰まってんだ！」

　シグルはシグルで引くに引けず、己の指先に全力をこめつつ、

「真美加先輩は別に俺の恋人じゃないから！」

　思わず。

　ぽろりと。

　吐と露ろしてしまっていた。

「は？」

　突如、イファの指から力が抜ける。ケーキの箱を摑んだまま、後ろへひっくり返ったシグルをまじまじと見下ろし、

「そ、そなた、フラれた相手をこんなところまで追いかけてきたと？」

「フラれてないっ、まだ、完全にはっ！　ただ、信じられないって言われただけっ」

「それ、八割、いや、九割方フラれて……ああ、うん、まあそれはよかろう」

　言葉を濁し一度大きく目を泳がせたあと、異国の姫は深刻そうに続けた。

「よいか、シグル。我がこれにこだわるのはな、単に腹が減っているからとか無名世界の美お味いしそうなものを食してみたいとかそういうレベルの話ではないのじゃぞ」

「腹をぐーぐー鳴らしての主張でなきゃ、信しん憑ぴよう性せいあったかもな、いまのも」

　なんとか取り返した箱を大事に抱えこみながらも、シグルは疑いの目でイファを見やる。

「違うと申しておろうが！　これを素直に出しておけば、あの二人を食料調達に行かせなくても済んだものを。二度と帰ってこなかったらどうする気かと！　そういう話じゃ！」

　予想外の剣幕に、シグルは思わず、後輩たちの消えた方へと気遣わしげな視線を走らせた。

「で、でも一条、すぐ近くに食べ物のあてがあるって言ってたし、とにかく強そうだったし……や、けど俺もついてくべきだったか？」

「では、なくて。我が『泉』の話を持ち出したとき、二人とも露骨に嫌がってたであろう？　このまま我々を放置してどこかへいってしまう可能性も」

「それはない」

　唇を尖らせ続ける彼女を、シグルは憤然と遮った。

「一条は陰険で口も悪いけど、そういうことはしない。嫌なら嫌でなんで嫌なのかって『もうやめてくれ』って相手が泣くまで延々と言い続けるタイプだからな」

「心春の方は？」

「それは……んー」

　残念ながら、彼女とは初対面だ。とやかく言えるはずもない。

　なので、

「あの子はあれだけ面倒な一条と長年つきあってきたらしいし、何より、真美加先輩を褒めていたのでセーフ！　絶対、大丈夫！」

　シグルは努めて率直に言い放った。我ながら最高に頭の悪そうな主張だと思うが、この滅め茶ちや苦く茶ちやな学び舎でようやく出会えた生存者、しかも、親しい相手とその幼馴染みだ。欠片かけらの疑いも抱きたくはなかった。

「……よいか、シグル」

　イファは複雑な表情で、しばらくシグルを見上げていたが、

「そなたにとってはたった五日の別離であろうがな、相手からすれば六〇日かそこらじゃぞ？　しかも、化け物に追い回されての六〇日、ときた」

　言いながら、自分の腰布へと手をかけた。優美な指先が、実に思い切りよくそれを捲めくり上げる。付け根までも露あらわにされる左足、夜目にも艶あでやかなその白さ。自分の顔にゆるゆると血がのぼっていくのが判るが、魅惑のラインに目がなかなか離せない。

「おい、こっちじゃこっち。まったく、なんでそなたは肝心なものに目がいかぬのか」

　呆れた様子でイファは、自分の内うち股ももを……いや、そこにあるものを指す。一見、傷のような鮮やかな朱色の線。

「あんたこそ、なんでそういう際どいところばっかを」

「仕方なかろう、階位は名前と同じで勝手に浮いて出る」

「階位？」

「昼に見せた令印が生まれもって刻まれた名と能力ならば、これは、自身の努力の証あかし。そなたら風に言うと、レベルゲージかの。力を極めれば極めるほど線が増える」

　彼女の世界・カナーンでは生まれたときに名前と共に持てる能力が決まってしまう。けれど、人生はそれだけで決することはない。

「たとえ一つしか名を持てずに生まれたとしても階位を増やし力を極めれば二つ名、三つ名の者に勝る。事実、我の故国では一つ名しかないのに革命の志士として尽力し、最後は将軍にまで上り詰めた者もおる。彼は背にこれが出るタイプでな、亡くなる頃は腰まで染め抜かれたように真っ赤だったとか」

「へえ」

　シグルは素直に感心し頷いた。自分で名を選べず苦労ばかりしてきた。同様に、イファの世界で力を選べず苦労する者がきっといただろうと思う。

　───でも、努力で挽ばん回かいできる余地があるってのは、いいな。

　しかし、イファの意図は彼の感想とはいくらか違うところにあったらしい。

「そなたの後輩の頰には、もう三本、朱線があった。そして、彼の力はおそらく攻撃のみに特化されている。それがどういうことか判っておるか？」

　服の裾すそを戻しながら、イファはどこか痛ましげに囁ささやく。

「あいつがそれだけ敵を倒しまくってきたって、こと？」

「さよう」

　それの何が悪いのか、と、シグルが重ねて訊ねようとしたとき。

「こっちだ！　こっちにいるぞ！」

　遠くから響き渡る声。

　そう、人の声だ。

　低く重いそれは、剣也でも心春のものでもない。

　弾かれたようにイファが立ち上がり、腰の曲剣を抜き放つ。シグルは土産の箱をひとまず置いて、弓と矢筒を引き寄せた。

　ガサガサと藪を分ける響き、枝や下草を踏みつける乱暴な足音がどんどん近づいてくる。

「あれっ、こいつ、一条じゃねえな？」

　ぼんやりとした灯りの中、ぬうっと出てきた長身の人影は濃紺のジャージを纏っていた。胸には縫い取られた見花高校のエンブレムがあり、袖に三本のラインがあしらわれている。

　───三年生だ。確か、真美加先輩のクラスメイトかなんか。

　名前などは思い出せないが、その抜きん出た長身にうっすら覚えがある。あれぐらいの背だったら、女子にしては長身な真美加と自分も釣り合うものを、と羨うらやんだ記憶があった。

　その背後には、もう一つ、ひっそりとした影がついてきている。線の細いひどく頼りない体つきからしてまだ一年生かもしれない。

　新たに出会った見花高生にシグルは喜色を浮かべて近づこうとしたが、イファがその手を摑み強く引きとめる。

「シグル、慎重に」

　イファの緊張をはらんだ囁き。

「あまり隙すきをみせてはならぬ」

　なんでだよ、と、問いかける間はなかった。

「先輩、逃げて下さい！」

　絶叫と共に、剣也が藪から躍り出てきた。
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　日頃涼やかな後輩は、それとは思えぬ躊ちゆう躇ちよのない剣さばきでジャージの三年へと切りかかっていく。

「何してるんですか、早く逃げて！」

　閃ひらめく白刃から、二人の生徒は身を捩よじって逃れた。しかし、その顔はどちらも笑っている。嗜し虐ぎやくに馴なれ切った、どこかくすんだ笑い。

「お、おまえはいらないんだよ、一条」

　甲高く、一年坊主の方が声を張り上げた。

「ひ、必要なのは薬袋だけ。おまえなんて殺してもいいって、い、言われてんだぞっ」

「教室じゃ人の顔色窺うしか能のなかった野郎がよく吠えたもんだな、犬いぬ塚づか」

　あまり板についていない脅しに、剣也が刀を構え直す。レンズの下の目は、はや怒りに沸騰していた。

「その情けない根性ごと切り刻んでやるよ」

　親しい後輩の口から飛び出してきた獰どう猛もうな啖たん呵かに、シグルは驚いた。いつも通りのからかうような罵ば倒とうでも挑発でもない。紛れもない殺気に満ちている。

　犬塚と呼ばれた少年の目もまた、煮えていく。見るからに気弱そうな顔つきに釣り合わぬ、ひどく険のある表情が浮かび上がった。細い目の中で、光が凝こごったと思った刹那、その全身が仄ほの暗ぐらい視界の中で移ろい変わる。

　ふさふさとした体毛、くるりと巻いた尾。大きく裂けた口から、遠吠えが逬ほとばしった。

「い、犬っ？　犬塚だから犬っ？」

　ただし、そこらのシェパードやらドーベルマンやらより二回りも三回りも体格を凌りよう駕がし、毛皮で出来た戦車のように見える。

「あーあ、始めちまった」

　その横で、三年らしきジャージ姿が大仰に肩を竦めた。それから、その場で膝ひざを曲げては伸ばし伸ばしては曲げ、

「おまえはそこそこ使えるし、できたら自分で戻ってきて欲しいんだけど。どうよ、一条？」

　まるで、昼休みにバスケかバレーでもやる前みたいな気軽さで誘った。

「貴様らは、心春に乱暴しようとした奴を罰さなかった」

　剣けん戟げきの間から、剣也が怒号する。

「そんなところにいられるか！」

「そっかあ」

　鋭い反応に、その三年生は小さく苦笑し、

「じゃあ、しょうがねえかあ。そっちのちっこいのは？　見ない顔だけど？」

「俺？」

　突如、話を振られてシグルは戸惑う。

「ああ、でも、そういうかっこしてるからには美人の方は演劇部だよな。おまえも弓持ってるてこた、やっぱ生徒会側かー。一条を寝返らせにきたって寸法かいな」

　一人で問いかけ一人で納得している相手に、シグルはまごつく。イファの服装が演劇部にしか見えないのはごもっともだが、『弓を持っているから生徒会側』とは？

「あの、俺は二年生なんで、悪いけど言ってることがよく……でも、あんた……や、あなたは三年Ａ組の、在原真美加先輩のクラスメイトじゃないですか？」

「あー、在原。それは去年の話かな、ときどきノート貸してもらって助かった。けど、今年は違う」

「いまどこにいるかは？」

「さあ、さっぱり」

　実に軽い調子で、その三年生は首を振る。

「俺は文Ｃの熊谷くまがや、熊谷徹とおるってんだ。まあ、よかったら覚えとけ」

　次にあらわれたのは、案の定、熊だった。

　逞たくましい四つ足すべてには、弓張月を思わせる鋭い爪。直立すると、さっきまで大きいと思っていた周囲の木々が、一瞬で縮んで見えるほどの巨きよ軀くであった。

「どうせすぐ死んじゃうかもだけど」

　真美加のことを知っているといったのと同じ口が、耳まで大きく裂けた。

　カカカカと哄こう笑しようするその中には、鋭い歯がぎっしり並んでいる。通常でさえ、地上最強の肉食獣。更にこれはとびきり巨軀だった。しかも、ここの化け物たちとは違い、その両眼には人間の叡智が宿っている。得体の知れない密林で異邦の怪物に出会うより、もっとずっとグロテスクな現実だった。

「竜崎先輩っ」

　あまりのことに立ち尽くすシグルの横へ、心春が走り寄ってくる。

「逃げて下さい、お願い。剣ちゃんを見ないであげて」

「でも、薬袋さん」

「あんなこと言ってるけど、本当は殺したくなんかないんです！　でも、でも、あたしのせいでっ」

　泣き声混じりの訴えに、シグルは悟る。

　いまなお剣撃を繰り出す後輩の頰に浮かび上がる、傷のような三本の線。彼は短刀をもう一振二振と出現させ、牙きばを剝き突進してくる大犬めがけて放っていく。ほんのりと明るい異邦の樹木の灯り、その中に浮かぶ後輩の横顔は朱線の彩りと相まって修羅そのものだった。

『あいつがそれだけ敵を倒しまくってきたって、こと？』

　先刻の己の声が脳裏に響く。

　その「敵」を、シグルは化け物だと思った。魔境と化した校内に侵入して以来、幾度も目にしてきた、この世ならぬ存在。

　しかし。

　───まさか、生き残ってる生徒同士で仲間割れしてるのか？

　安全な場所から逃げてきたという剣也たち、熊谷の言う生徒会「側」と寝返り。それらがふいに頭の中でつながって、ようやく理解が及んだ。

「何をしておる、シグル！」

　驚き戸惑うシグルの正気を引き戻したのもまた、同じイファの声だった。

「そなたは強い、強いんじゃ！　あんな奴ら、きっと手加減しても勝てる！」

　その絶叫の間にも、剣也は死闘を繰り広げていた。自分の背丈ほどもある大剣を、筋力すべてを駆使するようにして振り上げ、獣たちと激突しようとしている。

「そなたが！　戦え！」

　あたりを圧する、イファの強い声。

　シグルはついに弓を構えた。

　剣也に肉薄する犬の背に狙いをつけ、ふうと息を吸っては吐く。

　昼間の化け物どもを射たときは、一撃でしとめられますようにと祈り、事実、ほとんどそうなっていた。

　────けど、いまは違う。

　親しい後輩を目の前で、むざむざ人殺しにはさせない。同じ制服を纏った誰かを、獣のように切り捨てたくもない。

　だから。

「やってやる……！」

　雄叫びと共に、シグルは一矢を番えた。

「そんなもん、当たるかよ！」

　犬塚がせせら笑い、その鼻面をこちらへ向けた。手て強ごわい同級生より見知らぬ小柄な相手をしとめようというのだろう。

　シグルはギリギリと弓弦を引き絞り、ビン！と鋭い音と共に一の矢を放つ。

　それは薄明かりを切り分けるようにぐんぐん進み、的中を待たずに青竜へと変じていた。

　突如顕あらわれた幻獣は犬の背になんなく爪をかけ地へと引き倒したが、熊くまの方は驚くべき機動でこれを避ける。

「ちぃっ！」

　急停止と急発進をほぼ間髪いれずこなした獣が、こちらへ突進してきた。二の矢を射たとき、相手はまさにシグルの鼻先寸前。勢いつけて返る弓弦に、その爪がかかりそうになるほどだった。

　勝負は一瞬、本当にコンマ一秒にも満たなかった。黒々とした巨体を鏃が穿うがつ。刺さったその瞬間に、それが白く変じてのたうった。

　月光を磨き上げたような、白竜。屈強な顎が熊の腹を捉とらえ、捻り上げた。赤竜青竜のような翼はない。代わりに立派な髭ひげをたくわえ、ぎょろと大きな眼めで敵を威圧している。

　蛇神に似た長い長い身が小山のような熊を絡めとる様は、まるで水墨画のごとき光景だった。

　───なんで、ここで東洋風っ？

　面食らい、シグルは弓を下ろす。その刹那、二体の竜がぴたりと動きを止めた。ふうっと、そのまま竜は消え去り傷だらけの少年たちが地に転がる。どちらもかすかに息をしていたことに、シグルは心から安あん堵どした。

「お見事、それにおめでとう」

　すこし固い笑みを端正な口元に刻んで、イファが讃たたえる。伸びてきたしなやかな指が、シグルの首筋をそっと撫なでた。

「立派な朱線……新たな力と強い名を使いこなすそなたの階位よ」













　月なら、卯う月づき。

　時なら、朝まだき。

　新たな部員が弓道場へと詰めかけた昨年のこと。

　───きっとこの子は長続きしないだろう。

　彼を見て、彼女はそう思った。

　弓道は他の武道よりも体格に左右されないと言われているが、それでも有利不利はいくらか存在する。腕を伸ばしたときに肘ひじが極端に外に張り出す、いわゆる猿さる腕うでと言われる者ほど最初の壁にぶつかりやすかった。曲がった腕では左手で弓を押す基本的な動作がうまくできず、矢に力が伝わりにくいからだ。

　彼は典型的な猿腕で、弦をよく自分の腕にぶつけてしまっては痣あざを作り、残身と呼ばれる矢を射たあとのポーズもうまく決まらない。

　ついで、勝ち気が過ぎた。

　不思議なもので、弓は当てよう当てようとするとうまくいかない。心を無にし、しかし、緊張感を持って的に向かう。一見、矛盾したこの心境を会え得とくしなくては上達しないと言われているのに、彼はとにかく勝ちたいという気持ちが先行し、それがかえって正確な射から遠ざけてしまっていた。

　見み花はな高弓道部の指導者は、「たくさん引きさえすれば上達する」という考え方の人ではない。一歩間違えば他人を傷つけることすらある競技だ。安全のためにも基本の動作をマスターするまではと、部員に矢を放たせることをしなかった。

　おかげで、彼が矢を番つがえるのは部活時間も終わる頃だけ。後は黙々とポーズと動作のみを練習し、的ではなく目前に置かれた藁わら束たばに向かって弓を引き続ける羽目に陥っていた。

「あれ、正直、やっててつまんないでしょ」

「克服できるまで頑張れればかえって上手く当てられるようになるって話も聞くけどさぁ」

「あれだけ弦に当たると、もう恐怖心が先に立っちゃうんじゃないかね」

「先生もあそこまで猿腕の子、指導したことないっぽいし」

　彼女の先輩、いまはもう卒業してしまった当時の最高学年の面々は、そう囁ささやきあっていた。

「辞めるかどうか賭かけようか」

　そう言い出したのは、いったい誰だったか。

「俺、辞める方にジュース」

「あたしも辞める方にあんまん」

「やだなー、みんな辞める方じゃ賭けにならないじゃん」

　渦巻く、いささか人の悪い笑いとさざめき。

「なら、わたしは辞めない方に新しい矢を賭けます」

　その中へ、いきなり一石を投じた自分の真意はいまもってよく判わからない。たぶん、いつもの偏屈でしかないと思う。道場内がしんと静まり、先輩たちが驚いたようにこちらを見るのが愉快だっただけかもしれない。

　けれど。

「わたしは彼がずっと続ける方に賭けます。彼が辞めたら自費で矢を寄付します。ファイバー製じゃなくて竹の」

　淡々と彼女は続けた。竹の矢は最低でも一本数千円もする高価なものだ。相手もまた引くに引けぬという空気になり、

「言うなあ、在あり原はら」

「それなら、俺、学食の定食一週間奢おごってやるよ」

「それより、期限決めようよ。夏の記録会？　秋の大会まで？」

　あっという間に話はまとまり、一対八ほどの極めて高レートの賭けとなってしまった。

　それが、三日前の話。

「あの、先輩」

　いったいどこから聞きつけてきたのか。例の一年生本人が長い坂を駆け上がってきた。

「先輩が俺は辞めたりしないって三年の人たちに言ってくれたの、本当ですか？」

　噓うそではなかったので、彼女は頷うなずいた。

　淡い四月の朝あさ陽ひの中、小柄な少年の面が傾く。

　自分が賭けの対象にされたなど知れたら、きっとショックを受けてそれこそ辞めてしまうだろうと思って秘密にしていたのに。

　───これって、このままわたしが大損する展開かしら。

　どんな言葉を選ぶべきかと悩んでいる目前で、

「先輩は俺が続ける方に賭けてくれたって聞きました」

　まさか、賭けの駒こまにこうもいけしゃあしゃあと言われるとは思わず、彼女はしばし黙りこむ。

「……そうよって言ったら、あなたはわたしを勝たせてくれるの？」

「はい！」

　少年は大おお真ま面じ目めに、しかし屈託なく頷いた。

「はい、俺、頑張ります！」

　たぶん、そんな満面の笑みで言っていい場面ではない。

　───この子、少し頭が足りないのかしら。

　実は頭が足りない、のではなく。

　情緒が過剰なのだ。

　しかも、他ならぬ彼女へと向けられる情緒だけが。

　その事実に気がつくのは、もう少しのち。みなで決めた期限を過ぎても彼が部に居続け、彼女が一人勝ちを納めた後のことだった。
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　空は、いつの間にか仄ほのかに明るい。

　月も星もない迷宮の天は、それでも朝が間近らしい。深く濃い密林をひんやりとした空気が満たしていた。

　───夜明け前が一番寒いってのは、どっかで聞いたことあるな。

　あくまで体感だが、ひどく短い夜だった気がする。戦闘後すぐ崩れ落ちるように眠り、イファに揺り起こされて目覚めて以降、シグルは歩き続けていた。

「とにかく、いまは奴らと距離を取りつつ、泉へ向かわねばならん」

　決然とした声で彼女は導く。

　だが、そのすぐ後ろを歩く剣けん也やは、その長いリーチに見合わぬ足取りだったし、心こ春はるに至っては、

「あの人たち、大丈夫かしら」

　と、不安げに元来た道へと何度も振り向いていた。

「心春は優しいのう」

　褒めるとも揶や揄ゆするともつかぬ口調で、イファが答える。

「ちゃんと治療はした上に、縛り上げもせず捨て置いてやったゆえな、じきに目覚めて自力で帰路につくであろう」

「でも、その前に、通りがかった化け物に襲われでもしたら」

「心配することない。あんな手て強ごわいの、そうそう簡単にやられないから」

　口を挟む剣也の声には、ほんの少しだけ拗すねた響きがあった。

「シグ先輩がいてくれなかったら、僕の方が死んでたかもしれないぐらいだ」

「いやー」

　珍しい場面に、シグルは漏もれ落ちそうになった笑いをなんとか抑えた。

「でも俺は矢が尽きたら終わるから。その点、おまえの力はすごいよな。武器が無限に湧わいて出るんだし」

　ダンジョン内の化け物は死んでしばらくすると消える。その都度、残った矢を律儀に回収して歩いているのだが、面倒だったらない。

「どこまで出るんだ、それ？　刀は大小いろいろ出せてたみたいだけど、矢は？　大量に出してくれたらいちいち拾わなくて楽でいいな」

「試してみてもいいですけど、シグ先輩の腕前で速射なんて器用な真ま似ねできましたっけ？」

「できないです……」

　慰めたつもりだったのに、いつの間にかやりこめられてうろたえるシグルに、

「あのっ、このへんで朝ご飯にしましょう！」

　取りなすように、心春が手近にあった草を一本引き抜き差し出した。

　気持ちはとてもありがたいが、正直躊躇ためらう。そのへんに山ほど生えているシダ的な植物だが、葉裏が容赦ないほどトゲトゲしており、しかも真っ赤な攻撃色。毒がありますよと全身で主張しているような、敵意も露あらわな水玉模様だ。

「それ、カナーンではいろんな意味でまずいと言われてる植物なんじゃけどな……」

　げんなりとした風にイファがあとじさるが、

「大丈夫、食べられます。わたしが触って念じたものは薬になります。そういう名前ですから」

　心春はひたすらにこやかだ。

　────か、可か愛わいい顔してすっごいサバイバラー！

　薬の袋と書いて、「みない」と読む。

　信州に多いこの苗みよう字じは、武田信玄由来のものなのだと彼女は説明してくれた。先祖が武田軍に薬を献上した功績で姓を賜たまわったのだと。

　───でも、昨日くれたのもだいぶアレだったんだよなあ、文句言える立場じゃないけども。

　あまりにも疲れ果てていて、丸飲みした挙げ句にさっさと眠りこんでしまったが、いまは幸か不幸かかなり元気だ。味覚もより機能していることだろう。

「なんだ、シグル？　パイナップル・ケーキを出す気になったか？」

「いいーえー。なんでもおいしくいただきます！」

　薄笑いで訊たずねるイファを軽く睨にらみ、半ば自暴自棄でシグルはそれを口へと含んだ。まず、がっしゃという固い歯触り。次に、強烈な刺激で舌が痺しびれ、喉のどが震える。無言で飲み下すだけで精一杯だった。

「すみません」

　声なき悲鳴をあげ続ける彼を、心春が気遣う。

「種類によっては比較的マシな味のものもできるんですけど。えっとでも、栄養価はちゃんと保証します！　あたしと剣ちゃんこれで生き延びてきましたもん」

「なるほどなー」

　毒々しい色合いの葉と心春の顔とを交互に見つめ、イファは眉び目もくを吊つり上あげた。

「我のような治癒能力者はカナーンにもちらほらいるが、心春のような力はまったく見たことがない。これが『一いち条じようは殺してもいいけど、薬袋みないは捕らえろ』と言われてた理由であろう？」

「……その通りですよ」

　放ほうり出すように答えたのは、剣也の方だった。

「僕やさっきの連中みたいなオフェンス特化の人間は、他にもけっこういます。そういう奴の方が、断然、生き残りやすかったわけですしね」

　長引く一方の逆境生活、待てども待てどもやってこない外からの救援、そして、跋ばつ扈こする化け物どもとの絶え間ない戦闘。

「在あり原はらさんが泉を見つけてすぐの頃は、まあよかったんですけどね……その後は、それを巡って諍いさかいに次ぐ諍い。挙げ句、一部の強い奴が反抗的な相手をどんどん追放して独占状態ですよ」

　結果、生存者たちは二つに割れた。

　一方が、泉に陣取る一団。もう一方が生徒会長とそのシンパたち。

「会長のことは知ってますよね、シグ先輩？　三年の草くさ壁かべ萌もえ」

「そりゃ当然」

　在原真ま美み加かの親しい友人のひとりだ。三年間クラスが同じ、本の趣味などがあうとかで、よく図書館で囁ささやき合ったり、本屋に立ち寄っているのを見かけた。部活に励む真美加を弓道場まで迎えにきたこともある。

「泉側のボスはよっぽどの奴なんだな？　会長ってすごく気は強くても、誰かと好き好んで対立する人じゃなかったと思うんだけど」

「三年の霧きり島しま大たい牙がです」

　剣也は忌いま々いましげに告げた。知ってるのか？というように目線を送ってくるイファに、シグルは頷うなずく。

「ラグビー部の主将だよな、霧島さん」

「シグ先輩、あんな奴と知り合いなんですか？」

「いや、俺が一方的に知ってるだけ。えっとその、似たような境遇だなって」

　ごく一般的な県立高には珍しく、見花ラグビー部は常に県大会の常連で人気も高い。その現主将の名は、大きな牙と書いてタイガと読む。

「霧島さん、親が熱烈な阪神ファンだから『タイガー』なんだって聞いたから」

「そりゃ、先輩からしたら親近感わきますよね。全日本イタイ名前同盟ですね」

「せっかく世間がきらきらネームとか言ってダメージ軽減してくれてんだから、おまえも少しは口を慎めよ！」

「言っちゃなんですが、タイガーが大牙なのよりジークフリートで時雨しぐる人どの方が百倍どうかと思いますし、そもそも、あいつ、これっぽっちも気にしてませんよ」

　なにせ、その名前のおかげでボスに収まったのだから、と、平素から辛しん辣らつな後輩はいっそう辛口に続けた。

「最悪な奴です。兄貴風吹かせてやがるくせに、下っ端の暴挙を訴えても知らんぷりだ。でも、もともと顔が広い上にいまは名前補正でとんでもなく強くて、一対一じゃまず誰も刃向かえません。その上、霧まで操るときてる」

「霧？」

　目をしばたたかせ、シグルは宙へと視線を向けた。本来ならばありきたりな天井が見えるはずなのに、いまは灰に紫をまぶしたような煙がたちこめ、深く閉ざされてしまっている。

「あれ、もしかして霧島さんが？」

「それは違う」

　何な故ぜか、断定したのはイファだった。

「そなたらの世界の霧は、外から入れず中から出ようとすると人が四散するような凶悪な代物ではなかろう？」

「あったりまえだ」

「なら、あれはこのダンジョンの付属ギミックであろうな。他にもっと意味や役割があるかもしれぬが」

　それもまた、このダンジョンを作った者の「痕こん跡せき」だとイファは重ねて説明した。

「故に！　とにかく泉じゃ、泉。そなたら無名世界の感覚からすると、回復の泉なんてのはダンジョンにつきものの当たり前な存在であろうが、カナーンでは異なる。特定の場所にしか本来なく、一定レベル以上の魔導師が複雑な技で『移築』してくるものなんじゃぞ」

　拳こぶしを振り上げて主張するイファに、シグルは「それは俺たちの世界ではなく、俺たちの世界のゲームの話」とつっこむべきかと迷う。ミミックもコボルトも家の近所で見かけたことなどむろんない。

　剣也も心春もそれぞれ思うところがあるのか、複雑な表情だった。

　だが、異邦の姫は迷わない。情報が必要だと、なお熱く説く。このダンジョンを作ったのは誰なのか。それを特定するだけの情報が、どうしても必要だと。

「でなければ、そやつを倒せぬし、外に出ることもかなわぬ。シグルはとにかく想おもい人びとに会えればそれでよいようだが、剣也と心春は元の暮らしに戻りたいのでは？　なんせ、いの一番に『救助はいつくる？』と我々に聞いたぐらいであるし」

「それは」

「もちろん」

　揃そろって頷きながらも、二人の後輩たちは困惑に面を曇らせたまま動こうとしなかった。

「途中まででいいじゃんか」

　見かねて、シグルはそう水を向ける。

「霧島さんたちに見つからないきわっきわのとこまでで。そこから先は俺とイファだけで進めばいい」

　イファはまだ何か言いたげに見返してきたが、彼は視線に力をこめそれを声音にはさせなかった。

　しばしの沈黙。

「……判わかりました」

　意を決したように口を開いたのは、心春の方だった。

「今度、霧島さんたちに見つかったら、あたしはともかく剣ちゃんは何されるか判りません。だから、本当に途中まで……」

「うん、それでいい」

　見るからに、勇気をありったけ集めたというような後輩の様子に、シグルは努めて明るく告げる。

「ちゃんと案内さえしてくれれば、霧島さんとは俺とイファが話にいく。おまえらはどこかで待っててくれよ」





　　　２






　それから、四人は長い階段を上がり続けた。

　見慣れたリノリウムだったそれは、いつの間にかところどころ不揃いな岩に変わってしまい、歩きにくいことこの上ない。

「上にいけばいくほど、校舎らしくなくなるので気をつけてくださいね」

　剣也の注意通り、ワンフロア上にいくたび、ダンジョンの様子も変わっていく。

　一階ではときどき見かけた机や椅い子す、誰かの文具などがすっかり失うせ、三階は割れた配管などがときどき木陰から覗のぞきいっそう廃はい墟きよじみている。

　四階に至っては、まるでどこかの平原。遠く見渡せる野原の途中、思い出したようにぽつりぽつりと教室のドアが立っていて、凄すさまじい違和感を醸し出していた。よく見ると、端に○や×といったマークが描きこまれており、剣也はそれを見極めては開き、また違うドアを探してはなおも進む。

「×が書かれてるドアに入ったらどうなるんだ？」

「さあ」

　素朴なシグルの疑問に、剣也は薄く笑う。

「開いて帰ってこられた奴に会ったことないので、判りません」

　あんまりなそのお答えにシグルは顔色をなくすばかり。

　───ホントに本物のダンジョンなんだなあ。

　しかも、その都度都度に化け物が湧いて出る。

　オークにコボルト、グールにコカトリスと、もうモンスター図鑑大盤振る舞いかという状態だ。

　しかし、一人で頑張っていた初日と違い、いまは剣也がいる。遠距離攻撃には強いが小回りの効かないシグルの欠点をすべて補うかのように、彼は多種多様の刀剣を駆使しては攻め寄せる敵を退けてくれた。

　そうこうするうちに再びあたりは暗くなり、魔物の跋扈する時間がやってくる。四人は途中で見つけた灯あかりの木を再び宿にすることになった。

「よいか、朝までここから絶対に出るでないぞ。仕掛けがすべて無意味になる故な」

　イファは糸に自分の手足や耳の飾りをくぐらせ、それを四方の枝へと巡らせる。細い細いその糸は彼女が常から身につけている飾りの一部だという。

「この糸に何かが触れたら、誰でも飛び起きるような音が出るからの」

「日本で言う鳴子ってやつですね」

「そうそう」

　さしておもしろくもなさそうに見上げる剣也に、イファは堪こたえた様子もなく言い募る。

「交代で寝ずの番を務めても、みんな疲れ果てておるからのう。万が一の備えだ」

「すっごい綺き麗れいで高そうなアクセサリーなのに、こんな使い方して平気なんですか？」

　心春の視点は年頃の娘らしい。キラキラと輝く宝飾品の行く末が心配なようだった。

「なに。着飾っていても死んでしまっては意味がない。無名世界では確か命あってのモノダネ！というのであろう？」

「発音がなんか違う気配しますね」

「どっかで聞いたネタのような気も」

「やかましいぞ、坊主ども。このイファさまが無事に帰還すること以上の宝がカナーンにはないと！　そう申しておる！」

　少年たちをどやした姫君を、

「カナーンの話を聞かせてくれませんか、イファ姫さま」

　心春が腰を下ろして手招きした。

「笑われそうですけども、あたし、ディズニープリンセスのお話とか大好き。一番のお気に入りは『リトル・マーメイド』です」

「安あん穏のんな暮らしを捨ててまで、愛する王子のところまでカチコミにいった異形の姫か！　いい趣味しておるな」

「カチコミて」

「言葉のチョイスがプリンセス的に危ういですね」

「仕方がなかろう、シグルに出会う直前に拾った無名世界の本は、マンガであったからのー。ええと、『異世界桃色極道日記　～俺がヤクザでおまえが姫で』だったかのー。ちなみに、開いて二ページ目で既に姫とやらは全裸であった」

「ああ、ホントは高校生が持ってたらアウトなやつだ。先生に見つかったら没収確定系だ」

「少女マンガならまだマシだったかもしれませんが」

　とんでもないことをさらっと言ってのけたイファは、なんとなくがっかりした少年二人を完全無視し、

「では、まず我が国創世の物語から始めよう！」

　そっくり返って豊かな胸を張った。

「えっ、そんな長々とは」

「僕、理系なんで歴史は苦手なんですけども」

「いいから、聞けい！　まず、三〇〇年ほど前にな、ひどい暴君がおった。来る日も来る日も贅ぜい沢たく三ざん昧まいの上に戦争はする、重税は課す、勅ちよく命めいだと言っては次々に気に入らない奴を処刑しまくる」

　化け物より他国の軍より、己おのが故郷に君臨する王が何より恐ろしい。ただ彼一人のために、誰も彼もが殺されるに違いない。そんな恐怖と怨えん嗟さが地にくまなく伝わった頃、一人の若者が立った。名をユスマ・ユージュア・ユラシュアという。

「天下の英雄、創国の志士。それが我が父、ユスマ陛下！　それからずっと我が国はみんな幸せに暮らしましたとさ！　以上、誰にでも判るよいこのカナーン史！」

「へー」

「って、待った待った」

　シグルは素直に頷いてみせたが、もちろん剣也は納得しない。

「予あらかじめ三〇〇年前って前置きしておいてなんですか、その破は綻たん。建国の主がこんな小娘の父でしかも現役の支配者って。理系じゃなくても計算あわないって気がつきそうなもんですけれどね」

「だーから、そこがポイントであるし、君たち無名世界とはいろいろ異なる点というわけよ。我らが王は長命の令れい印いんを持つ」

　二〇年近くに及んだ革命の間も、ユスマの見た目はずっと少年のまま。その神秘的な姿に、これぞ英雄これぞ救世主と民は熱狂し、空になった玉座に彼を据えた。

「イファ姫さま自慢のお父さんなんですね」

「あー、うん……実はの」

　心春のまっすぐな賞賛を受けて、イファは何故だか目を泳がせた。

「我は王の姉の子孫になる。実子ではないのじゃ」

　王自身は長命であったけれど、彼の姉は弟と同じ名を持っていなかった。彼女は普通に年老いて亡くなり、その子のそのまた孫がイファに当たる。カナーンの姫君はいささかばつが悪そうにそう言う。

「王さまなのにちゃんと跡継ぎ作らないなんて、無責任過ぎませんかね」

「三〇〇年生きておる故な。王妃も側室も子供すらもうおらぬ。孫以降は不幸にして生まれなかった」

　こればっかりは王の威光でもどうにもならないと、彼女は長い溜ため息と共にそう呟つぶやいた。

「奥さんとか愛人はしょうがないかなって思うけど、姉貴も？」

「言ったであろう、シグル。カナーンでは名は神から与えられる。同名の者も生まれてこないではないが、個人個人が基本的には異なっていて、そなたらのように代々受け継がれていくファミリーネームは存在せぬ」

「それはそれで平和の秘ひ訣けつのような気がします……」

　心春がしんみりと呟いた。

「日本では家の名を遺すためだけに、戦争したり人を殺したが、普通だったわけですもん」

「ああ、確かに。大河ドラマとか見てると辛つらくなってきますよね」

　口々に言う後輩たちの意見に、なるほどとシグルも頷く。見た目さして変わらないイファと自分たちではあるが、令印や階位というもの以上にその名その生まれの在り方が、大きく異なっている気がする。

　しかし、一方、

「姉弟きようだいなのに、生まれながらの名前ひとつで、そんなに運命が違っちゃうのか」

　彼の口をついて出たのは、また違う感想だった。

「なんか気の毒な話だな。俺なら、真美加先輩とか友達親兄弟に先にがんがん死なれたあと、一人だけずっと頑張るとかごめんだな。ロスタイムが長すぎる」

　彼にすれば心に浮かんだことを、何気なく口にしただけだったのだが、

「ロスタイム、のう……」

　異邦の姫君は、ゆるゆると目を伏せて、

「ロスタイムかあ」

　意外なぐらい感じ入ったようにそう繰り返した。さっきまで目を輝かせて英えい雄ゆう譚たんを語っていた本人とは思えないぐらい沈んだ面持ちで。

「シグ先輩、サッカー知識が古い。いまはアディショナルタイムって言うんですよ」

　このときばかりは、剣也の軽やかな憎まれ口に感謝したくなったほどに。
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　そうして道のりを踏破すること、まる一昼夜。途中で倒したモンスターの数は両手以上となり、そろそろ自分の首の線が増える頃かと思い始めたときだった。

　草原の間にできた、細い細い獣道。

　その果てで、誰かがこちらを睨みつけていた。

　ぎょっとしてシグルは足を止める。乱れた白髪に、鋭い眼光。ペンと楽譜を手にした男。音楽室に飾られていたベートーヴェンの肖像画であった。

「これも目印ですよ」

　素っ気なく、剣也が言う。

「このへん、獣道もろくろくないし身を隠すでかい木もないしで、みんな苦労してあちこち置いたんです」

　彼はベートーヴェンの左手側を抜けて、最初のドアを開いた。また野原が現れるかと思いきや、そこは小さな教室だった。壊れた机や椅子の間を通り、剣也は窓枠を指さした。

「そこに縄なわ梯子ばしごあるでしょ？　そこから屋上へと出られるようになってます」

　確かに、バルコニーの中ほどには上からぷらりと梯子が下がっていた。だいぶ使いこんであるらしく、思うさま毛羽立ちどす黒く汚れている。

「そこが、霧島さんたちの陣地ってわけ？」

「おっしゃる通り。なので、僕らがついていけるのは約束通りここまでです」

「判った。気をつけていけよ。熊くまとか犬とかに出くわすんじゃないぞ」

　予め決めていた場所でまた合流しようと言い交わして、シグルは後輩たちを見送った。

　二人は何度か振り返りながらも、いまくぐってきた扉の向こうへと肩を並べて消えていく。

「さて」

　それをしっかり見届けたのち、シグルは傍らの少女をみやった。

「なあ、えらーい尊ーいお姫さま、他のルートを探せないもんですかね？」

「あんなかっこよく後輩に言っておったのに、シグル。そなた、もしかして、高所恐怖症か？」

　イファが小首を傾かしげる。ものすごくおもしろそうなのが実に腹立たしい。

「俺が怖いのは！　真美加先輩に会えないことだけ！」

　声を張りながらも、シグルは目を泳がせた。

「ただ、俺は弓と矢筒背負ってるだろ？　和わ弓きゆうってごらんの通りのでかさでさ？　サイズ、世界最大級なんだよね、これ。なんでかって言うと、日本の湿気に適した木材が竹ぐらいっきゃなくて、それで遠くまで矢を飛ばそうとすると必然、大きく長くしていくしかなく、つまるところはとってもバランスが」

「おお、出会ってから一番の長なが台詞ぜりふ喋しやべっておる。が、残念、一生懸命賢そうに話しているのに、どんどんバカっぽく見えていくようじゃ、そなた」

「う、うるさい！」

「じゃあ、この梯子を速やかに登るとするかの」

「あっ、ごめ、怖」

「とたんに片言に！」

　からからと笑ってイファは、梯子を見上げた。

「まあ、一本道ってことは、梯子近くに見張りが待ちかまえてる可能性が高いしのう。そなたの力で一戦交えるという手もあるが、それはいくらなんでも乱暴な話。故に、二つほど献策してしんぜよう」

　異邦の賢者は人差し指と中指をひょいと立てた。

「一つはそなたが昨日の連中のように変身すること。竜なるものは空を飛ぶのであろう？」

　思いもかけぬ提案に、シグルは自分の手足を見下ろす。竜になあれ、と、胸のうちで繰り返してもみたが、そこにあるのは依然としていつも通りの人間の手足だ。

「どうやったらなれる？」

「ずっと変哲もない矢を竜にしてきたではないか。その調子で概念を広げよ、ばーんと！」

「あいにく、俺は生まれてこのかた概念とかやらを縮めたことも広げたこともない。というか、概念なんて言葉自体、口にするの初めてな気がする」

「では、もう一つの案でいこうかの」

　うなだれたシグルの手を、笑いながらイファが取る。女の細腕とは思えない力で引き寄せられたと思ったら、ふわりと足下を浮遊感が包んだ。

「ひっ」

　バルコニーから離れる、己の両足。壊れた教室が、たちまち眼下に遠ざかる。

「ひぃぃぃぃっ」

「耳元で騒ぐでない」

　叱責にシグルは必死で悲鳴を呑のみ込んだが、怖いものは怖い。ただ、宙から見下ろす校舎は、ほぼかつての姿のまま。ときどき、窓から深い緑がこぼれ落ちているだけで佇たたずまいそのものはあまり変わっていない。それが、一段と不気味だし恐ろしげだった。

「地上から外へ出ようとした連中はみんな裂けて死んだと聞くが、空の場合はどこからが境界なのであろう？」

「し、知るもんか。でも、あんまり建物から離れないで下さいっ」

「お、思いがけず可愛い態度。おもしろいから、思いっきり急上昇してみようかの」

「やめろってばっ」

「目を瞑つむっていればよかろうに」

「このふわっと感が既に！　めっちゃ怖いっ！」

　泣かんばかりにシグルは彼女にしがみつく。竜りゆう崎ざき時雨人・人生一六年ほぼ初めてといっていい、女子とのみっしりぴったりゼロ距離配置。しかも、相手は水着に薄物をひっかけた程度の服装ときている。だが、ただいまシグルは全身縮こまり中。その豊かな胸の感触などを堪たん能のうする余裕はひとかけらもなかった。

　結局、建物に手が触れられそうなギリギリの位置でイファは上昇し続けた、らしい。ものの一分後、足に何かが当たる気配がした。

「ほら、着いた。はー、重かった」

　促す言葉に、恐る恐る目を開ける。

　真っ先に目に飛び込んできたのは、ダイヤ型が連なる屋上のフェンス。かつて、そのグレーの金網越しに、人家の屋根の波や富士山と丹沢山系のシルエットまでもが眺められた。

　しかし、いまはほんの数メートル向こう、既に淡く灰紫の霧がたちこめている。

　そして、振り返った視線の先には……何も見えなかった。





　　　４






　真っ白だ。

　隣にいるイファの顔が辛うじて見て取れるぐらいで、ほんの数メートル先はもう重く霧が立ちこめ判然としない。

「これが一人の人間の力で作られているとはの。まったく、君ら無名世界の者はとんでもない。それともあれか？　漢字とかいう文字に何かあるのかのう」

　すたすたと歩き出すイファの後に、シグルは慌てて続いた。コンクリのはずの床には明らかにそれとは違う感触がある。シグルのスニーカーの下、日本の芝生に似た短い草や、石ころらしきものがしっとりと濡ぬれていた。

　───霧のせいか、他のフロアよりずっと涼しい。けど、視界が効かない分息苦しいなあー。

　数歩もいかないうちに、ほんのりとした灯りが白い帳とばり越しにひとつまたひとつと点ともり始めた。

「灯りの木だ」

　マングローブによく似た形、ねじれた幹の間に光が宿る、カナーンの大木。宿にと求めたそれへと目を凝らし、シグルはうっかり叫びそうになった。大木の張り出した枝の上、鳥がかける巣のような絶妙なバランスで、素朴な小屋が建っている。あちこちにいくつもいくつも。

「なんつー思い切った高層高床式……住みたくないことこの上ないっ」

「そう申すな。あれはカナーンでは割とある住居よ。あの下にくっついてる板のところに罠わなを仕掛けて、下から登ってくる獣や敵を撃退できてとっても便利なんじゃぞ」

「さ、最悪の住環境じゃないかっ。だいたいどうやってあんなものをあんなとこに……。うち、高専でも工業高でもないのに」

　文句を垂れる途中で、シグルは気がつく。いま世界はチートの極み。ルールが完全に書き換わってしまっているのだ。

「もしかすると、そういう名前の奴がいる？　なんかこうすごいの建てられそうな奴が」

「もしそうなら、すべて無名世界風の建物になったのでは？」

「あ、そうか」

　カナーンの住居など見たことがない者に、それが想像できるとは思えない。現に剣也も見たことのある日本刀や扱ったことのあるナイフばかりを生成していた。

「しかし、何故あんなものをあんなところにというのは同意する。泉をこさえることといい、このダンジョンの主は矛盾しすぎじゃ」

「矛盾？」

　自分のぼやきが意外な響き方をしたのを知り、シグルは霧の向こうの相手を見返した。

「たとえばシグル、そなたが誰かを害するためにダンジョンを用意し、その中に閉じこめたとする」

「俺なら嫌いな相手はダンジョンなんかに入れないで、直接怒鳴るか殴るかするけど？」

「脳筋過ぎであろう！　そなたの故国は無名世界でも抜きん出て平和だという認識であったが、我が間違っておるのか？」

　とにかくダンジョンはいまこうして用意されていると、彼女は続けた。隅までいけば五体が吹き飛ぶという実に剣けん呑のんな代物だ。中には、令印のある子供と戦闘力の高い生き物とを一緒に詰める。

「この場合、ダンジョンの主の心理はどんなだと思う？」

「みんな中で死んじゃえばいいのに、じゃないか？」

「さよう！　なのに、これの作り手はなんでだか、ああして中に快適な住居だの回復できる万能の泉まで詰めたときておる」

　言いながら、王太女は霧の向こうを指した。

「我の予想通りならこの先に泉がきっとある。『ふるってご利用ください』みたいな感じで、集落のど真ん中の位置にの。というわけで！　もっと近くで観察しようぞ」

　言うなりイファはその場でがばりと身を伏し、そのままそろそろと進み始めた。

「えええ……人のこと脳筋とか言ってるけど、おまえ、それ……偉いお姫さまが、なに、その躊躇いもない見事な匍ほ匐ふく前進……」

「カナーンでは偉い人は匍匐前進ぐらいで躊躇わぬのよ。特に我が父上は建国の烈士だったわけだしの！」

　勇ましく這はいずる彼女に、シグルも続くしかない。ほとんど剝むき出しの腕のイファに上着ぐらいは貸してやればよかったと思ったが、しばらく進んで人の心配をしている場合ではないと悟った。

　───ゆ、弓がすげえ邪魔！

　和弓は爆発的な威力・殺傷力を誇るが、それが故にサイズも世界最大級。矢を番えていないときの邪魔さ加減といったらない。そして「弓道」という名の通り、基本、厳しい礼が求められ、多くの作法の上に成り立っている。

　───たぶん、弓背負って匍匐前進する日本人って、五〇〇年ぶりぐらいなんじゃないか？

　骨を折りながらもシグルは這い続け、やがて、その泉とやらに辿たどり着ついた。サイズは子供のプール程度で、特に目立った装飾はない。特徴といえば、まるで誰かがコンパスできっちり描いたような真円の石で囲われているぐらい。

　───たいしたサイズでもなけりゃ、凝った作りでもないんだな。

　だが、その奥底を覗きこんだとき、そんなシグルの感想は一変した。

「ふ、深い……っ」

　淡いブルーがいくつも重なりあって藍あい色から黒へと変化を遂げていく水みな底そこ。驚異的な透明度のおかげで、それが泉の端からはっきりと見通せる。しかも、その澄んだ水の中に花吹雪が舞っていた。桃色の桜の花弁に似たそれが、ゆるゆると螺ら旋せんを描いては水の奥へ奥へと引き込まれていく。

　───これを真美加先輩が見つけたのか。

　水の中で咲き誇る花の幻想的な姿は、かの人を思わせる。この畔ほとりに佇たたずむ真美加はきっとどんなに美しかったことだろう。

　つい、うっとりと眺め入った彼の横で、イファは周囲の石を手にしては捨て手にしては捨てを繰り返している。泉の水にも似た色の瞳ひとみが激しく動き、薄い布越しに真紅の令印がほんのり輝きを放っているのが見えた。

　───もしかして、石からなんか読み取ってる？

　こういうときは邪魔をしないに限る、と、シグルが黙って見守っていたときだった。

　ひときわ大きな石を、イファが手にする。それを合図としていたかのように、水みな面もがゆらめいた。まるで、束つかの間まの通り雨が乱していくかのように、静かにかすかに。

　そこに、人影が現れた。

「イファ？」

　瞬時にそう思わされるほど、華やかで凜り々りしい面立ち。青に緑が溶け入る、鮮やかな双そう眸ぼうが実にそっくりだ。しかし、その髪色は彼女よりも金が勝ち、シャープな体の線はどう見ても青年のものだった。

「陛下……」

　傍らのイファの呟きに、シグルは納得する。

　では、この男が。

　革命の志士、かの国の英雄たるユスマ王か。

　───なら、義理とはいえイファには父さんだよな。

　だが、そんな親しい人を間近にしたはずの彼女の眼まな差ざしは、なぜか複雑な色合い。昨夜、彼の英雄譚を語っていたときとはまるで違う。

　青年はまっすぐに娘を見やり、ひとつ笑った。そうすると、ますます二人は似て見える。イファは王姉の子孫。世代をいくつか重ねているはずだというのに、本物の親子で通るぐらいに。

　忙しく二人を見比べるシグルの視線に、王はかまわない。豪ごう奢しやな羽根を幾重にも重ねたマントの下、隠れていた左腕をふいに差さし伸のべた。その指先が夥おびただしい出血をしているように見えて、シグルはぎょっとした。












　───違う。

　階位だ。

　長年武器を握っていたであろう男のものにしては、すんなりとしなやかな指。それが証あかしによって真紅に染め抜かれており、元の肌の色などもはやまったく判らない。

　その紅の指で、彼は王太女の足元を指さし、そのまま消え失せた。

「イ、イファ、いまのは？」

　訊ねる彼に、傍らの少女はひどくうなだれている。白い白い霧の帳で、その表情はすぐには窺えない。

「……『こころを象かたどれ、令れいを印しるせ』」

　聞いたこともない沈んだ声音が、突然、呪じゆ文もんのような言葉を紡ぎ出す。

「『いざ全界異境にその勲いさおを告げよ』……」

　そのあまりのただならなさにシグルがどうかしたのか、と問いかけようとした、瞬間だった。

　ヒュッ！

　宙を駆け抜けた何かが、弓弦を切り飛ばした。

　振り仰ぐ自分の顔に、ザイロン製の弦の残ざん骸がいがばちりと当たる。思わずあげかけた悲鳴を途中で飲み込んではみたものの、間に合わなかったらしい。

　宙から飛来したものが、シグルの背をかすめた。反射的に弓の先で殴りつけ、なんとか避よける。

「しっかりしろ、イファ。宙になんかいて危ないっ」

　目を見張り、音もなく滑空し続けるそれをようやく見つけ、シグルは呻うめく。

「こ、蝙蝠こうもり……」

　細い骨格に皮膜を張った黒い翼は、竜のそれに似ている。いや、それが竜の翼のモデルになったのだろう。

「あああ、そうか！　あの人、こっち側にいるのか」

　親が大の洋画好き。中でもご贔ひい屓きはバットマン。超音波で距離を測り、闇やみ夜よを舞い飛ぶ飛行型哺ほ乳にゆう類るい。あれならば、こんな霧もたいして苦ではないだろう。

「おー、その声は竜崎っスなー？」

　白い白い世界の向こうから響いてくる声。

　間違いない。

　三年Ｂ組、仲なか村むら羽ばつ斗と。剣也風にいうならば、全日本イタイ名前同盟の一人だった。
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　乳白色の世界の中、その部屋の中だけは光に溢あふれていた。丸太で組まれた小屋の室内は、壁そのものが淡くぼんやりと光り、隅々まで見渡せる。

　───ここで飯とか食ったら、すごくムードあるんだろうになあ。

　ＬＥＤよりは暗いが、蠟ろう燭そくなどよりはずっと明るい絶妙な光度。きっと、この灯りの中でなら真美加の麗しさも何倍も美しく見えることだろう。

　しかし。

「だーから、勝手に水あげちゃダメだって言ってるじゃないスか。霧島の許可がないと」

「でも、この子、外からここまで来たって言ってるじゃん？　元気に生かしといた方が大牙はぜってぇ喜ぶってうちは思うなぁ」

　いまそのロマンティックな灯りは無骨で無味乾燥な木の格子で四角く区切られており、その向こう側には上級生同士がシグルたちの処遇を巡って言い争いを繰り広げている。

　男子の方は、シグルたちの事情聴取から捕縛までを請け負った、見み花はな高校のバットマンこと仲村羽斗。シグルよりも更に名前負けしている男で、くりっとした眼めを落ち着かなく動かしている様は蝙蝠というよりメジロに似ている。この五月まで図書委員長を務めており、真美加目当てで図書館へ通っていたシグルとは面識があった。

　もう片方は、口をきいたことは一度もないが、派手な茶髪を雌めん鳥どりみたいに飾りたてていて、常に校内で目立つ存在だった。セーラー服が常にイメクラ風に見えるとクラスの女子に陰口を叩たたかれていたその上級生の名前を、シグルは知らない。

　───て、ことは、見た目ほど名前はきらきら系ではないんだろうけども。

　学校の中でもそれぞれ避けあって過ごすに違いない取り合わせの三年生たちは、シグルたちを牢ろうに放ほうり込んで以降、ああして押し問答を繰り返している。

　───おかげで、かえって何もされなくて無事だけど。

　弓弦を切られて慌てているところに、霧の向こうから次々に屈強な新手が現れ、ろくな抵抗もできないまま荷物を取り上げられた。弓矢はもちろん、痛恨はあのパイナップルケーキだが、それより何より。

「おいこら、荷物と俺はまだいいけど、こっちの女に変なことしないでくれよ!?　日本人の品格が問われる！　国際問題というか異世界問題とかそんな感じなアレになるぞ！」

　心春が乱暴されかかったという一幕が脳裏を過よぎり、シグルは必死にイファを庇かばい続けてきた。

　だが。

　───さっきの泉のあれ見てから、こいつ、ずっとなんかおかしいというか、考えこんでるからなあ。

　異邦の姫君は長い睫まつ毛げをそっと伏せ、細い膝ひざを抱えこむようにして物思いに耽ふけったまま。自分には何がなんだか判らなかったが、きっと何か重大な情報を取り出したに違いない。本当はすぐに膝詰め談判でいろいろ訊ねたいところだが、牢の表の騒がしさがそれをさせなかった。

　───まあ、無駄に挑発的な口叩たたかれるよりは、この方が安全かもしれないけれども……。

　やがて。

「ほーら、これ飲んで。そっちのヒラヒラさんもね？」

　白熱の議論は女の方に軍配が上がったらしい。格子越しに差し出されてきたペットボトルを、シグルは恐る恐る受け取った。いいのか、というように目で仲村を窺うかがうと、

「仕方がないっスよ。別に自分だって竜崎に死んで欲しくて捕まえたんじゃないっスし、いろいろと聞きたいこともあるっス」

「はあ」

「仲村のことは気にしなくていいよ。とにかく大牙のご意見きいてからじゃないと行動しちゃダメって思ってるだけなんだからさ。えーと、竜なんとかくん？」

「竜崎シグルです」

「強そうな名前じゃん！　うちは福ふく田だ有ゆ希き。普通だろ？」

「普通が一番ですよ！　普通ナンバー１ですとも！」

　いつもの調子でシグルはそう答えてしまい、すぐ悔やんだ。ことこのダンジョンにおいて、名は生死を分けてきたに違いない。

「でも、すごい運がいいんだよ！」

　しかし、有希はあまり気にしていないようだった。

「なんせ、福プラス希のぞみがあるって名前だからね！　なーんの能もないのにここまで生き残ってきたんだからさ」

　いっそう明るく言い募り、

「まあ、あんたの在原ほどじゃないにせよ」

　と、やや意味ありげに付け足した。

「お、俺のっ？」

　そんな場合ではないというのに、その言い回しに彼はうっかり喜んだのだが、

「だってあんた、三年のクラスにしょっちゅう顔出すからさー。在原のモンペっつって有名じゃん」

「モ、モンペ」

　あんまりなことをさらりと付け足された。それが三年生たちの共通認識ならば、かなりひどい。いや、ストーカー呼ばわりされるよりはややマシだろうか。

「あいつ、あんまうちとは仲良くもなかったけどさ、マジで感謝してんだ。なんせ、あの泉をみつけてくれたんだから。そうとうラッキーガールだよね！」

　まごつくシグルに軽く笑いかけ、福田は手の中のペットボトルを振ってみせた。かつては有名清涼飲料水が入っていたと思おぼしき赤い蓋ふたのそれは、いまやべこべこに凹み薄汚れている。

「ホントめっちゃ嬉うれしかったあー。あの頃、なーんも食うもんも飲むもんもなかったし。あの泉の横に在原がいて、『これを飲めばおなかいっぱいになるわよ』って教えてくれてさぁ」

「じゃあ、いま先輩がどこにいるかは？　知りませんか？」

「さー」

　期待をこめて訊ねるシグルに、有希はとたんすげない。

「いつの間にどっかいっちゃってたよ。ずーっとここにいればよかったのにね」

「真美加がどこかにいかざるを得ない状況を、そなたらが作ったのでは？」

　ぷいと横を向いた三年女子へ向かい、ようやくというようにイファが口を開いた。

「みなを救った大功労者ではない輩やからを祭り上げ、こんな集落に籠こもっておるというのは、つまりそういうことであろう？」

　高飛車が通常モードの彼女にしてはさほど強い口調ではなかったが、有希のどこかには刺さったらしい。かつては真っ赤に塗りたくっていた唇を白くなるほど嚙かみしめ、更に大きく目を逸そらす。

　その横で、顔見知りの元図書委員長はもっと図太かった。

「そういう質問がここで出るってことは、あんたと竜崎は一条たちとどこかで会って何か聞いたんスね？　それとも、熊谷くまがやたちの方？」

　それでなければこの屋上へ来られるはずがない、と、彼は断じた。言葉の端々にはどこか咎とがめる調子がある。

「奴らは？　もしかして殺しちゃったっスか？」

「殺しておらぬし、殺す必要もない」

　ここで、イファはすいと立ち上がった。

　淡い灯りの中、薄物を纏まとった姿が常より大きく見える。藍らん緑りよく色しよくの瞳には、どこか決然とした光が宿って見えた。

「よいか、そなたら。もう小競り合いなど繰り返している場合ではない」

　あくまでおそらくでは、あるが。

　そう前置きしながらも、異邦の王女は凜と続けた。

「このダンジョンの作り手はな、我がユラシュア王国一の魔女。そして、それを命じ作らせたのはな……カナーンの王者ユスマ陛下であるぞ」
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　一五分ほど後。

　シグルとイファは例の泉の端にいた。

　どこからか帰ってきたらしい霧島の前へ、揃って引き据えられたのだ。

「ほな、なんべんもすまんけどな、べっぴんさん。大牙さんとこの福ちゃんと羽斗に話したこと、もう一回聞かせてくれへんか？」

　大柄な見目にあわず、穏当で剽ひよう軽きんな口調で切り出され、シグルは驚く。

　少なくとも高校入学当時から神奈川暮らしなのだろうに、未いまだこてこての関西弁。しかも、一人称が「大牙さん」とは。

　───顔と名前は知ってたけど、話すのは今日が初めてだもんなあ。

　筋骨隆々という単語に、そのまま制服を着せたような見事な体たい軀く。鍛えられた太い首の上に乗っている四角い面には、黒々とした眉まゆと高い鼻び梁りようと意外なほど切れ長な眼が収まっており、一部の女子には「すごいかっこいい」「大牙ニキ」などと呼ばれ熱狂的に支持されていた。

　しかし、今の彼にはその容姿以上にシグルの目を引くものがあった。胸筋で盛り上がった襟元、横に引かれた赤いラインが見えている。服に隠れて数は判らない。剣也と同じ四本か、それ以上かもしれない。代わる代わるしたシグルたちの説明を、信じているのかいないのかも、大牙の表情からは読みとれなかった。

「実行犯はヤイララ・ヤーグンタ。我が国筆頭王宮魔導師よ」

　それでも淡々とイファは話を続け、それから足元の石をひとつ拾い上げた。

「ヤイララは座を結ぶ、ヤーグンタは輝く面を意味する。二十年ほど前にあった国境線の小競り合いでな、そやつが水面や鏡面を媒介に自陣の周囲に迷宮結界をいくつも作り敵兵を惑わせた。遠い山脈の神殿にしかなかった回復の泉を我が国本陣や城に移築したこともあったそうでな」

　これが証拠だと、彼女はその石を差し出す。赤子の拳こぶしほどの白いそれは、ほとんど真円といって差し支えないほどまでに、丸い。

「この磨きに磨いてまん丸くした石はの、王宮魔導師たちがその魔力展開保持のために使うものよ。数に限りがあり厳重に保管されておる故、緊急時以外は城と付属研究所の外へは持ち出せぬ」

　それを、「厳重保管」をする側でもない限り。

「そして、これを見よ」

　続けて、彼女は泉の端を指さした。シグルには見覚えのある位置だ。突如現れた青年が示したあたり。同じような丸い石が積み上がった部分に、うっすらと釘くぎで引っかいたような傷がいくつもいくつも並んでいた。

「そなたらには読めぬだろうが、我らの文字で詩が彫ってある。『こころを象れ、令を印せ。いざ全界異境にその勲を告げよ』」

　その詩の起源は、イファの直系の先祖、ユスマの姉にあると彼女は語る。

「その方はな、預言の力を持っていたと伝わっておる。その彼女が弟を案じて遺したのが、この詩であるとな」

　そんな誉れある逸話の伴う詩はカナーンで広く知られ、いまなお人々の間で愛され歌い継がれているという。

「しかし、実は秘められた二節目があるんじゃ。王家の者……つまり、いまではもう我と王陛下の二人しか知らぬ」

　沈痛な口調で、異邦の王女は続きを吟じた。

「『だが、ゆめ忘れるな。英雄とは時代に捧ささげられる贄にえであると』」

　短い、しかし、深みを感じる言葉だった。

　重い重い忠告とも呪のろわしい嘆きとも受け取れる。

「何故かは、知らぬ。理由は察せられぬ」

　怒りと痛みがないまぜになったようなイファの声。淡い霧の中、影が姫君の頰ほおを深く彩った。

「とにかくこの迷宮は当代一流の魔女が王命で作り上げたもので、我らはそこへと放り込まれた哀れな被害者よ」

　とんでもない告白に、シグルは息を呑む。

『ボスを倒せば、この迷宮から出られる』

　そんなゲームじみたシステムだけを心に描いてきたが、そのボスが想像以上に大きく、しかもイファの身内であるなど。

「じゃが、案ずるな。いかな天才であってもな、この石の補助がなければ泉を展開できぬ。ならば、もっと大きな魔法……この迷宮の維持もまた、あれが近くにおらねばできぬ。我らのすべきことはいまなおこの中にある鏡や水面などを隈くま無なく調査して、ヤイララを引っぱり出して倒すことよ」

　顔色を失くしたシグルの横で、イファは淀よどみなく説き続ける。いままでの沈黙はみな、いまこの時のためにあったとでもいうように。

　対して。

「これはごっつう困った話やね」

　聞き手の大牙はどこまでも軽やか、どこまでも明朗だった。首を大きく捻ひねる様子も、ひどく芝居がかっていたし、口ほどにさして悩んでいる風でもない。

「なー、この先、俺らどうしたらええと竜崎は思っとるん？」

　どこか意味ありげな問いだった。シグルはいま聞いたことを一度己の中へと取り込み、慎重に考えてみた。

「俺は真美加先輩をまず見つけ出したいです」

　だが、やはり答えは一つ、道も一つしかない。

「それでなくても化け物が満載で命がけのとこなのに、この上、同じ見花高生同士と争うとかホントに意味判らないし、手間暇かかるし体力削れるばっかりなんで、縄張り争いとか即刻やめて欲しいです」

　その一本道の脇が、やや変わったというだけのことだ。

「ヤイララてのをまずは倒せばいいんでしょう？　倒しましょうよ」

　異世界の魔導師とやらがどれだけ非常識だろうが手強かろうが、同じ制服に身を包んだ相手を殺すよりは、たぶんマシだ。自分に力が……言い換えるなら、余裕があるというのならば、そちらの方がずっとマシだ。

　ただ、そんな彼でも「その後ついでに王を倒せ」とは言いかねた。イファの義理の父親がそんな真似をするのだろうか。何か込み入った理由があるのかもしれない。

「ええなあ。みんなで肩ぁ並べて強敵に立ち向かうとか。ごっつええ話や！」

　大牙は笑顔を崩さない。

　いまにも手を伸ばしてシグルの頭を撫なでてきそうなほどだった。

「なら」

「竜崎はええ子なんやから、な。お願い二つ聞いたって」

　三年生の笑顔が、ほんの少しだけ、変わる。

「一つ。大牙さん、あのいけすかない気取り屋と喋りたないねん。何かっつーとやれ権利がどうの平等がなんのとやかましくてかなわん。せやから、おまえが自分で話をつけてくること。もう一つは」

　グローブかと思うほど分厚い掌てのひらを差し伸べ、ちょいちょいと大牙は指を曲げてみせる。

「大牙さんとちょう遊んでこ？」

　そのまま大きく一度振られた腕に誘われたかのように、霧が晴れた。まるで、視界いっぱいを覆っていたたカーテンが、一瞬にして引かれたかのように。
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「竜崎って名前からして、あんた、竜やろ？」

　大牙の笑みが歪ゆがむ。獲物を前にした、獰どう猛もうな獣の笑い。

「竜りゆう虎こって由緒正しい言葉があるぐらいやからな。いっぺん、きっちり戦ってみな」

「そんな無意味な」

　シグルは反射的にイファを庇って飛とび退のいた。

「意味なんて、どうでもええ。大牙さんがな、やるっちゅうたらやるんや」

　暴君そのものの主張にシグルは愕がく然ぜんとしたが、更に打ちのめされたのは周囲から届いてきた歓声と割れんばかりの拍手だった。

「大牙ぁ、頑張れぇ！」

　誰よりも派手に腕を振り回し、はしゃいでいるのはあの福田有希だった。それにおもねるように、周囲の生徒たちも声を揃える。

「おうおう、すまんな！　大牙さんがめっちゃかっこええとこ見せとる間、みんなよーく見張っといてな。霧がないといろいろ不都合やからな！」

　手下の反応に、大牙は気をよくしたようだった。梢こずえの上の小屋へ、灯りの木立の間へ、太い声を張る。

　おう、と野太い返答があちこちから届いた。

　だいたいが、男子生徒。しかも、見るからに強つわ者ものという風ふう貌ぼうが目立つ。かつては清潔だったであろう制服のあちこちが破れ汚れ、中にはお手製と思しき棍こん棒ぼうやら鉈なたやらを手にしている者までいた。

「俺、あのチビが一分保もたない方に賭かけるわ」

「えー、いくらなんでも三分は頑張るんじゃね？」

　言いたい放題の囃はやし声ごえやら口笛やらが、絶え間なく降ってくる。

　───まーた、賭けの対象かよ。

　自分はつくづくそういう運命なのかと、シグルは閉口する。弓道部に入ったばかりの頃、三年生たちが「あの下手すぎる新入部員はいつ逃げ出すか」と賭けをし、全員が「夏まで保たない」と言ったところ、唯一、真美加だけが「きっと辞めない」と賭け一人勝ちしたのだという。

　───それは結果的にありがたい賭けだったけども、今度のこれはどうなんだ！

　たじろぎ後ずさる彼の前へ、大牙は大きく踏み出してくる。

「さあさあ。大牙さんとまともに喧けん嘩かもできへん子ぉが異世界の魔女倒すとか。ほんまありえへんで？」

　けたけたと笑う上級生の輪郭が光こう芒ぼうに包まれ、やがて崩れた。

　代わりに巨体が顕あらわれる。

　あの熊谷よりも数倍大きい。全身を覆う白い毛皮は滑らかで、縞しま模様がくっきりと鮮やかだった。しかし、何よりも特徴的なのは、その牙きば。象のそれかと思うほどに太く、鋼でできているのかと思うほどに鋭い。その名の通りの大牙が、赤く裂けた口から氷柱つららのように下がっていた。












「虎とらとか、そんな可愛いもんじゃないだろ、これ！　サーベルタイガーだろ！」

　シグルの絶叫に獣の咆ほう哮こうが重なった。音もたてず巨体が宙を舞い、前脚が振り下ろされてくる。猫族特有の、しなやかで容赦のないその動き。

「霧島さん、やめろってば！」

「なー、竜崎」

　獣の口がゆっくりと動き、人語を吐き出す。

「あんたが一年か三年で、こーんなわけ判らんとこでワーワー一緒に苦労した挙げ句に『みんなで敵倒そ』って言い出したんやったら、正直、諸もろ手てを上げて大歓迎しとったと思うけど……ちゃうやろ？　あんたは後からのんびりきよったヒトやろ？」

　その声は高くも強くもない。

　なのに、妙に周囲に大きく響いた。

　あれほどの歓声、あれほどの哄笑はもうすっかり鳴りを潜めている。降ってくる大勢の視線、視線、視線。それに、どこか冷え冷えとしたものが漂っていた。

「我を通したいんやったら、それ相応に頑張らなあかん。ここはそういう世界なんやで、な、竜崎？」

　必死に避けるシグルの鼻先を、鑢やすりのごとき爪がかすめる。陽光に光る様が禍まが々まがしい。

「仲村さん、止やめさせてくれよ！」

　見物人の中に蝙蝠男の姿を見つけ、シグルは叫ぶ。

「そうなったら止められないっスなー」

「竜崎もなればいいっしょ、ドラゴンに」

「できたらとっくにやってる！」

「３Ｄゲームの要領っすよ。自分の体の外に視点があって、それを操縦する感じ。そーれ、レッツ変身！」

「無茶言うなぁぁぁ！」

「シグル、どけ！」

　びゅん！

　大きくしなったイファの手から飛び出したものが、サーベルタイガーの顔面に直撃していた。

　彼女は例の石を何か長い布に包み、ぶんぶんと振り回している。いったいどこからそんな布をと思ったら、ロングスカート然としていた服の前身頃が引きちぎられてミニスカートと化し、階位の描かれた太ふと股ももの曲線が露わになっていた。

　ぐり、と、虎の目が動く。はっきりとした敵意と劣情がそこに宿ったのが、シグルには見てとれた。

「イファ、飛んで逃げろ！」

　必死の警告は間に合わない。ひらりと白い巨軀が舞い、投石を繰り返す彼女へ向かって一直線に進む。最初の一撃をイファは飛んで避けた。

　だが、二撃目がその足首を捉とらえた。高い悲鳴、引き倒される細い四肢。惨劇の幕開けに、あたりがどよめく。白虎がどう獲物を扱うのか、期待に満ちた衆目。

　だが、その場全員の予想に反して、次に上がったのは違う幕だった。

「やばい、やつが来る！」

　木立の向こうから届く警告。地を揺るがすような音がそれに続いた。

「畜生、あいつか！」

「急いで迎撃しろ！」

　泉の周囲に集っていた面々が、次々に変身しては音の方へと殺到していく。イファを押さえつけていた白虎もまた、それに先んじるように走り出していった。

「逃げよう、シグル」

　どくどくと流れる己の血にもかまわず、イファはシグルの腕を強く引く。ふわりとそのまま宙に浮いた。

「あいつら、遊びで霧を晴らした報いを受けそうだぞ」
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　一メートル二メートルと上昇するうちに、彼女の真意がはっきりとした形になってシグルの視界に飛び込んできた。

「なんだ、あれ？　骨？　蜥蜴とかげ？」

　怖がってる暇すら既にない。灯りの森の間に埋うずまり蠢うごめく、不可思議な生き物。一見、博物館の入り口においてある恐竜の骨格見本のようだった。複雑に組み上げられた白い骨が、どすんどすんと巨体を揺すって進み続けている。

　だが、よく見ればその表面を何かが覆っていた。透明でぬめぬめとしたゼリーのような輪郭、その下には骨と内臓がくっきりと見通せている。ときどきその骨格の上を細い赤紫の線がくまなく浮かび上がっては消え、消えては浮かび上がっている。

　何より異様なのは、頭部だ。

　それには、あるべきはずの首がない。代わりに、淡い光の玉のようなものがゆらゆらとたゆたっては、赤紫の脈動と共に点滅している。

「深海魚とクラゲと恐竜足して頭抜いたみたいだ、気持ち悪いっ！」

　小さい頃、人体模型図を見たときのような嫌悪感がこみ上げる。図体がでかい分だけ気味の悪さも数倍だ。化け物の腹に挑みかかっている白虎でさえも、いまは猫のようにしか見えなかった。

「なあ、あれカナーンのだろ？　どこ切れば倒れる？」

「違う」

　吐き気を堪こらえて訊ねる彼に、王太女は言下に否定する。

「あれは、カナーンの生き物じゃない。そなたらの世界の空想種とかじゃないのか？」

「見たことも聞いたこともない！」

「いままで出会った化け物は、そなたらの世界でお馴な染じみのものか、あるいは我々カナーンのものだったのに？」

　イファは気丈な口振りで首を捻っているが、その唇は真っ青だった。その足からポタポタと鮮血が伝う。がくんと高度が下がり、二人もつれあうように地へと転がった。

「イファ、まず自分の治療しろよ」

「だが、あれがもう近く……」

　なんとか体を引き起こした彼女の指摘が、地響きにもぎとられた。視界のすべてを揺るがせて、化け物がやってくる。

　その一歩が灯りの木を薙なぎ倒した。へし折れた梢から、例の小屋が滑り落ちる。

　ほんのり輝く木材に混じって、見慣れた学習机や椅子、家財道具があたりにまき散らされていく。

　その中に、シグルは確かに見た。

　福田有希がいた。

　セーラー服の裾すそを閃ひらめかせ、彼女は高所から真っ逆さまに落ちてくる。細い体が数メートル先でバウンドした。

「福田さんっ！」

　シグルの呼びかけに、有希は反応した。半身を捻るようにしてこちらを見ると、にっと笑ってサムズアップまでしてみせる。

　───さすが、ラッキーガール！

　駆け寄り助けようとしたシグルの鼻先、化け物がやってきた。見るからにぶよぶよぬめぬめとした、軟体動物然としたその前足。だが、それは凄まじい地響きを伴って地を圧する……ちょうど、福田有希のいたあたりを。

　甲高い悲鳴があがった。続いて、赤い赤い飛沫しぶきがあたりを染め抜く。

　しかし、それはどちらもすぐに、止んだ。

　───死んじゃった？

　いいや、殺されたのだ。目前の化け物に。

　ずん、と、足下が大きく揺れた。

　うおーんと悲鳴のような音が轟とどろく。とっさに耳を塞ふさぎたくなるほどの、断末魔にも似た叫び。空気が束の間、鳴動し、視界がブレる。

　その異様な音が、あまりにもあっけない幸運の終わりに茫ぼう然ぜんとしていたシグルの鼓膜と脳までも揺らした。

「な、なんだいまのっ」

「判らぬ。だけど、けっしていいものじゃない。逃げるぞ！」

　血の花を足首に咲かせたまま、イファが彼の手を取る。シグルはそれを無言で振り払った。

「逃げて、どうすんだよ」

「シ、シグル」

「ここで逃げていいわけないだろ！」

　───３Ｄゲームをプレイするような感覚で……。

　仲村のアドバイスを思い返しながら、シグルは全神経を総動員させ、己の数百倍はある架空の生き物を出現させようとした。

　───体の外のものを操縦する感じ……。

　そんなよく判らない感覚の尻尾しつぽを、それでもなんとか摑つかもうともがいていた、そのときだった。

　青ざめた松明たいまつに似た頭部が、ずいとこちらへと向く。どうしてだろうか、目も口もない相手なのに明らかな害意だけははっきりと伝わってくる。それを見据えた瞬間、シグルの脳裏で何かが弾はじけた。

　手が足が、解ける。

　いや、更に伸び広がるような感覚。

　初めて矢を竜に変えたとき、己の五感が針のように鏃やじりに集まり放たれたような気がした。だが、いまはその逆で、どんどんと我が内に宿った何かが膨れては、外へ外へと散じていく。

　刻一刻と、高くなっていく視点。

　散らばる見花高生たちの遺体が、たちまち人形のようなサイズに変じていく。へし折れひしゃげた灯りの木や小屋さえも、もはやシグルの遙か下だ。

　だが、不思議といつものような高所への恐怖はわかない。どっしりとした地を踏みしめる両足の頼もしさを感じる。しかも、長い長い尻尾がそれを支えてくれていた。

　ギャアアアアアア！

　己の放った雄お叫たけびが既に人のそれではないことに、誰よりシグルが驚いた。ちらと見やった自分の鱗うろこは紅あかい。燃え盛る炎の色を幾重にも重ねたような真紅だった。

　ぶよぶよとした敵の表皮が、目前で閃く。鋭い鉤かぎ爪づめのついた前足で自分の肩口を抉えぐられた。本来ないはずの体だというのに、痛みが走る。

「そのままいけ、シグル！」

　思わずよろめいた彼の頭上で、イファが声を張る。相変わらずどくどくと血を流しているが、いっこうにかまう気はないらしい。

「相手にない牙が、そなたにはある！　とにかく一番太い血管をぶち切るか、背骨をぶち折る気でいくがよい！」

　的確な彼女のアドバイスにシグルは従った。

　どこが致命傷になるのかも判らなかったが、化け物の透けた体の中でも血管の太い部分、赤紫の循環が大きく集まっているところ目がけて一直線に牙を向ける。

　敵は嫌がるように前足を紅竜の鼻面へとぶつけてきた。クラゲやナマコのような見た目に反して、重い衝撃がシグルを襲う。しかし、シグルは怯ひるまなかった。二度三度と牙を振るい、ついに目指した部位へと食らいつく。

　気味の悪い感触が口いっぱいに広がり、赤紫の臭い液体で喉が灼やけそうだった。

　ぐげがががががが！

　痛むのだろうか、首なし蜥蜴は巨体を揺すり捩よじらせる。左右に激しく揺れる視界、危うくなる一方の足場、しかし、シグルは躊躇わず過あやまたず、己の顎あごへと力をこめ続ける。

　やがて、聖火のように燃えさかっていた炎が、ふっと消え失せた。集落を押しつぶしていた四肢が完全に停止し、ぶよぶよとした巨体の中で明滅していた血脈の色が静かに失せていく。

「と、止まった？」

「あいつが、あの二年がやったぞ！」

「よかった……」

　あちこちから湧いてくる、安あん堵どの声。

　それを聞きながら、シグルの意識は遠くなる。

　解けていく、異い形ぎようの姿。ほっそりとした指が自分を支え抱えてくれたことにすら気がつかず、そのまま彼は正気を手放した。













　月なら葉は月づき。

　時なら昼下がり。

　熱風に淀よどんだ道を彼女はひとり歩き続けていた。

　ゆらゆら。

　ゆらゆら。

　呼び水がアスファルトのあちこちに現れては、町角が暑さで歪ゆがむ。

　───いくら弓道が室内競技だからって、夏休みの、しかもこんな時間に練習を決めた馬鹿を殴ってやればよかったわ。

　部長たちを呪のろいながら踏み出す自分の一歩が、異様に重い。

　見み花はな高校を選んだことを、実は彼女は少し後悔している。小高い丘の上にあり、バス停以外の交通機関から切り離された校舎は、まず通学が億おつ劫くうだった。

　しかし、一番の理由は坂の上から見下ろす光景。自分の生まれた場所を思い出す。遠い遠い北国、港と坂の町・函はこ館だて。

　あの日も夏だった。

　あの町には珍しく、ひどく暑い日だった。

　別れを決めた両親が最後の言い争いをして、父が出て行った……弟の手を引いて。

　母の浮気で始まった夫婦の諍いさかいは、姉弟きようだいの親権を分け合うという形で決着したという。父とその実家は跡継ぎが必要だからと嫡ちやく男なんだけを求め、娘は顧みなかったのだと。

　納得いかなかった。

　たぶん、口に出しさえしたと思う。父と弟と一緒に函館にいたい。どうして家族を壊した女なんかと遠くへいかなきゃいけないの？、と。

「神さまだってお許しにならないわ。夫婦は絶対に離れたりしちゃいけないっておっしゃるはず。なのに、なんでなんで？」

　泣き叫んでの問いかけに、いまも誰からも答えを与えられていないままだ。

　母は自分の生まれ故郷の見花へと彼女をつれて戻り、仕事が忙しいといって祖母に預け放しで顧みることもない。浮気相手にはあのあとすぐに捨てられ、いまは他の男とつきあっているらしかった。

　ゆらゆら。

　ゆらゆら。

　長い長い坂の下、生まれて初めて見た蜃しん気き楼ろうの彼方かなた、去っていく父と弟を自分は忘れたことなど一日だってないのに。

　眩暈めまいを覚えるほどの暑さに、彼女は足を止める。

「先輩！」

　明るい、けれど、どこか咎とがめるような声が背後から飛んできた。

　見ると、坂の途中、例の不出来な後輩がまたも走り寄ってくるところだった。

「こんな炎天下、そんなかっこうで歩いちゃ危ないですよ」

　言いながら、使ってくださいと差し出されたものを見て彼女はさすがに目を丸くした。見るからに女物のレースの日傘。男子高校生の所持品とはとうてい思えない。

「それ、いったい」

「俺の母さん、や、母のです。なんかＵＶカット一〇〇パーのすごいやつを買ったからもういらないって」

「おうちから持ってきたの？　わざわざ？」

「だって、先輩、帽子が嫌いだって言ってたじゃないですか」

　確かに、嫌いだ。

　この季節は髪が首筋にまとわりつくのがイヤで、高い位置で髪を結ぶ。たいして凝った髪型ではないが、一度、綺き麗れいに結ゆわえた上から帽子を被かぶると脱いだときはもう台無しだ。

　しかし、それより何より驚いたのは。

「わたし……そんな話をあなたにしたかしら？」

　嫌いなことはけっして人に話さない。

　できる限り、好きなことだけ並べ立てておけばいい。

　それが、彼女が自分の人生で会得した必勝法だった。親しい人とは好きも嫌いも同じように共有できる。どんな嫌いなものだって、議論を経て違うものに昇華できるはず……そんな無邪気な価値観は、あの北の町に置いてきてしまった。

「いくら俺でも、先輩が話さないことまでは知らないです」

　ごく当たり前のことを、やけに重々しく彼は言い、

「あ、でも、蜘く蛛もが嫌いなのは話さなくても知ってます。あと、甘い炭酸飲料なんかも本当は嫌いかなって。それと」

　その割に、いくつもいくつも具体例をあげて見せた。

「けっこう知ってるじゃない……」

　気持ち悪がってみせる場面だろうか、と、彼女は思う。

　理解などされたくない。だから、代わりに理解することを自分に求めないで欲しい。全身でそう言い表してきたはずだった。

　なのに。

「弟がいまでも近くにいたらこんな風かしら」

　ふと、口をついて出たのはそんな言葉……けっして言うつもりない、それはそれは手痛い失言だった。

　嫌いなこと以上に、別れた家族のことは話したことがない。誰にも。一番の仲のいい女友達にすら、もうずっと。

　長い沈黙があたりに落ちる。

　逬ほとばしるような蝉せみの絶唱と時折通りすがる車のエンジン音だけが、夏空に鮮やかだ。

「……俺、たいていのことは平気です」

　でも、と、彼はほんのわずかに語調を強めた。

「弟扱いだけは勘弁して欲しいです」

　そうして、彼は日傘を開いた。

　水晶を模したような柄が、夏の日ひ射ざしに虹にじ色にきらめく。小柄な子だと思っていたけれど、その繊細な傘が似合わないほどしっかりとした、武骨な男の手をしていた。

　それに束つかの間ま見とれ、彼女にしてはごく素直な所作で傘を受け取った。小さな庇ひさしが淡い影を作り、わずかな涼の恩恵がもたらされる。レースの落とす影は思いの外、色濃い。

　そのまま彼女の顔を一度も見ることなく、彼は足早に去っていった。

　ゆらゆら。

　ゆらゆら。

　少年の後ろ姿が、アスファルトに滲にじむ。

　このとき、彼はわざと怒ってくれたのだろう。そうして自分の失言を……分かち合いたくなかった家族の話題を、二人のタブーにしてくれたのだろう……そうと気がついたのは、もうずっとあとのことだったけれども。
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　屋上の集落を後にし、緑の平原を抜け、崩れかけた階段を下りる。

　この三日で辿たどってきた道を、シグルたちは引き返していた。

　自分の横にイファがいるのは、まあ、当然だ。その後ろを途中で落ち合った剣けん也やと心こ春はるがついてくるのも。

　だが。

「やー、有能なファイターに回復役が二人。この編成だと例の首なし蜥蜴とかげでもない限り、簡単に進めていいっスな。思ってた以上に楽っス」

　何な故ぜか、三年生の独特な口調までもが賑にぎやかに響き渡っていた。

「なんであんたがついてくるんですか」

　空を見上げ、剣也が不機嫌そうに鼻を鳴らす。梢こずえの合間、音もなく飛んでいるのは鷲わしよりも巨大な黒い蝙蝠こうもりだ。

「また一いち条じようはそんなこと言って」

　溜ため息を吐つきながら、シグルは取りなす。

「仲なか村むらさんのことはおまえだってちょっと知ってるだろ」

「ええ、ちょっとだけですとも。シグ先輩の知り合いってだけで、僕と親しかった覚えなんかない。それより、霧きり島しまの一味だって方がずっと問題ですから」

「ごもっともっスね」

　大蝙蝠は不機嫌な一年生を鼻であしらう。

「でも、見み花はなのバットマン抜きじゃいつまでたっても生徒会陣営には辿り着けない。それは事実じゃないんスか？」

　なんせ、連中の居場所は体育館だから、と、仲村は強調した。それは校舎の外、いまとなっては危険極まりない未知の場所にある。

　剣也もそれ以上は咎とがめ立てしなかった。迷宮の境界で死んだ担任教師のことを、思い出したのかもしれない。

　超音波を用いて飛ぶという蝙蝠の特性を、仲村羽ばつ斗ともまた備えている。人間の脳のう味み噌そに優秀なソナーを直結させたようなもので、彼は自分の居場所から数キロ先までも把握できているらしい。

「仲村さんを案内役につれていっていいって言ったのなら、霧島さんも会長と仲直りなさるおつもりなんじゃ？」

「それはどうっスかねー」

　どこか期待をこめて見上げる心春に、大蝙蝠はあっさり首を振った。

「うちの大将が草くさ壁かべのこと心底嫌いなのは事実なんスよね」

「長たる者がそんな個人的感情で動くのは感心せんな！　敵はそなたらが思うよりずっとずっと強大であるぞ？　手を組めるなら組むべきだと再三申しておるのに」

　どこか咎める調子のイファに、仲村は空から苦笑を落とす。

「まー、自分の目から見てもあいつら怪しいんスよ。我々にはある泉や家があっちにはないのに、もう二週間以上体育館に立てこもってるんス」

　そろそろ餓死者の一人二人は出て、降伏してきてもおかしくないはずなのにと、彼は続けた。

「そもそも最初から霧島は、草壁との話し合いは竜りゆう崎ざきに任せるって約束してたじゃないスか」

「そのあと、勝負だって言って殺しにかかってきましたけどね」

「そこはそれ、竜崎がそれなりに勝てばよかっただけの話っすな。そんなご大層な名前なんだし」

　さらりと言われ、シグルは絶句する。図書館の本に埋うずもれて笑っていた彼は、こんなに合理的で割り切りの早いタイプではなかったと思う。

　───みんな少しずつ変わっちゃったんだな。

　変わらざるを、得なかったのだな。どこか切なくシグルは納得した。

　ともあれ、仲村の力で、あれほど苦労して進んだ道を、シグルは安全に引き返すことができている。手近な容器に詰めるだけ詰めてきた泉の水のおかげもあって、足取りも体もすこぶる軽い。

　やがて、一同は校舎一階のもっとも奥、外へと続く扉を開いた。

　錆さびで赤みがかった鉄扉が、ギギギと重い音をたてた。ゆっくりと開いたその向こうは、やはり緑の洪水。かつては渡り廊下の手すりだったものらしい残ざん骸がいが、植物の間に埋もれて続いている。

「えーと、この柱をワン・ツー・スリーと数えて、そんで右、次に左」

「ち、ちょっと大丈夫なんですか、そんなんで」

「平気平気。ただし、自分からはぐれて限界までいってしまったら、誰でも分け隔てなくミンチっスからね。しっかりついてくるんスよ」

　大雑把な三年生の案内にシグルの不安は募る一方だったが、草にまみれた足下がゆっくりと斜面になっていくのを見て少しだけ安あん堵どした。

　いつもだったら、さっきの扉をくぐり、ゆるやかなスロープ状の渡り廊下を進む。それは途中で二ふた股またに分かれ、右へ進めば図書館で、左へ更に下れば体育館へと至る。ただ、そんな経験がもはやアテになどならないことは、シグルも身に染みていた。

　更に仲村の後を着いていって、三〇分ほど。

「おー、臭におってきた臭ってきた」

　滑空する仲村の動きが、速く大胆になる。

「こっちっスよ、ほれ」

　のんきな声に促されて見る木立の間、二階建ての建築物が濃い色合いの葉陰で揺れていた。特徴的なカマボコ型の屋根は往年のままだが、壁を黒々と何かがくまなく這はっていて、ひどく面妖な佇たたずまいになり果てている。

「なんだろ、あれ。丸太みたいな太さの縄？」

「違う、蔓つるだ」

　目を細め、イファが断定した。

「黒いのではない。緑があまりに深すぎて黒っぽく見えるだけじゃな」

「コンブの色みたいなもんか？」

「でも、臭いってなんでしょう？」

「あんたらには判わからんかもしれないッスけどな、このへんすっごい臭うんスよ」

　よーく嗅かいでみろという彼に、他の四人はひくひくと鼻を動かしてみた。が、ただの人の嗅覚では、これといって何も感じられない。

　そうして斜面に並んでいて、しばらく。

「あっ！」

　セーラー服の娘が、窓の一つからこちらを見下ろし、慌てて奥へと引っ込んでいくのが見えた。バタバタと中で大勢が動く気配が伝わる。

「おっ、先に発見されちゃったスね」

「なに冷静に言ってんですか、仲村さん！　あれ、どうみてもヤバい空気！」

　慌てふためいている間に、体育館の鉄扉がいっせいに開いた。現れた複数の人影はいずれも強弓を構え、矢を番つがえている。しかも、鏃やじりはいつもの競技用などではなく、凶悪なまで鋭利に研がれた石か何かのようだった。

「き、弓道部のみんな！」

　弦を切られたままの自らの弓を精一杯振り回して、シグルはアピールに努める。

「俺です、竜崎シグルですって！」

「竜崎？」

　ぴたりと狙った矢はそのままに、一人の女子が進み出てきた。

　懐かしい胴着姿の彼女は弓道部の主将・藤ふじヶが谷や亜あ弓ゆみだった。もともとその腕前は見花弓道部開かい闢びやく以来と謳うたわれ、名前からして弓向き。いまはどんな攻撃補正がかかっているものか判らない。こんな程度の距離では簡単に頭を射抜かれてしまうだろう。

「本当に君、竜崎くん？」

「はい、本物です！　正真正銘の竜崎シグルです！」

「馬鹿言わないで」

　亜弓の横に控えた少女が、苦々しく唸うなる。

「ついに幻惑系の能力者か化け物が出てきたか。よくもまあそっくり似せたものよね！」

　飾り気のないショートカット、つるりとした細面。両目もやや細いが、それがかえってより彼女を知性的に見せていた。彼女が見花高の現生徒会長、草壁萌だった。

「草壁会長、ひどい！　俺、本物です！」

「まさか」

　シグルは自分の弓を足下に置き、必死に訴え続けたが、冷たく言い捨てられる。

「二年生は修学旅行でみんな難を逃れた。いるはずがない」

「ああ、もう！　ごもっともなんですけども、またこれ一から説明すんのかよ……」

「そろそろ何かに書き付けて配るようにしてはどうか？　コピー機とかいうのがあればもっとよかったがのう」

「コピー機があっても電気が通ってないですよ」

　頭を抱えたシグルの左右で姫君と後輩が勝手なことを言い散らす。心春は心配そうに見守るだけで、仲村はいつのまにかその場から消えていた。

「本物の竜崎時雨しぐる人どならば答えてご覧なさい」

　びしりと指をさし、萌が訊たずねる。その間にも、弓道部員たちが油断なくその矢先をこちらへと向けていた。

「在あり原はら真ま美み加かの好物は？」

「駅近くのカフェのパンケーキ、ということになっているけども、本当は餃子ギヨーザ！　ベストバイは宇都宮の紫し蘇その入ったやつ！」

「大福の中味の好みは？」

「大福は手が汚れるから好かないわって言うけど、こしあんプラス杏あんず一択！」

「彼女が日本最強の果物と称たたえているのは？」

「北海道のハスカップ！　生で食べたいのに神奈川じゃ売ってないって嘆いてました！」

「こ、これは」

「間違いない」

「竜崎です、こいつ」

「あの口の重い在原のことをそこまで知ってるなんて」

「ストーカー、いや、モンペ」

「またもモンペ呼ばわり……っ」

　顔を見合わせざわつく弓道部員たち。傷つきふらつくシグルへ向かって萌が深々と頷うなずいた。

「よし、本物の竜崎時雨人ね！」

「あの、会長、俺のこといちいちフルネームで呼ぶのホントやめてくれませんか……」

「その台詞せりふも何度も聞いたわ！　ますますもって間違いない」

　力強い断定に、開いたドアの中から次々に顔が覗のぞき、笑顔の女子たちが手招きする。一気に高まる歓迎ムードにシグルはなんとか息をついた。

「た、助かった……」

「体は助かっておるが、そなたの体面はさほど助かってないと思うがの、シグル」

「そうなんだよなー」

　いくらか目元が険しくなったイファへ、彼は深々と頷く。

「先輩の好物知ってても、お取り寄せできる財力が俺にはないんだよな。クール便とかだと品物とほとんど同額になっちゃったりするし。ホントお恥ずかしい話だ」

「そうじゃないそこじゃない」

　恥じらう彼に、その場にいたほぼ全員がいっせいにつっこんだ。
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　いつもの校舎の中に見知らぬ密林や草原があったように。

　屋上に異邦の木の森があったように。

　あの体育館の中も、歪ゆがみ違ってしまっているのではないかと、シグルは想像していた。

　だが、広々とした木目の床、ぐるりとこちらを見下ろす二階ギャラリーの古い手て摺すり、ひび割れ補修の痕あとがあちこち残る漆しつ喰くい風の壁など、ほとんどが以前のままであった。

　中には、けっこうな数の生徒がいる。その大部分が、「外からやってきた二年生とその奇妙な連れ」に興味津々というように集まってきていた。

　亜弓と弓道部員たち以外にも知り合いの顔をひとつふたつ見つけたが、肝心の真美加の姿はいくら探してもどこにもない。

「あの、部長、真美加先輩は？　屋上で泉をみつけたあと姿が見えなくなったって聞いてるんですが」

「それが……」

　詰め寄るシグルに、主将は女子にしてはやや広い肩を落とした。

「一度は草壁たちと一緒にここまで来たんだが、ふらりと姿を消してしまって。図書館に戻ったのかなって思うんだけど」

「『戻った』？」

　真美加は基本的には優等生だが、どこか自由。昼休みに本を読み出し、そのまま夢中になってしまい気がついたら午後の授業をすっ飛ばすということがままあった。真美加のそんなところを弓道部の面々はよく知っていて、部活の時間になっても彼女が現れないと「竜崎、迎えにいってこい」と使いに出してくれたものだった。

「つまり、ここがダンジョン化したとき、先輩はまたも授業をサボって図書館にいた？」

「うん、たぶん」

「はー」

　図書館は体育館と同じ、渡り廊下で結ばれた校舎外の施設のひとつ。イファがもたらしたカナーンの知恵もなければ、名前の恩恵もない立場でいまシグルたちが来たのと似たような道のりを踏破し、泉をみつけ出したというのか。

　───真美加先輩の腕前なら、できるのかもだけど……

　亜弓たちがこうしてフル装備でいるということは、保管先であった弓道場も無事なのだろう。真美加も自分の扱い慣れた弓を所持しているに違いないが、それにしたってかなり無茶な話だ。

　イファにどう思うかと確かめようとして、夕映え色の巻き毛が自分の側そばにないことにようやく気がつく。彼女は体育館の端、壁面いっぱいの鏡を覗き込んで何かを検分しているようだった。

　───そうだった。例の魔女は鏡を使うんだったよな。

「どうだ、イファ？　ヤイララってやつの痕あとはあるか？」

　少し迷い、シグルは努めて明るい声で訊ねてみた。霧の屋上の牢ろうから出てずっと、イファはいつも通りだ。それが、彼にはやや引っかかる。

「魔力はそれなりに感じるんじゃがのう……」

　異邦の王女はふわふわの頭を大きく傾かしげる。その背後、曇った鏡面に遠巻きにしてこちらをうかがう見花高生たちの姿がいくつもいくつも映っていた。

「誰？」

「例の二年生がつれてきたって」

「変なかっこ」

「本当に人間なの？」

　やや尖とがった囁ささやきが背後から、そっと、しかし、はっきりと忍び寄ってくる。屋上の面々より大人しいし攻撃的でもないが、その分、どこか陰に籠こもった印象を受けて、シグルは鼻白んだ。

「こいつのおかげでここまで来られたんですよ。そんな風に言うのは」

「まあまあ」

　反論しようと振り向くシグルを、萌が遮る。

「竜崎くんたちは疲れているのだから、まずは食事にしましょう！」

　取りなすような会長の号令の下、あっという間に長テーブルが並べられ、人の顔ほどもある葉がその上へどんどん置かれた。更にそこへと盛られたのは、茶色の楕だ円えんの食べ物だった。ほかほかと湯気をあげている。

「何これ、もしかしてハンバーグ？」

「に、見える？　ぜひ食べてみて？」

「いや、でも……」

　確かに顔を寄せると、ほどよく火の通った肉の匂においがほんのりと漂ってくる。が、シグルは躊躇ためらい、イファと心春もなかなか手をつけない。

「このダンジョン内で肉とはなー？　どうやって手に入れたのであろう？」

「も、もしかして、あのミノタウルス的な怪物を会長が包丁片手にミンチにしたとか？」

「いや、それはないですよ」

　眼鏡のフレームに指をかけ、冷静な後輩が指摘した。

「ここの化け物ってだいたいは時間たつと消きえ失うせますから。こんなにちゃんと成形してる暇なんかない。何か他のものですよ」

「そういや、そうだった」

「一条くんだっけ？　ご明察。これ、実は植物なのよね」

　困惑する後輩たちに、萌はどこか得意げに笑いかける。体育館の外壁いっぱいに這っていた、蔓植物。それを細かく砕いて焼くとこうなるのだと彼女は説明した。

「まあ、調味料なんかは校舎の残骸からかき集めてきたものだけだから、そこそこの味にしかならないけども、そんなに悪くないと思うわよ？　さあ、召し上がれ」

　どこか有無を言わせぬ調子で促され、まずシグルが意を決した。

　恐る恐る口の中へ放ほうり込み歯を立てる。じわりと広がる、肉汁のうま味。特に舌が痺れたり喉が痛むこともない。大丈夫というように他の三人に目で合図すると、後輩たちが後に続き目を丸くした。

「久々のお肉、美お味いしい！　ちゃんとハンバーグっぽいね」

「植物繊維の存在、まったく感じないけどな。どんな刃物で刻めばここまで似るのやら」

　反応はそれぞれだが、二人の後輩はそれをだいぶ気に入ったらしい。素直に口へと運んでは喜んでいる。

　───まあそんな悪くはないけど、なあ。

　自分だけつい最近、台北タイペイの有名小籠包シヨウロンポウだのなんだのと食べてきたせいか、はたまたここでも真美加が見つけられなかった心労か、シグルはあまり食が進まない。

　その横で、イファも、

「泉で腹は満ちている。もうやめておく」

　と、一口二口だけでやめてしまった。

「それで、竜崎時雨人くん？」

　それなりに寛くつろぐ後輩たちの様子を見計らったように、萌が切り出す。

「ここまで偶然こられたってわけじゃないんでしょう？　泉の水を持ってるってことは、屋上のゴリラどもとも会ったんじゃない？」

「ええと、それは」

　明らかに含みのある会長の物言いに、シグルはまごつく。

「シグルはこういうのに向かぬ故な、異世界の貴人たる我が理路整然とお話ししてしんぜよう」

　イファがずいと身を乗り出し、これまでの経過を一通り聞かせ始めた。二度目のせいか一段と上出来な話運びに加え、自分の胸元や太ふと股ももにある印を見せての説明だったため、同じく弁の立つ萌も無駄な反論や反発を差し挟む暇がないようだった。

「……異世界の王と魔女、ダンジョン……外に出る方法……」

　彼女の話のひとつひとつを吟味するかのように生徒会長は繰り返す。一〇代の娘のそれにしては思慮深げな表情がその面を覆った。

　その背後の見花高生たちの反応はさまざまだ。

「ここから出られるかもって？」

「だったらいいのに」

「でも、カナーン？　異世界？　そんな非現実的な」

「じゃあ、この状況は現実的だって言うのっ?!」

「だいたい信じていいのか？　霧島側の陰謀って可能性も」

　会長は振り向きもせず、けれど、しっかりとそのさざめきを聞き取り吟味しているようだった。

「面白い話ね」

「じゃ、会長」

「けれども、ちょっと考える時間をちょうだい」

　意気込むシグルに、彼女は取りつく島もない。

「わたしたちにはそもそもたいした戦闘力がないのよ。藤ヶ谷がこっちについてきてくれたから弓はあるけれども、動物になったり武器を作れたりする人なんかはほとんどいないわ」

　けれでも、シグルたちを賓ひん客きやくとして精一杯もてなす。それで今夜のところは満足してくれ、と萌は続けた。

「私はここにいるみんなの命を預かってる立場。軽率には動けないし、何より、あの野蛮な虎とらゴリラを心からは信じられない」

「と、とらごりら」

　あまりに的確すぎる表現で悪口かどうか判断に迷ってしまう。が、かつて剣也が霧島や仲村のことをあれだけ警戒していたのを思えば当然かもしれない。

　それに、自分はしょせん「後から来た人」だ。ただただ真美加に会いたい一心で、自ら火の中へ飛び込んできた虫のようなもの。炎の中でもがき続けた彼らに何を強いることができるだろうか。

　シグルは黙って頷いた。
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　ダンジョンで過ごす、五日目の夜が来た。

　といっても、四日目の記憶がシグルにはほとんどない。首なし蜥蜴の化け物を倒したすぐ後に意識を失ってしまい、目が覚めたらもう朝だった。

　シグルたち四人は、器械体操用のマットを寝室にと提供された。

　堅いマットはさして寝心地のいいものではなかったが、地面よりはずっとましだし、そもそも屋根のあるところで眠れるの自体が久しぶりな気がする。いつもあれこれ面倒な剣也もいまだけは真っ先に寝息を立て始め、心春がそれに続いた。

　イファは大人しく横になってはいるものの、頻繁に寝返りばかりしている。

「……イファ、大丈夫か？　眠れないのか？」

　シグルは思わず、声をかける。

「王さまのこと……お父さんのこと、思い出してた？」

　言うべきか言うまいかしばらく迷ったのち、そう訊ねていた。

「珍しいことを。さては、そなたの方が里心ついたのではないか？」

「うん、実は」

　茶化すような調子の彼女に、彼は真顔で頷く。

　見慣れた体育館の中、出されたハンバーグもどきを食べて、初めて彼は自分の親のことを思い出していた。塩と胡こ椒しようだけの素っ気ない挽ひき肉にく料理は、彼の母が「ハンバーグだ」と言い張る何かに少し似ていた。

　───うちの母さん、裁縫とかはすごかったけど、料理は苦手だったんだよなあ。俺、自分で市販のデミグラスソース買ってきてかけたりしてたわ。

　空港から急ぎ戻ってすぐ、シグルは家を飛び出した。あのときはとにかく真美加に会いたい一心で、母親にろくな挨あい拶さつもしないまま。下手をすると、驚き引き留めたあの顔が見納めになるのかもしれない。父に至っては、修学旅行の前日に「カラスミ買ってこい」とこっそり小遣いを渡されたのが最後になってしまう。

　───スーツケースごとカラスミ置いてきたのが、せめてもの親孝行かあ……。

　しかしそれでも、自分は自分の意志でここへやってきた。このまま二度と両親と会えずとも、それはすべて己の選択の結果といっていい。

　だが、イファは違う。

　養い親にここへと押し込まれたのだ。

　───それでもたぶん、ユスマってやつのことちゃんと好きなんだろうになあ。

　まるで我がことのように王の偉業を語っていた姿は、本当にいとけない子供のようだったのに。

「驚いた」

　闇やみの中、彼女は笑みを浮かべた。

「そなたの頭の中にも、真美加先輩とやら以外のことがちゃんとあるのか」

「そりゃまあ少しは」

「少しは、のう」

　くすくすと忍び笑いながらも、彼を見返す顔の中心にきゅうっと皺しわが寄る。美少女が台無しだと思った瞬間、それは唐突に空っぽになった。

　長く沈んだ静寂が続く。

　剣也と心春の寝息だけが、どこまでも健やかで耳に優しかった。

「……心当たりがな、実は少しだけあったんじゃ」

　ぽつり、と。

　本当に小さく、イファは呟つぶやいた。

「ここへ来る直前のことよ。王宮魔導師たちが秘密裏に動き回っていると聞き及んでのう。父に訊ねてみたんじゃ。『何かよからぬことが起きておるのではありますまいか？』とな」

　いまではたった二人きりとなってしまったユラシュア王朝。その起源は革命であり叛逆だった。同じことが起こらぬ保証はどこにもない。

「まあ、父の政まつりごとはいまのところ完かん璧ぺきでの、そうそうどこからも火の手が挙がるはずもない。唯一気になると言えば、安定した我が国にやたらと難民が駆け込んでくるため、食料や住居を整えるのが何年続けても間に合わぬ、ぐらいかの。しかし、それでも万が一ということもあろう」

　そのたった一つの質問。

　それだけが、彼女の心当たりだという。

「差し出がましい諫かん言げんとでも受け止められたかのう……」

「そんなひねてて怒りっぽい王さまなのか？」

「いいや。いつも明るくおどけてばかりで滅多に他人の非など鳴らさない。だからこそ……怖い」

　怖い。

　異邦の姫が初めて口にする言葉だった。化け物に追われたときも、牢に閉じこめられたときも、不平を言ったりぼやいたりするのはたびたび聞いた。だが、恐怖を訴えるなどいまのいままでついぞなかった。

「ロスタイムが長すぎると、そなたは申しておったろう？」

　正直、痛いところを突かれたと思ったのだと、イファは告白する。

「王妃や側室であった女性たちのことや姉上のことなど、みんな我は書物で知るしかなかった。革命の時、王の周囲にいた人たちはすべてもう歴史上の人間なのじゃ。ほら、何日か前に話した将軍のことも覚えておるか？」

「名前が一つしかないのに出世したって人？」

「そうそう。彼もな、王の親友であった方よ。我が生まれるよりもずっと前に亡くなっておられるが」

　激戦を戦い、偉業を成し遂げた仲間はもういない。ただ、彼だけが依然として玉座に在った。そして、それから数百年、彼に仕えるのはかつての盟友の子孫たちばかり。玉座から彼が降りることを誰も思い描いたことはなく、また許しもしなかった。

「我は少しでもよい世継ぎであろうと、王の助けになれる者たろうと努めてきたつもりじゃ……でも、時は追いついてくる」

　背が伸びる。

　胸が豊かに膨れる。

　ユスマの元に来たときは幼子でしかなかったイファも、刻一刻と大人になる。『終わり』へと近づいていく。

「我はきっとあと数年もせず、あの方を追い越してしまう。そして、いつかはすべての子らと同じように後を継げることもなく、置き去りにしてしまうのよ……」

　夜目にも白い指先が、整った顔を覆う。華やかな巻き毛が帳とばりのように彼女の表情を覆い隠した。「でも、まさか……こんな形で世継ぎ断念とは、なあ……」

　それきり、会話は途切れた。

　ただ、震える細い肩だけが、イファの真意を伝えてくる。それを見守るのがつらくて、シグルは一度、目を逸そらした。

　闇に慣れた目に映るのは、積み重ねられた跳び箱や埃ほこりをかぶったままの平均台など。そのいずれもがかつての平穏な高校生活を偲しのばせてはいるが、住環境は屋上集落の方がいくらかよかった気がする。

　───あそこは便利な泉があって、何人かに分かれて過ごせる家もあって、割と快適そうだったけどな。

　こちらは広い空間にたいした仕切りもない。大部分の女子は固い床の上に自分たちで編み上げた植物のマットを敷き、数の少ない男子は舞台の上と楽屋裏などを寝室にしているようだった。

「もしかしてさ」

　それらをつらつら思ううち、とある考えがシグルの脳裏に閃ひらめいた。

「本当は王さまにもイファを死なせたくないって気持ちがあったんじゃないか？　だから、ああいう便利な泉を移築してみたり、建物置いたりしたんだよ」

　あれは、すべて愛まな娘むすめのために成したことに違いない。そう考えれば、すべて合点がいく。

「日本にはさ、『獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に落とす』って言葉があるんだ。『可か愛わいい子には旅をさせよ』ってのも。どっちもわざと試練を与えて立派な大人に育てようって意味だよ」

　拙くも必死の慰めに、異邦の王太女はしばらく答えない。

　けれど、やがて。

「ありがとう……シグル」

　ぽつねんと、呟いた。何かを振り払うようでいて、ひどくあどけない囁きに、シグルは目を瞠つむる。

「でも、なあ。そなたは真美加真美加とばかり言っておった方がよいかものう！　どうせそやつ以外の女など、ただ息をして歩くヒラヒラした何かぐらいにしか思っておらぬのであろうし」

　一転、明るく笑み崩れ、王太女はがばりと身を起こした。

「なんだ？　トイレ？」

「デリカシーのないことを直球で乙女に聞くものではない。ちょっと偵察よ」

　泉がなくても食に事欠かないのは、萌の工夫のおかげと知れた。だが、大たい牙ががほんの数分霧を晴らしただけでたちまち屋上は見も知らぬ化け物に襲われたのだ。

「なのに、ここはどうして無事だと思う？　不自然であろう？」

　おそらくその原因はなかなか目に付かないところ、余人にはすぐ見つからない時間にこそ現れてくるのではないか。そうイファは思っていたのだと言う。

「ちょっと外の様子を見てくる。そなたは眠って疲れをとっておくといい」

「馬鹿言うな」

　慌てて、シグルも起き上がりその後に続いた。

「あんた一人で何かあったら危ないだろ」
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　結局、二人は肩を並べて外へと出た。

　屋上集落とは異なり濃霧もない代わりに灯あかりもない。そして、このダンジョンの夜空には月や星もない。

　───俺の知ってる学校の天井より高い木が生えてて、俺の知ってる学校の面積よりでっかい平原とかあるのに、それでもやっぱちゃんと『ダンジョン』なんだなあ……

　しかも、いまは校舎から離れた斜面の上。目が闇に慣れないうちにうろうろしては、いつ境界線に引っかかり五体を切断されるかも判らない。

「まったく、他人に閉じこめられた箱の中をうろうろするだけとは、つくづく腹立たしい話じゃ」

　自らの心の内を言語化したようなイファのぼやきに頷きつつ、並んで佇んでしばらく。

　がさりがさり、がさがさ……。

　何か大きな紙が触れ合うような音が、二人の耳に届いてきた。

「なんであろうな、この音。葉擦れにしてはいささか派手だのう」

「あっちから……体育館の裏手の方から聞こえてきてる。いこう、イファ」

「おお、『体育館の裏で待つ』ってやつか？　そなたらの世界の様式美じゃな！」

「それ、おまえのこと酷ひどい目あわすから来いって意味だからな。縁起でもないからな」

　ひそひそ声を交わしあい、体育館の壁に背を預けるようにしてその角を曲がる。

　まず、目に飛び込んできたのは紅あかい、赤い花弁だった。

　子供が描いたクレヨン画のようにくっきりとした花びら。ただし、このダンジョンの基準に則のつとったのか、その一枚一枚が畳一枚ほどもある巨大さだ。

　だが、着目すべきはその近くにある、蕾つぼみらしき楕円の物体。更にその内部でもがいている人影だった。

「んー！　んんんんー、んー！」

　口に細工がされているらしく、その叫びはまともな音になっていない。だが、確かに喚わめき助けを求めているらしき顔に見覚えがあった。

「あいつ、この間のわんこっ？」

「犬いぬ塚づかだな。どうしてここに？」

「どうしてってよりどうなってんだよ、あれ！」

　驚く二人の眼前で、暴れる犬塚の姿は刻一刻と小さくなっていく。

「蕾に？　飲まれとるのか？」

「助けなきゃ！」

　シグルは体育館の壁際から飛び出し、暴れる犬塚へと走り寄る。その手を取ろうとしたところで、ようやく気がついた。口を塞がれているのと同じように、一年生の両腕は後ろ手に縛り上げられていた。

「なんだっ？　俺たち、縛ったりしてないぞっ？」

「やめよ、シグル、危な……っ」

　続けて走り寄ってきたイファとシグルの間を、何かが両断する。ようやく慣れてきた夜目でもとらえにくいほど、黒々と深く重い緑のそれは、壁面を這う蔓だった。うねうねと蠢うごめく様と犬塚を巻き込み取り込もうという姿が、最初に遭遇したミミックと教頭を思わせて恐ろしい。

「おいこら、てめえ！　吐け吐き出せ！」

　なおも助けようと手を伸ばすシグルを、太い蔓が薙なぎ倒たおす。舌打ちしたイファが彼の代わりに蕾へ向かったが、それも寸前で叩たたき払われて終わった。黒い頭が赤い蕾の中へと吸い込まれ、かつての来襲者の姿は完全に消え失せる。

　うおおおおん！

　周囲の空気が震えた。視界が揺らぐ。

　いま目前で繰り広げられた戦せん慄りつの光景と相まって、その異音がシグルを責せめ苛さいなむ。

「な、なんだ、いまの音？　昨日も確か」

「あら、知らないの？」

　背後から響いてきた、朗々とした声。

　声の方へと吸い込まれていく。乱雑なショートカットにセーラー服。ごく平凡な中背の姿が、やけに堂々として見える少女。

「か、会長……」

　目前でうねる蔓に腰をかけ、萌は二人の前へと滑り降りるように現れた。逃げも隠れもしないというように、薄い胸を張る。












「あの音はね、誰かが死ぬとき必ず聞こえるの。ここの世界ではね」

　どこか名残を惜しむように言い募った。

　続いて、体育館の裏扉が開き、背後の藪やぶが激しくかきわけられる。そこから飛び出してきたのは、昼間と同じ顔。弓道部の面々だった。

「部長、みんな！　大変なんです、いま一年生が……」

　助けを求めて、シグルは部員たちへと無防備に近づく。しかし、誰も答えない。次々と弓が引き起こされ、矢先が彼へと向かう。磨き抜かれ加工された鏃が、鋭い光を宿していた。あまりのことに、シグルは棒立ちとなる。

「そうか……みな納得ずくの所行か」

　動けぬシグルを庇かばうように、イファが飛び出してきた。

「どうして、泉もなければ食料もまともにないここでそなたらが飢えずに過ごしているのか。仲村がこの付近は生臭いと嫌がっていたのか。すべて、この見慣れない植物のせいというわけか」

「見慣れない？」

　イファの指摘に首を傾げたのは、何故か会長、草壁萌その人だった。

「これ、あなたの世界……カナーンとかいうところのものじゃないの？」

「我が故郷の植物はちょっと光ってみせるとか彩色のバランスがおかしい程度で、人を取って食うほど剣けん呑のんなのはおらぬ」

　でも書物で見たと、彼女は続けた。

「動植物を摂取して成長する、樹木系のモンスター。その茎や葉は肉の味がするんだとな。でも、そいつが食べるのはせいぜいネズミやらウサギ程度のはず。それを草壁、そなた……育てたんじゃな？」

「育てた？」

　イファの指摘をとっさに計りかね、シグルは首を捻る。

「このダンジョンで死体が死体のままでいられるのは、わずか一〇分かそこら。たいていは生命活動が終わると消え失せる。だから、つまり、それはつまり……っ」

　異邦の姫は、ここで一度言葉と息を大きく呑んだ。先を続ける気力を振り絞り、

「こやつらは敵対勢力の人間を生きたままそいつに放り込んでおったのよ。いまの犬塚のようにの！」

　叩きつけるように糾弾した。

　シグルはしばし、絶句する。

　人が人を見花高生が見花高生を、殺して生き延びてきたというのはもう知っている。親しい後輩の剣也が先輩の仲村たちが、そうしてなんとか命をつないできたことも判っている。

　だが、これは。

　これは、あまりにも。

「イファ、おまえ……いくらなんでも口が過ぎるぞ？　会長に部長たちまで、そんな」

　だが、萌は反論しない。否定もしない。

　ただ、うっすらとその口元に淡い笑みを刻んだ。

　草壁萌。

　草壁は言うまでもなく、生け垣を指す。そして萌とは、植物が春先に成長する様を詩的に表した言葉のはず。

　う、と、シグルは自分の口と鳩尾みぞおちを押さえた。イファも首を竦めて身を固くしている。「そんな気味悪そうにしなくたっていいでしょう？　直接人間を刻んで食わせたわけでもなし」

　少し傷ついたわ、と、萌は呟つぶやく。

「日本の植物だって、その根で死体の養分を吸って大きくなるのよ。それと同じことだわ」

「ぜんぜん違うわ、このたわけめが！」

「では聞くけれども、イファ姫、竜崎時雨人」

　憤るイファと青ざめる一方のシグルに、萌は容赦なく疑問をぶつけてくる。

「わたしたちはあの虎ゴリラの暴虐に耐えられなかった。校舎内をさまよったところで食料のあてもない。そうして見つけたのがこの蔓よ」

　初めは観葉植物程度のサイズだったものが、小さな生き物を捕らえたのを見て、彼女はそれを防御壁にしようと思いついたという。萌という名の力を最大限に生かして。

「これが食べられるって判ったのはね、本当に偶然。火を吐くモンスターに襲われてたまたま焼けたとき思ったのよ、美味しそうな匂いがするって」

　得体の知れない物を口に運ぶのは怖かった。だけど、萌は決断した。どのみち飢え死にするか化け物か大牙に狩られるしかないのなら、と。

「わたしは、どうすればよかった？　泉を占拠する連中と全面戦争した方がましだったとでも言うの？」

　もしも、そうしていたなら。ここに萌はいなかった。

「その場合、あなた方の言う魔女だか王だかを力を合わせて倒すなんてのは、夢のまた夢。そうじゃない？」

　シグルは声も出せない。その決断力、その勇気は見上げたものだと思う。

　だが、蕾に飲まれていった犬塚の恐怖に歪んだ顔が頭から離れない。

「まさか、会長……」

　恐ろしい想像が、脳裏をよぎる。会長の友達、弓道部のメンバー。ここにいて当然のあの人が、何故いないのか。

「真美加先輩まで、ああして？」

「それはないよ、竜崎くん！」

　萌の代わりに、藤ヶ谷亜弓が叫ぶ。依然として矢は番えたままだったが、その訴えには苦渋が満ちていた。

「在原は本当に自分から姿を消した！　彼女には何もしてない」

「彼女には、なあ」

　亜弓の懸命の主張を遮る、太く朗らかな声。

　明らかに関西のそれと判るイントネーションに、その場にいた全員が硬直し、声の出所を探し窺うかがう。

　月も星もない闇の中、体育館を覆う緑と闇の向こうから、白い虎──霧島大牙が悠々とした足取りで現れた。
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「聞いたで、このド外げ道どう」

　淡い色合いの双そう眸ぼうを細め、鋭い牙きばの間から低い低い呟きが漏れ落ちる。

「先週、行方不明になった鹿しか村むらと多た田だはどないした？」

「……鹿村さんと多田くんは化け物に襲われて怪け我がをして、とっても苦しそうにしてたわ」

「ほんで？　助かりそうもないから、食わしたって？　ほな、犬塚と熊谷くまがやはどないや？　そこのおひいさんが治してくれたちゅうとったで。五体満足やったんと違う？」

　萌は反論しなかった。

　その代わりというように、さっと細い手を挙げる。ひゅんと風を切る音、次々と矢が放たれ、白びやつ虎こへと向かう。

「そんなヘナチョコ矢、当たるかい！」

　素早く身を躍らせた大牙の背後に、人影がいくつも湧わいた。その頭上を、黒い翼が滑空する。

「ボス、もっと右っス！　そっちは弓兵多すぎ！」

　いまのいままでどこに潜んでいたのか、皮膜に風をはらんで仲村は急上昇急降下を繰り返していた。

「仲村さん、まさか最初からそのつもりでっ？」

　驚きに声を張るシグルに、空をいく獣の目がちらとだけ動く。しかし、彼は的確に自らの「敵」の位置を霧島たちへと伝え続けた。

　優秀なナビゲーターのおかげもあり、攻め手の少年少女たちは果敢だった。ある者は獣に変じて雄お叫たけびをあげ、またある者は棍こん棒ぼうにも似た武器を振るって突進していく。彼らはまったく躊ちゆう躇ちよのない足取りで体育館の面々へと挑んでいった。

「迎撃よ！」

　萌の絶叫に、蔓が幾重ものたうち突き進む。

　ヒュンヒュン！

　丸太よりも著大なそれらが鞭むちの如ごとくしなっては目前の敵を倒し始めた。

　蔓の風切り音に、重なる弓弦の響き。かつてシグルと同じ的を狙ねらって弓を引いていた射手たちもまた、いま躊躇いもなく屋上勢へと矢の雨を降らせ始めた。

　たちまち、血ち飛沫しぶきがあたりを染める。見覚えのある一年生がひとり、喉のどを裂かれて崩れ落ちた。知らない三年生が胸を射抜かれてどうと転がる。

　うわあん。

　うわあん、うおおおあん！

　高校生たちが一人また一人と倒れるたびに、周囲の空気が大きく震え、足下が覚おぼ束つかなくなっていく。

「なんだ、これ！　なんなんだ、これっ！」

　頭ず蓋がいを揺さぶるようなその音と、目の前で繰り広げられる陰惨な光景に、シグルは戸惑いたたらを踏むばかり。

「シグ先輩、これはっ？」

「あああ、ひどいっ」

　体育館の扉から、刀を摑つかんだ剣也が飛び出し、その背後で心春が頭を抱えて震える。しかし、蒼そう白はくな後輩たちの顔を見て、かえってシグルは冷静になれた。

「霧島さんも会長もやめろ、やめろってば！」

　目に付いた弓矢を拾い上げようとし、それを握りしめて倒れていたのが亜弓であることに気がつく。

「くそっ！」

　動かぬ主将の指から弓を奪い取ると、シグルは夜空へと狙いを定めた。弦から放たれたそれは、きらめきながら闇に大きく弧を描く。突如あたりを照らした輝きに、二勢力の生徒たちは束つかの間ま、動きを止めた。

　その一瞬の静寂の上に、薄紫の竜が君臨する。夜空を覆う、黒い翼。鋭い爪つめが異世界の蔓を踏みつけ、逞たくましい尾が白虎を払う。西洋の人々が思い描いたような姿にして、昨日の首なし蜥蜴に匹敵する巨体。

「そのままどっちも制圧せよ、シグル！」

　耳元で、イファの号令が轟とどろいた。

　纏まとう薄物を夜風に流し、彼女はまっすぐに指し示す。

「とりあえず、それしかいまはない！」

　力強いその断定にシグルは頷き、紫竜が動き出す。

　───殺さず、でもとらえる。

　我ながら無茶かつ繊細な命令だ。自身が竜と化して巨大な蜥蜴をただ牙にかける方がずっと楽に違いない。

　───でも、やらなきゃ。

　必死の思いでシグルが集中しようとした、そのときだった。

　バン！

　体育館の扉がちぎれ飛ぶ。ついさっき剣也たちがくぐってきた、重く錆ついた古い鉄扉だ。それが、まるで紙切れのように宙を舞い、近くにいた生徒たちを薙ぎ倒す。その中に、萌の姿もあった。

「もろうた！」

　姿勢を崩す彼女へと白虎が躍りかかる。

　慌てたように萌の蔓が大牙へ向かって殺到するが、彼の方が一歩だけ早かった。鋭い牙が少女の腹に深々と埋まっていく。噴き上がる返り血が白い毛皮を染めた。華きや奢しやな体が人形のように振り回された挙げ句、叩きつけられ跳ね回った。

「わああああ、会長が！」

「そんな！」

　主の絶命に、暴れていた蔓が次々にくたりと地へ落ちていく。最大の防御壁を失った体育館の面々はもはやなす術すべもなく、大牙たちの餌え食じきとなっていった。

　うわあああん！

　うおわぁぁん！

　不快な音が重なり、シグルの視界は揺れ続ける。

「シグ先輩っ！」

「剣ちゃん、何かくるっ！」

　こちらへ駆け寄ろうとする後輩たちの顔が、夜だというのにやけにはっきりと見渡せた。二人ともいま千切れ開いた体育館の入り口を指して、しきりに彼へと警告を発しているようだった。

「シグル、あれっ！」

　肩を摑んだイファの手が、自失するシグルの正気を呼び醒ます。

　彼女の示した先、扉を失った体育館の出入り口に───何かが、立っていた。
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　それは、喩たとえるなら、髑髏どくろの花嫁。

　青白いレースのベールが花のように開き、長く裾すそを引くドレスが闇に揺れる。差し出す指先に血色の指輪が塡はまり、カタカタと共鳴している。眼がん孔こうは黒く虚うつろに落ち込むばかりで表情はまったく読み取れない。












　青白き女は騒乱の中へ、進み出てくる。かくりかくりと糸の切れた人形の如き動きが、その姿形にいっそうの異様さを添えていた。

「みな下がれ！」

　イファが叫び、真横にいたシグルを引き倒す。

「こやつが、ヤイララだ！」

　間近で発された彼女の叫びが、無数の悲鳴に上書きされていく。

　女のベールがふわとめくれ、その下から何かが無数に発射されてくる。セーラー服の腹を白いカッターシャツの胸を、次々と貫通するそれ。ガラスの破片によく似たものが、紫竜の発する仄ほのかな光の中で残酷にきらめいた。

　しかし、その中でもっともシグルの目を引いたのは、眼鏡の後輩が傍らの幼おさな馴な染じみを自分の背後に押し込み、ゆっくりと崩れ落ちていく姿。

　うぉぉん！

　うおぉぉぉん！

　不愉快な音に連打される鼓膜、あちらこちらからまき散らされる血によって視界が曇る。いまや完全にシグルの集中は途切れ、巨竜は夜空に霧散した。

「くそっ！」

　仕方がなく、彼は新たな矢を放つ。

　向こうの破片が再び発射されてくるのと、自分の攻撃が相手に至るのと、いったいどちらが早いか。

　半ば祈るように打ち込んだ矢の先で、すうーっと女の身が一回り縮む。そのまま足音を立てず身じろぎもせず、夢幻のような人影は体育館の中へと吸い込まれていく。

「逃がすかっ！」

　なおも矢を番えながら、シグルが建物内に飛び込んだのと同時に、女の姿が鏡の中へと達した。

「待てーっ！」

　喚き走り寄るシグルの目の前、大きな鏡が波立つ水みな面ものように揺れている。白い髑髏はそこへと背を預け、ゆるゆる引き込まれていくように見えた。

　……マ、オ……イ……

　髑髏の口元がわずかに揺れ、低い女の声が漏れ落ちる。

　……マダ、オオイ……

　ぞっとするようなその声色。

　不吉な光景の中、波間のような鏡の端に、ちらと垣かい間ま見みえる──人影。

　シグルの鼓動が高く跳ねる。

　すらりとした長身の制服姿、背へと流れ落ちていく黒髪。ぎっしりと本の詰まった棚を背に立つ、静かないつも通りの佇まいの少女。

　会いたかった、ずっとずっと求め続けていた、ただ一人。

　いつだって心に深く刻まれている、その姿。

「真美加先輩！」

　懸命の呼びかけに、切れ長の双眸がわずかに動いたような気が、した。

　しかし、それもほんの一瞬。

　鏡は、もとのうっすら曇った板へと戻った。

「先輩、先輩っ！」

　彼はひたすら鏡面を叩き、叫ぶ。

「てめえ、この魔女！　先輩に何した！　先輩返せ！」

　殴り続ける手が痛い。

　ろくな加工も施されていない古い鏡だ、小柄とはいえ男子高校生の本気の打撃に耐えられず、たちまち亀き裂れつが走る。それでも、シグルは拳こぶしを振るい続けることをやめられない。

「シグル、落ち着け、落ち着くんじゃ！」

　イファがその背に取とり縋すがり、全身でその腕を押さえつけてくる。

「その道は、もう閉じてしまっておる！　それより、怪我人を……剣也たちを助けないとっ！」

　ガシャン！

　飛び散る破片の輝きと少女の柔らかな感触が、シグルを次第に我に返した。

　半ばイファにもたれかかるようにして、再びシグルは表へ出る。月影すら見あたらない夜の中、彼の五感にもっとも訴えかけてくるのは血の臭い。そして、あちこちから届く呻き声だった。

「痛いよ痛い……」

「助けて……」

「……苦しい」

　けれどそれも、次第に細くか弱くなっていく。

「シグル、剣也はなんとか間に合う」

　ぽう、と小さな灯りが点ともる。

　イファの掌てのひらから溢あふれる、治癒の力。それがぐったりとした剣也の体を覆っていく。

「心春の方はこやつがしっかり助けたおかげで、たいした傷もない」

「一条、だけ？」

　嫌がる己の首をなんとか動かし、閉じたがる瞼まぶたをこじ開けて、シグルはあたりを見回した。

　先ほど彼が弓を取り上げた亜弓は、もうとっくに息絶えている。気色悪く蠢いていた萌の蔓は枯れ木のごとき色と化し、ぱらぱらと体育館の壁面から崩れ落ち始めていた。白虎の姿はどこにもなく、代わりに少年と言い切るには大きく逞しい遺体が転がっている。彼の明るい関西弁も、もはや二度と聞くことはできないだろう。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼の頰ほおに、ぽたりとあたたかなものが触れた。拭ぬぐった自分の指先は真っ赤に染まっている。

　勢いよく見上げた先、窓近くの梢に人が引っかかっていた。全身を破片で貫かれ、奇妙に手足が捻ねじれ曲がってはいるものの、時折小さく呻うめいている。

「仲村さんっ！」

　高さへの恐怖も忘れ幹に飛びついたシグルを、イファが制して舞い上がる。ひっきりなしに血が彼女の指先から伝い、木の根本に深紅の池を作っていく。それが刻一刻と広がっていくのを、シグルは息をつめて見つめた。

「何人、残ったんだ、これ……？」

　顔を覆いたかった。うなだれて目を逸らしたかった。

　しかし、どちらもシグルにはできない。この迷宮内で死したものは、何分かすれば消え失せる。衣服の切れ端や血痕だけを後にして。

「何人、残れるんだよ……っ」













　月なら、たぶん文ふみ月づき。

　時はもうよく判わからない。




　密林の中を彼女はひとり歩いていた。

　暴力的なまでに色濃い、緑の迷宮。草いきれと熱気とが一体となって体力をじわじわと削っていく。油断して道を外れると、二度と思う場所へは戻れないから、ただ歩くだけでも法外な集中力を要する。

　ばかばかしくも信じられないことに、この出で鱈たら目めな森はほんの少し前までは自分の学校だったのだ。晴れた日にはバルコニーから富士山が見渡せ、屋上から横浜の高層ビル群を眺めることもできた。

　けれど、いま彼女を取り巻く世界は様変わりしていた。慣れ親しんだ教室も、大好きだった図書館も、気持ちを引き締めて出入りしていた弓道場も、すべてすべて過去のもの。

　少しだけ、風が冷たくなってきた。

　夜が近いのだ。

　広がり出した暗がりの向こうで藪やぶが鳴り、梢こずえの間から生き物の気配が届くたび、彼女は息をつめ弓を構える。殺し殺されるのが当たり前のこの世界に、とても馴なれてしまった自分にうっすら苦笑しながら。

　それでも最近まで、それなりに仲のいい友達が近くにいた。同じ部活で切せつ磋さ琢たく磨ましてきた人もいた。

　しかし、そのすべてを自ら置き去りにして、彼女はこうしてひとり歩き続けることを選んでいた。

　───本当にひとりぼっちに馴れてしまったわ。

　あまりにも馴れすぎて、誰との別れにももはや心が動かない。

　いえ。

　いいえ、ただひとり。

　今でも会いたいと思える人がいた。

「信じられない」と自ら拒んでしまった、あの少年。父に捨てられた自分を愛いとしむ男の気持ちは、いまでもひとつも判らない。

　けれど、不思議なくらいあのとき自分は疑わなかった───数日もすれば、また会える。旅を終えた彼は、まっすぐに自分の元へとやってくるのだろうと。

　黄昏たそがれの坂道、勝手に想おもいを告げ勝手に困ったり傷ついたりと百面相の果ても果て、いままで誰も言わなかったことを口にした彼。この何十日かの間に、その言葉は彼女の中でゆっくりと息づき、それから大きく大きくなっていった。

「あなたが、ここにいてくれればよかったのに」

　最強の架空種とそれを誅した英雄の名前を持つ少年。日本人にはあまりに変わった響きのその名を、彼はいつも恥じていた。

　だから、美しい名前だと褒めた何気ない一言を、いついつまでも宝物のようにしてくれた。

　ああ、いま、彼ならば。

　苦闘の日々、彼女は思った。

　あの強い強い名が自分にもあれば、もしかしてこの地獄の結末も変わったのかもしれないのに、と。来る日も来る日も思い続けた。

　振り仰ぐと、灰色の空が降りてくる闇やみに溶け合う。

　ここに黄昏たそがれはない。

　なのに、どうしてだろう？

　鮮やかな皐さ月つきの茜あかね空ぞらが、瞼まぶたの裏に疲れ果てたこころに、くっきりと浮かぶ。

「竜りゆう崎ざきくん……」

　長い長い坂道の途中で別れて以来。

　初めて彼女は……在あり原はら真ま美み加かは、その名を口にした。

















　　　１






「自分は泉へ戻ろうと思うんスよ」

　二日後。

　体育館のあちこちでうずくまる生き残りたちを見回し、仲なか村むらがそう切り出した。

　生存者は結局、たったの一八名。その中でもっとも重傷だったのが彼自身だった。心臓や頸けい動どう脈みやくといった致命的な部分は無事だったが、逆にそれ以外はどこもかしこも傷を負っていたという有り様。その治療に力を尽くしたイファまでもがぶっ倒れてしまったほどだ。

「いやいや、待ってくださいよ、仲村さん。まだ無理しちゃいけませんって」

　慌ててシグルは押しとどめるが、彼の決意は固いようだった。

「全員出撃させたわけじゃないんで、まだあっちに何人か残ってるし、何より家だってある。まあ、ボスの霧がない以上安全とはいえないっスが、回復の泉が健在なら衛生面でもずっとマシなはずッス」

「そうは言うけどのう……」

　イファは面を曇らせた。

「あれはヤイララが引っ張ってきたものであるぞ？　そして、あやつは消える際に『まだ多い』とほざきよった」

　つまり、生き残っている者の数が。

　まだ、多い、と。そういう意味ではないかと彼女は推し量ってみせた。

　元は一、三年と教職員を合わせて五〇〇人以上、そして、一昨日おとといまではその一〇分の一程度はいたというのに、いまではこれっきり。それでも「多い」とは。

「シグルには前にも言ったと思うがの、ダンジョン内の人間を殺したがってるにしては奴の動きが怪しすぎでなあ。正直、あまり先行きが読めぬ」

「ああ、それは」

「僕も同感です」

　賢い三年と一年が続けざまに頷うなずく。もしも屋上の設備を発見できなければ、自分たちはとっくの昔に死に絶えていただろうと二人は言う。

「あと、自分らはどれもこれも『異世界』『化け物』でくくってたッスけど、細かくはそれぞれ違うって？」

「ああ」

　美しい面を曇らせて、異邦の王女は説明を重ねた。

「いまこの迷宮内は三つの世界で成り立っておる。ひとつは、そなたら無名世界の空想種。もう一つは我がカナーンの令れい印いんの概念、それに植物群。更に、我も知らぬ第三の世界の魔物たちだ」

「第三の世界って？」

「つまりダブル異世界？」

「そう不審そうに申すでない。我々にしたってこの三〇〇年近く異世界なんてものは絵空事であったのだぞ」

　イファの義理の父に倒されたという前の王。革命で大部分は失われたが、彼のお抱え魔導師たちが書き残したものがいくつか残されていたのだと、彼女は一同に告げた。

「彼らは、カナーンの民を虐げるだけでは飽きたらず、他の世界をも手に入れようとしたとな」

「手に入れるって……どうやって？」

「そりゃあ、そなたらの世界と同じこと。映画やテレビで四六時中やっておるのだろう？　軍をどんどん送り込んで暴力で制圧するのよ」

　ただし、ヤイララたちは魔導師だ。当然、その暴力の内容はシグルたちの感覚とはまったく違うものになるはず。

「だったら、まずは揃そろって図書館いくべきじゃないか？」

　シグルは断固として主張した。

「敵の居場所が判わかってるのに遠回りすることない。このダンジョン自体をどうにかしないと、どうにもならないだろ」

「竜りゆう崎ざきのそれは在あり原はらに会いたいってだけじゃないスか」

　正直、すぐさま一人ですっとんでいくかと思った、と、仲村は薄く笑った。

「そうしたいのは山々だけど、単騎で飛び出して死んだら真ま美み加か先輩に会えないんで。それってすごい本末転倒なんで」

　鏡の中へ吸い込まれていく魔女の姿を思うたび震えがくる。その間近に、真美加がいた。身を守れるような名を持たぬまま、彼女は脅威にひとり直面しているのだ。

「今度ばかりはシグルが正しい」

　イファの明るい色彩の瞳ひとみから、かつてないほどまっすぐな眼まな差ざしが放たれる。

「少なくなった戦力を分けるなど言語道断。各個撃破してくださいと言っておるようなものではないか。仲村、そなたの力も存分に発揮し、まずはヤイララを制するべきよ」

「なら、あたしも行きます」

　王太女に続いたのは、心こ春はるだった。

「図書館の中に植物があるか判りません。あそこがいまどうなってるかも判りません。でも、お役に立てるなら一緒に進んで、駄目ならまたお別れします」

「……じゃあ、僕もいくしかないじゃないですか」

　心優しい少女の決意に剣けん也やはすかさず折れてくれたが、仲村は違った。他の者もそれぞれ思うところがあったようで、その場で結論は出なかった。

　が、その明け方に見舞われた襲撃により、旗色は一気に変わってしまう。

　やってきたのはいわゆるオーク。屈強な体に豚に似た顔が備わり、悪臭をまき散らしながら体育館に近づいてきた。

　幸い、完全に侵入される前に仲村が気が付き、戦える者が素早く排除したが、大たい牙が側のメンバーどころか会長に庇ひ護ごされていた者たちまでもが、

「少なくとも、回復できるだけ屋上の方がまし」

「会長がいないのに、ここに立たて籠こもっても生き残れる気がしない」

「竜崎よりは仲村さんの方が頼れそう」

　と、数少なくなった最上級生についていくと言い出した。

　最後の主張はごもっともかな、とシグルが苦笑する横で、

「だから、危険じゃと！　いまここで最強の力を持つのはシグルぞ？　その近くにおった方がマシと言うておろうが！」

　と、イファはさんざん喚わめいたが翻意はかなわない。

「腹が減ってると、襲われても逃げることもできないんだ」

「だったら、せめて、食が確保できてるところの方がいいじゃん？」

　化け物はまだどうにかできても、飢えや渇きからは逃れられない。

　経験に裏打ちされたその主張を、イファの弁もシグルの説得も覆すことができなかった、彼らと同じ辛苦を味わってきた剣也と心春は、何も言わない。

　結局、全員で体育館を出るところまでは一緒だが、一行は渡り廊下の途中で別れることとなった。仲村たちは屋上へ。シグルたちは図書館へ、と。

「そっちの道は体育館よりずっとシンプルっスから大丈夫。健闘を祈ってるっすよ」

　イファと剣也に道筋を何度も教え込んだあと、仲村は生き残りの面々を従えて校舎へと戻っていく。

「まったく、もう」

　その背を見送りながら、イファが大きく息をつく。

「まあまあ、イファ。こうなったらもうどっちが危険かなんて判らないだろ」

「あと、少数精鋭の方がマシって場合も多々ありますよ。大事な場面で臆おく病びよう風かぜに吹かれて足を引っ張られるとかごめんですからね」

「それに、単純にあの人数だとあたしの力が及びません。戦いが長引いたら誰か飢え死んじゃう」

「そうかもしれぬが……」

　沈んだ姫君を宥なだめつつも一行は進んで───わずか一〇分後。

　木漏れ日の間で、何かがきらと光った。

「おい、あれって敵か？」

「んー、でもまったく気配がないのう」

「先輩、無用心に近寄らないでください。心春は下がって」

「う、うん」

　自然と声をひそめ足音を忍ばせ藪やぶに分け入り、四人は見た。

「か、鏡だ」

　屋上までの道筋にベートーヴェンの絵画があったように、巨木の根元に一枚の鏡が立てかけてある。それが密林の陽光を弾はじいてはきらめいていた。

「もしかして、目印？」

「いや」

　渋い表情でイファが指さし促す。

「よく見ろ。あれがたぶん図書館の入り口だ」

　シグルは素直に注視した。

　体育館の鏡のような巨大なものではない。ご家庭にもよくある姿見程度のサイズ。しかし、その中に、情緒のないスチール製の棚やそこにみっしりと並べられた本の背表紙などが確かに見えている。

「ホントに図書館だ」

「いったいなんのつもりなんですかね」

「誘っておるんだと思うが」

　大小賢い二人が頭を寄せ合って検討している途中、シグルは見た。いま、鏡の中を人影が横切った。ふわりと広がる、黒髪とスカートの裾すそ。

「先輩！」

　叫びながらも、彼は動かなかった。

　不用意に近づいてはいけないと自制し、木々の間からそれへと目を凝らしただけだった。

　なのに。

　気が付けば、あたりの景色は一変していた。
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　グレーとアイボリーの中間ほどの色、無機質で面白みも何もない、見み花はな高図書館の棚。ただ、その数は公立校のものにしては圧倒的で、むろん蔵書数もそれに準じる。

　校舎の床はすべて何の変哲もないリノリウムなのに、ここだけはこっくりとした飴あめ色の木製で、そのアンバランスさが好きだと彼女は笑っていた。

「靴音はリノリウムの方が響かないのにね」、と。

　そして、その床の上をいま、シグルの足音だけがどこまでも響き渡っている。

　───俺一人が来ちゃったのかな……。

　握ったままの弓に力をこめ、彼はあたりを見回した。イファの夕映え色の巻き毛や心春のボブカット、すらりと高い剣也の姿がどこかにないものかと探してはみるのだが、誰の気配もない。

　───せめて、先輩がいれば。

　先輩さえ、いてくれれば。

　そう胸の内で呟つぶやきながら、シグルは一歩一歩進んでいく。

　ふ、と、鼻先で何かが香った。

　薬品のような、ハーブのような不思議な芳香。

　見ると、本棚と本棚の間、見慣れない扉が挟まっていた。日本では珍しい、半円のアーチ型。深い赤で塗られたその向こうから、匂いは届いているようだった。

　しばらく躊躇ためらい、シグルはブリキ色のノブへと手をかけた。回さずともそれはすいと音もなく開いていく。

　扉の向こうは、白い部屋だった。

　まるで絵本に出てくるような天てん蓋がいと寝台。その帳とばりの向こうに、誰かがいる。

　一人は少年。

　赤みを帯びた金の髪が、純白の世界の中で鮮やかだ。しかし、深くうなだれ、その表情は見通せない。

　もう一人は、寝台の上の老婆。

　やせ細ったその姿を、一瞬、シグルはヤイララかと見間違えた。だが、彼女はずっと穏やかで人がましい面差しをしている。

　───泉で見たときよりいくらか若いけど、男の方は、ユスマ王だよな。

　では、あの老婆は彼の后きさきか、それとも姉か。

　寝具から伸のべられた枯れ木のような腕を、逞たくましい少年の手が取った。二人とも何も言わない。しかし、それ一つでどれほどの絆きずながそこにあるのか見てとれるほど、その所作は優しくあたたかい。

　やがて、老婆は瞼まぶたを閉じた。

　真っ白い布の上へと落ちていく指を見て、何な故ぜかシグルまでもが絶望的な気持ちに陥る。少年は動かない。ただ、目を見開いて息を引き取ったばかりの老婆を見下ろしている。

『これが、すべての終わりで始まり』

　耳元で囁ささやく、女の声。

　けれど確実にどこかで聞いた、嗄しわがれた声。

　振り向くと、そこにはレースのベールを纏まとった女が立っていた。

「ヤイララ……？」

　体育館では骸がい骨こつのようにしか見えなかった姿に、いまはふっくらとした肉を纏っている。亡き教頭先生と……迷宮の入り口近くで無惨に食われた勇敢な恩師と同世代ぐらいだろうか。

　ゆっくりと弓を立てながら、シグルは一歩を踏み出す。帳に閉ざされた寝台の奥よりも、目の前の魔女の面差しがうまく見通せない。射程距離にもまだ満たないが、的だと思えば人はこの上もなく大きいと言える。

「ヤイララだなっ？」

　問いかけながら、シグルはじりと進む。

　しかし、相手はまったく動じなかった。魔女はとんと後ろへ跳ねる。視線はぴったりとこちらへ向けたままだ。それでようやくシグルは、相手の表情を見てとることができた。カナーン一の魔女とやらは明らかに衰え窶やつれ、疲れ果てているようだった。

　これならば追いつけると、シグルは逃げる彼女を目指して死に物狂いで走り続けた。

「王宮魔導師とやらが！　なんでこんな真ま似ねをした？」

　手を伸ばし、相手を摑つかみ上げたい。

「先生たちがおまえに何をした？　部長が会長がなんであんな死に方しなきゃならない!?」

　でなければ、せめて問い詰めたい。

「真美加先輩に何しやがったんだよ！」

　だが、ヤイララはどれにも答えない。

　その代わりとでもいうように、寝台の横で少年王が立ち上がる。

　肩を跳ね上げ、シグルはその動きに意識を向けた。王はやおら腰の大剣を抜き放つ。

　───やばい。これって、前門の虎とら、後門の狼おおかみって状態？

　焦るシグルの背後、少年は傍らの帳を横よこ薙なぎにした。薄布がもつれあうようにして床に落ち、とろりと波を打って広がる。それを踏みつけ、更に彼は剣を振るった。寝台横の灯あかりが、飾られた花々が、老婆のものらしい衣服などが、次々に細切れにされてはあたりに舞う。

　少年は声をあげない。

　涙も流してはいない。

　繰り出される刃やいばの切っ先、その剣撃の鋭さばかりが見ているシグルの心に残る。豪ごう奢しやな室内は一秒ごとに見るも無残な姿になり果てていくが、寝台の上に横たわる遺体だけはひたすらに静せい謐ひつで穏やかだった。

　やがて、王の指から力が抜け落ち、美しく宝飾された剣はからりと床へ転がっていく。

『おいたわしや、我が王よ』

　魔女が忍びやかに呟く。

『あれこそが、我らが称たたえた我らが従った英雄の真なる姿』

　慌てて戻した視線の先、魔女の背面にもう一つ人影が湧わいた。新手かとシグルは身構えたが、そちらもまた白く長く裾を引くドレスにふんわりとしたレースを被かぶっている。

　───鏡！

　また、あれを使って逃げる気なのだろう。

　シグルは急ぎ、矢を放った。

　魔女の背後で、鏡面が沸騰したかのように揺れ、続いてガシャンと割れた。

『あなた方は迷宮の贄にえ。せいぜい豪勢に心を暴かれ、尊い供く物もつとなるのがよろしくてよ』

　女の呟きに従うように、破片が次々に発射されてくる。

「わー！」

　機関銃にも似た攻撃を、近場にあった調度品の裏へと逃げ込みシグル本人は避けた。だが、大きな弓の上部、姫ひめ反ぞりと呼ばれる部分に破片の一つが突き刺さる。バキリと嫌な音を立てグラスファイバーの弓にヒビが入り、弦が一気に緩んだ。

　───弦を切られるよりやばい、これ！

　たった一つの武器を無効化され、シグルは慌てて割れた鏡へ目を走らせる。

　そこに、依然、魔女はいた。

　ただ、その手に見合わぬ刀を一振、下げて。

　磨き抜かれた鋼に女の姿が映っているほどの見事な刃。ヤイララはそれを振り上げ、一歩一歩こちらへと向かってくる。

　───折れた弓で殴るか？　でも、きっとたいしてダメージ入らないっ。

　せめて、刃物を。

　鉈なたでもカッターでもいい、迎え撃てるような何かを。あるいは自ら竜となり、首なし蜥蜴とかげにしたときのような攻撃を。

　焦り探るシグルの視界の片隅、床に落ちたままの剣が引っかかった。その持ち主はさっきからぴくりとも動かない。遺体の枕まくら元もとに佇んでうなだれているばかりだ。

　とっさにシグルは大剣の柄つかを握った。幻ではない。ずっしりとした重みと確かな感触が指に返る。

「ちょっと借りるよ！」

　手元が狂いそうなほどの重さだが、下腹に力をこめ、シグルは走り出した。苦心しながらもなんとか腕を上げる。そのまま、剣の重量と遠心力を利用して一直線に振り下ろした。

　魔女を両断するはずだった刃が、固い音と共に弾き飛ばされる。魔女は彼の大剣を鍔つばで受け、そのまま押し戻した。

「てめえ……っ」

　シグルが呻うめき剣を握り直すより、女の方が数倍も早い。上段から一度大きく振るわれ、下段から二度突きを食らった。重い剣を握ったまま彼はそれを避よけきることはできず、三度目の突きがシグルの肩をかすめて抉えぐった。

　痛みに目がかすみ、体勢が崩れる。まずいと思ったときにはもう、鋭い切っ先が弧を描いて自分の頭上へ振り下ろされてくるところだった。

「やめんかーっ！」

　轟とどろき渡った絶叫は、聞き慣れた王太女のもの。それに応じたかのようにピタリと刃が止まる。

　シグルは荒い息をつきながら、目だけで声の主を探した。

　ゆるゆると巡らせる視線の向こう、部屋の中はすっかり様変わりしている。

　いいや。

　そこは元に、前の姿に戻っていた。スチール棚に木製の床、重そうな背表紙が無数に並び、古い紙特有の香りが漂う、シグルたちの図書館に。

「そなたら、何を血迷っておる！　なに故二人が戦っておるのか！」

　寝台があったあたりは、かつてのカウンターだった。司書や図書委員長の仲村がシグルや真美加を迎えてくれた場所。その横でイファが叫んでいる。

　まばたきを繰り返しながら、シグルは敵対する魔女をみつめる。それは小さな魔女の姿から長身にいつもの眼鏡、日本刀を携えた後輩へと変わっていた。

「シグ先輩……すみません」

　まだ数滴の鮮血の残る刃を下げ、剣也が唇を震わせる。

「や、こっちこそ」

　もっと扱いやすい武器だったら、勢いで後輩を両断してしまっていたかもしれない。そう思っただけで足が萎なえる。

「二人ともしっかりするがよい、どこか傷はあるか？　すぐに治療するぞ」

　イファが気遣わしげに、少年たちの顔をそれぞれ覗のぞき込んだ。

「それは平気ですが……心春はどこですか？」

　ノーズパットに溜たまった汗を拭ぬぐい、剣也はあたりを窺うかがう。イファは一度大きく目を見開き、それからすがめた。

「我は見ておらぬ。シグルは？」

「俺が見てたのは、王さまが……」

　そこで、一度、シグルは声を呑のむ。

　さっきの王の有り様はどう考えても普通ではなかった。それをそのまま娘に伝えてしまっていいものか。

「父上が、なんだって？」

「なんか……知らないおばあさんが亡くなって……それで」

　一度シグルは口を開いたが、結局、うまく表現することはできなかった。

　重い沈黙があたりを支配して、幾ばくか。

　うおぁぁぁぁぁぁ！

　またも、あの奇っ怪な音が鳴渡った。いつもの何倍もの音量、空気がびりびりと震え、鼓膜が揺れたような気すらする。

　苛いら立だつ神経を更にかきむしるその音に、シグルは耳を塞ふさぎそうになったが、

「下からだ、シグル！」

　面を引き締めたイファの手が、それを取った。

「よく聞くがよい！　この音、真下から響いておる！」
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　かたん、かたかた。かたんたん。

　ひた、ひた、ひたひた。

　ひとけのない図書館の中、階段を降りる三人の足音だけがこだましている。革靴の剣也、スニーカーのシグル、それにサンダルのイファ。それぞれの足音をこんなに意識したのは初めてのことだ。刀をかまえた剣也を先頭に、シグルたちはそれはそれは慎重に進み続けて、かれこれもう一〇分ほど。一階降りる度、三人の緊張は高まる。

　なにせ、この図書館……本来だったら校舎と同じで、地下は一階までしかないはずなのだから。

「壁も床も手すりも、いつもと同じなのがなお嫌な感じだよな」

　シグルの呟きに剣也は曖あい昧まいに頷いただけ。心ここにあらずというように足を運び続けている。

　───我を忘れて走り出さないだけ偉いよな。

　自分だったら、やりかねない。

　結局、奇っ怪な音が聞こえたのは、あれが最後。もうずっと図書館内は平日授業中のように静まり返っている。

　───あの変な音は、人が死んでるときに鳴るって、会長も言ってた……。

　のちに剣也や仲村に確かめたところ、二人にも心当たりがあるようだった。

『最初はみんな気味が悪いと騒いでたけど、そのうちあまり気にしなくなって』

『そういうものだって思うようになったッスね』

　では、いまこの場面は？

　図書館の中で……誰かが死んだとでもいうのだろうか？

　真美加と心春。それ以外の誰かがいて、それが死んだのだ。そう考えたい。

　だが、体は正直でさっきから心臓がぎゅううと絞られるような気がする。

　そうして、何階降りた頃だったか。

　突然、視界が開けた。

　閉架書庫であるはずの地下に書棚が列を成し、その向こうに自習席が並んでいるのまで見えた。

　一番奥、窓際の席は真美加のお気に入り。いつもそこに座って彼女は本を読んでいた……但ただし、あの頃は二階だったけれども。

　日常的であるが故に異様なその光景に、無名世界の二人はかえってすぐさま動けない。

　意を決したようにイファ一人が、書棚の間へと進み出し、だが、すぐ足を止めた。

「ヤイララ……」

　愛らしい王女から一切の表情が失うせる。

　その行く手に白いベールの女が佇たたずんでいた。

　闇やみから染み出てきたかのように、青白いその人影。

「お久しゅうございます……敬愛するイファ殿下」

　豊かなレースをすいとまくり上げ、その下の乾いた唇が言葉を紡ぎ出した。先ほどより、だいぶ丁寧な所作であり話し方だった。

「何が敬愛だ、この謀む反ほん人にんめが」

　異邦の王女は果実のような唇を少しだけつり上げたが、その瞳に笑みはまったくない。

「怪しげな魔導の仕掛けなどに王太女たる我を放ほうり込むなど。五体を刻まれた挙げ句、それを己の口に突っ込まれても足りない大罪であるぞ」

「普通なら、それはもちろん」

　魔女は口先へ手を当て、細く笑った。

　体育館で見かけた髑髏どくろの姿とは異なるが、痩やせ衰えた指とそこに塡はまった血色の指輪は変わらない。彼女の動きにあわせては、小さな金属がカタカタと鳴っている。

「ですが、此こ度たびの仕儀はすべて王が命令。わたくしはそれに従ったまででございますれば」

「は」

　形ばかりだったイファの笑顔が、急激に凍り付く。

「ありとあらゆる情報体に接し、ありとあらゆる知識を瞬時に吸収なさるお方。我ら魔導師の羨せん望ぼうの的、導きの姫君と呼ばれる尊いお方。むろん、とっくにお判りでしたでしょう？」

　魔女の追及は容赦がない。

「首のない大蜥蜴、人を食う植物。そして、このダンジョン。いずれも複数の魔導師なくては作り上げることはできません。わたくし以下王宮魔導団すべての力が結実して初めてなせる技。そして、そんなことを我々にさせられるのは、天にも地にもただお一人。かの英雄、ユスマ王のみにてございますれば」

「まあ、な」

　さっきとは違った笑みが、王太女の口元をかすめ歪ゆがめた。

　屋上の泉で、父と娘は一度会っており、王は禁忌の詩を伝えてそのまま消えた。そのときからこの娘は、辛つらい事実と向き合ってきたのだ。

「じゃがな、意味が判らぬ。あの陛下がささいな諫かん言げんに機嫌を損ねて我をここに放り込むとでも？　あの方に死ねと命じられれば、我が自分でこの首を落とすことぐらいよく知っておろうに」

「陛下の真意など、このヤイララにはとんと……ただ、あなたは日増しに姉上に似てくると、そうたびたび仰せでしたね」

「あれは……褒め言葉であろう？　陛下の姉君は聡そう明めいな賢者であったのだから」

「さあ、それは。かの方にはかの方の心情というものがありましょう。それを察するもあなたのお役目であったのでは？」

　木で鼻を括くくったような返答に、イファの声が途切れる。引きつった唇からはもはや何も零こぼれてこない。怒りと戸惑いと、更に複雑な何かが、彼女から達者な弁を奪い切っていた。

「イファ、しっかりしろっ」

　わずかに傾いた華きや奢しやな体を、シグルは支えた。そのまま後ずさり、代わりに剣也が刀を握り直して進み出てくる。

　まさしく一触即発という空気の中、

「やめて」

　ふいに届いた、か細い訴え。

　ベールの陰にもう二人、女がいた。

　窓際、お気に入りの席の近く、大きな本棚の向こう。

「動かないで……私たち、殺されてしまう」

　黒い髪、見花高の制服。

　手足を吊つられ、蜘く蛛もの糸にとらわれたような────在原真美加と薬袋みない心春が。





　　　４






「貴様、心春をっ」

　午後の陽射しにも似た淡い光の中、ギラと鋼が鋭く光る。

　しかし、それ以上に底光りしているのは、剣也の双そう眸ぼう。レンズの下の眼めは怒りで燃え立ち、刀を摑つかむ指先は真っ白だ。

「姫はわたくしの術の本意を知りたいとだいぶ苦労なさっておられた様子。知識と人の考えの赴くところは違う。それを思い知られたのならば、これもまた重ちよう畳じよう」

　魔女は低く笑う。

「我を愚ぐ弄ろうするか」

「滅相もない。ただ、いくらあなた様でも仔し細さいまでお判りにならなくても仕方がないのですよ……なにせ、前王滅亡以来、この迷宮の絡から繰くりは我が一族に口伝として伝えられてきたものです故」

　書物はもちろんスマホなどという情報体からも知識を素早く取り出し蓄える、イファの力。だが、その情報体がそもそも存在しないものには対抗しようもなかろうと、魔女は言い放つ。

「この迷宮自体が生き物であり、ある種の門。人の血と知性を食らって育ち、時がくれば自ら開いて異界から異界を通じ合わせるのでございます。そのとき、王の軍勢は日本へと渡ることができましょう」

　渡って、どうする？

　その答えはもうイファ自身が出していた。

　暴力で制圧するのだ。魔法という概念を持たず、国の内から戦端が開かれることなど思い及ぶ者とていない無名世界を。

「馬鹿なこと言うなよ。それじゃもう、ユスマってのも前王と同じ……立派な暴君だろうが！」

「あの方は民を圧してはおりませんよ。自国の拡大はある意味、いまのユラシュアにとっては必要不可欠な大命題」

　怒鳴るシグルに魔女は薄く笑い、たびたび鳴き声を聞いただろう、と一同へ問いかけた。

「あの、人が死ぬときの音のことですか」

「すごい不愉快な叫び声みたいな」

「あれは喜んでいるのですわ」

　純白のベールの下、カタカタと魔女の口元が震える。

「また一人、食らえたと。歓喜の声を上げておるのです」

　化け物に食わせ、あるいは互いに争った挙げ句に流される人間の血を、このダンジョン自体が食べては喜んでいる。

「馬鹿な」

　剣也が更に低く唸うなった。

「人を食べるっていうのなら、口に入れた瞬間、すべて嚙かみ砕いて消化すればいいでしょうが。なんでわざわざ二ヶ月近くもかけて……しかも、泉だの家だの用意してまで」

「少年よ、とてもお怒りですわね。大事な方をこうして捕らわれ、理不尽な話をたくさん聞かされて。ごもっともでしてよ」

　淡々と、魔女は続ける。

「お友達を手にかけたときはどうでした？　知り合いが無惨に殺されたときは？　安全だと信じた場所が踏みにじられたときは？　心が強く強く動いたのではなくて？」

「当たり前だ！」

　怒る少年はいっそう強く刀を握りしめた。

「そのユスマって奴がそれをさせたなら、僕が撫なで切ぎりにしてやる！」

「そういう感情もまた、これにとっては上等の贄。栄養価の高い食物なのですわ」

　ただ、死ぬだけでは足りない。

　より多くの気持ちを心を、この迷宮そのものが食らっているのだと。

「あなた方くらいの年頃が、いちばん適しているのです」

　こつり。

　骨の浮いた足が一歩を踏み出す。

「大人にはなりきれず、しかし、子供でもない。それなりの社会を自ら作り上げることはできても、力を御するまでの術すべは持たない」

　そういう年頃の子供だけを主に集めて閉じこめたのだと、魔女はうそぶいた。

「わたくしたちが拾えた日本の座標の中で、ここがもっとも大きな施設でしたのでね……しかし、計算違いもございました。まさか二百人近くが魔法発動時に旅に出てしまうなど」

　腹が満ちれば、迷宮は開く。

　だが、餌えさが足りない。予定を過ぎても道は通せぬまま日は過ぎたと、魔女は憂えた。

「このまま手をこまねいていては、あなた方すべてが死に絶えても、開かないやもしれません。それは実に困ります。わたくしもここを離れられぬままで真まことに疲ひ弊へいいたしました。そろそろ休ませていただきとうございます」

「ならば、さっさと術を解き、カナーンに帰るがよい。贄が用意仕切れなかった段階で話は終わっておろうがよ」

「そういうわけにも参りませぬ」

「代々続いた名門魔導家の主あるじでも、かの王は怖いと申すか」

「それはもう」

　王太女の皮肉に面おも窶やつれた魔女はあっさりと肯がえんじる。

「しかし、それより何よりこれほどの巨大な魔導です故、発動させてしまえばわたくし自身ですら止めることもかないません。腹を満たしてやることでしか消え去ることはないのでございます」

　きゃっ、と、背後の真美加が小さく悲鳴をあげた。見えない糸に取られた腕がよじれる。ずっと気を失っていたらしい心春の体も乱暴に揺り動かされ、その瞼がかすかに持ち上がった。

「先輩！」

「心春！」

　少年たちの絶叫が重なる。それを心地よさそうに聞きながら、ベールの魔女は一段と笑みを深めた。

「そこで、わたくしからのお願いです。そこの少年二人、いまから殺し合いしていただけませんか？」

　二人はとっさに、声も出せない。

　静まり返った図書館、魔女の提案がやけに大きく響く。

「勝者のお相手はお返ししてもよくってよ。負けた方については……言わずともお判りですね？」

　レンズの下、剣也の眼が激しく動き、やがて定まった。抜き身の刃をゆっくりと上げる。

　シグルも黙って弓を立て、矢を番つがえた。

　互いに大きく息をのみ、相手を己の的と見定める。まるで、さっきの幻影の再現だ。

　ただ一つ違うのは、それぞれが既に決断しているということ。

「やめんか、たわけども！」

　萎しおれていたイファが突如、少年たちの間に進み出てきた。完全にシグルの射線上であり、剣也の間合いの範囲内だ。

「よいか、ここから先、我は全力でいく。そなたら風に言うとＭＰが底をつくまでやってやる。つまり、我の治療はしばらくあてにできぬので、怪け我がなどせず！　仲良くせよ！」

　腰に手を当て胸を張り、異邦の姫は眼差しだけで少年たちを圧した。

「王のご意向に背かれますか、王太女殿下？」

「調子に乗るでない」

　訝かしむともおもしろがっているともつかない魔女を、イファは鋭く一喝した。

「噓うそを吐つき通すには虚実をうまく混ぜるのが基本。その点、そなたは割とうまくやった。だが、残念だったのう、本物のヤイララだったらここで人質を取ったりなどせぬよ」

　青と緑が溶け合った瞳に、強い意志の力が灯る。

「我の滅多に出さない本気を、我が最大級の力をあれは知っておるはずだからな」

　薄布に包まれた胸元の令印が紅あかく輝いた。それに呼応したようにしなやかな脚の朱線もまた光の帯のように煌めき出す。

　周囲の本棚に詰め込まれた書物が、次々に自らを投げ出すように床へ落ちては浮かび上がっていく。

「言の葉よ、告げよ。いまここにその成すところを示せ」

　バラララララララララ！

　辞書が文庫が雑誌が新聞が、まるで小鳥の大群のように宙で踊り続けた。

　数千数万のページがめくれる音は、もはや激しい乱打の響き。

「我が名、我が令印の導きに、猛り溢れ従い満ちよ……！」

　導きの姫の厳かな下命に、更に従うものがいた。

　シグルの背後から聞こえてきた、何かの機動音。目で窺うと、部屋の隅に置かれていた検索用パソコンが数台、お馴染みのウィンドウを開こうとしている。

「な、なんで動いてんの？」

「馬鹿な、通電なんてとっくにしてないのに」

　少年たちの驚きの声に、もはや姫君は反応しない。瞬き一つせず、藍らん緑りよく色しよくの瞳を爛らん々らんと輝かせながら宙に向かって「何か」を放ち続け、同時に「何か」を拾い上げ続けていた。












「文字通り……まさしく、文字通り情報を力に変換しているの？　それとも、迷宮結界という情報そのものを食っている、とでも？」

「どうしたどうした、口調が違ってきておるぞ」

　おもしろそうに、異邦の姫君は魔女へと一歩を踏み出す。だが、彼女のしなやかな指が摑み上げたのはベールの女ではない。

　その傍らにいる、在原真美加だった。

　なぜ、とシグルが問いかける間もなく。

　その視界は瞬時に瓦が解かいした。
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　始まりは図書館だった。

　本の保護のためにブラインドが下ろされ、午後の光はすべてが淡い縞しま模様。そこで、真美加は迷宮に呑まれた。

　窓の外、見慣れた景色は既になく、日本のそれにしてはあまりに色濃い密林と、薄灰色の煙に覆われた空とが広がっている。

「どうしよう……」

　図書館一階のエントランスに立ち尽くし、戸惑う真美加をシグルは眺めていた。まるで、３Ｄ映画のシーンをみているかのように。

「どうしよう……司書さんたちももう逃げてしまったようだし……」

　目前の扉を開くべきか開かざるべきか。

　悩みながらめぐらせた彼女の視線の先、無人のはずのカウンターに人影があった。

　一見、二〇代半ばの青年。外光は射ささず、灯りも落ちているというのに、赤みを帯びた金髪が目ま映ばゆく輝いていた。いささか小柄だがすらりとした肢体を、豪奢で少し不思議な衣装が包んでいる。

　彼はまるで見花高の一員でもあるかのように腰掛けて本をめくっていた。ここ何年も誰も手に取ることがなかったような、分厚い辞典。それを開いては追いかける、薄い色合いの瞳。青に緑が滲にじみ広がる、美しい色合いだった。

「おや、ずいぶんと綺き麗れいな子がいるな」

　涼やかな声が、真美加へと投げられる。

　辞典を閉じ、優雅な所作で彼は立ち上がった。すらりと伸びる背を重そうなマントが飾り、床へと滑り落ちていく。

「この時間、無名世界の子供たちは同じ部屋にほぼ収まっているという話だったのに」

「その通りよ。わたし以外はみんな教室だわ」

　慎重にゆっくりと。

　真美加は声を絞り出す。

「わたしは在原真美加というのだけど」

　緊張に身をいくらか縮めているが、思慮深い態度はいつものままだった。

「あなたはどなた？　外国の人かしら？」

「外国か、外国ね。そうとも言える。カナーンという世界のユラシュアという国なんだけれども、僕はそこの王だよ」

　彼は目の前の少女に、さらりと真実を告げた。

「いや、少し違うな。いまではここもある意味、カナーンだ。君たちの世界であり僕らの世界でもあり、そして、また違う世界でもある」

　三つの世界を結びあわせたのだと、青年は笑ってみせた。

「どうしてそんなことを？」

「平和な国を維持するというのはね、たいへん骨が折れるものなんだよ、異邦のお嬢さん」

　よくぞ聞いてくれたとでも言うように、王の声が弾む。

「国が安定し民が増えるのはいいことだけれども、食べるものがなくなってしまう。よそからの亡命者が絶えず流入してきて拍車をかける。病が流は行やったり飢き饉きんがきたりしていくらか目減りすることもあるが、僕はいささかうまくやり過ぎた……というのは、まあ、大部分は言い訳で」

　退屈なんだ、と、彼は微笑ほほえみ本音を吐と露ろする。

「僕はね、とても強い。おまけに信じられないほど長生きなんだ。だから、とてつもなく退屈なんだよ」

　愉たのしみたいのだと、彼はうそぶく。

「でも、自国の民をどうこうするのも気が引けるし、同じ世界の国を侵すのもいろいろと面倒だし、何より歯応えがない」

　だから、よその世界へと手を伸ばすことにした、と。

「その『よその世界』がわたしたちの国ってことなの？」

「その通り。すぐに好きなだけ攻め手を送れればいいんだけれども、王宮魔導師たちが言うにはそうもいかないらしい。まあ、なんといったって異世界だからね、扉をあけてハイ通りますというわけにいかないのは仕方がない」

　だから、とりあえず道を造ることにしたと王は続けた。街道の整備も王の大切な役割なんだと、しごく真ま面じ目めな調子で言ってのけ、それからヤイララがしたような話を真美加に説く。

「この迷宮で君たちが殺し合う。血が流れ、感情が乱されれば乱されるほど、生け贄が増えれば増えるほど、早くここは開くというわけだ」

　まるで、子供が食卓におもちゃの地図を広げ、手彫りの駒こまを進めているかのように無邪気に柔らかく。

「だったら、誰も何もしなければいい」

　真美加は一直線に正解へと辿たどり着き、冷ややかに王へと挑む。

「わたしたちが互いに傷つけあわず血が流れなければ、この迷宮は一生このまま。あなたのお遊びは永遠に完成しないということでしょう？」

「そういうことになるかな」

　満点の答えに、異邦の王は頷いた。

「できれば、だけれども」

　碧へき玉ぎよくに似た瞳がやってごらん、というように微笑んでいる。

「ただ、困ったことにね。魔導師たちの言うことには、予定より収容できた人数が少ないようなんだ。もしかすると、最後の一人になるまでここは開かないかもしれないね」

「……それは宣戦布告ね、どこかの王さま」

　真美加は眉まゆひとつ動かさない。

　ただ、いくらか青ざめた面を青年へと向けている。

「軍隊を送り込む以前に、まずわたしに喧けん嘩かを売っているのね」

　まっすぐな真美加の言葉に、初めて王の笑顔が少しだけ趣を変える。

「無名世界の者はなかなか手て強ごわそうだね。独特の文字があり、強い令印を帯びた者も多いとは聞くけれども」

　それはむしろ、自分の愉しみになると王は続けた。跳ね返すような厳しい眼差しの真美加に、ユスマはほんのわずかだけ張り詰めた目を向け、

「そういえば、僕の娘は君たちと同じ年頃でね」

　ふと、思い付いたというように呟いた。

　娘という単語に、真美加の肩が一度波打つ。王をひたすら睨ねめつけていた瞳に、淡い影が射した。

「……同じ年頃の娘？　あなたとわたし、せいぜい十歳程度しか違わないようだけれども」

　艶つややかな唇が幾度か躊躇うように動いたのち、結局、彼女はごく何気ないことを訊ねた。

「なにしろ僕は長生きだから。子供において逝かれるのもしょっちゅうだよ。ああ、でも」

　ユスマは初めて笑みをおさめ、深刻な面持ちになった。

「あれは髪から声から姉上にあまりに似ていて、老い衰えるところを見るのは忍びがたいねぇ。二度もあの顔が喪うしなわれるのはきっととても辛い」

　それぐらいならば、見えないどこかへやってしまいたいぐらいだ、と、彼は詠うたうように呟いた。

「……どこの世界でも親って勝手なのね。娘の気も知らないで」

　真美加の非難に、ユスマは答えない。なお朗らかに笑って、ついと背を向けた。いつの間にか背後に立っていた白いベールの女に導かれるようにして、王の姿はかき消える。

　引き留めようと真美加は手を伸ばすが、それは途中で虚むなしく落ちるだけ。




　ここで、シグルの視界は、一度途切れた。




　意識にかかった幕が取り払われたかのように、あたりが明めい瞭りようになる。そこは元の図書館、床一面に本が散らばっては重なり、堅けん牢ろうな本棚が崩れ倒れていた。

　窓から射しこむ日差しだけが淡く静かな光景の中───真美加が立っていた。正真正銘、本物の。

　懐かしい黒髪、涼やかな目元。一七歳になったばかりにしては落ち着いた物腰だが、セーラー服に身を包んだ姿はどこまでも瑞みず々みずしく、青竹にも似たしなやかさを併せ持っている。

　その姿を、シグルはゆっくりと堪たん能のうするかのようにみつめた。

　───さっきのあれは幻覚じゃないな。

　すべてが、事実。恐らくは現実にあったこと。

　それを、どうしてか見せられた。在原真美加とはああいう娘むすめなのだ。けっして理不尽に屈したり無駄に怯おびえたりなどしない。

「先輩……俺……」

「シグル、待て！」

　歩み寄ろうとした彼の足を、床にうずくまっているイファが摑んだ。

「だから……不用意に近づくなと申しておるであろう……」

　苦しげな訴えと共に彼女は身を起こし、床の果てを指さす。無数の書物に埋もれるようにして、剣也と心春、それにベールの女が倒れ伏していた。剣也がわずかに身じろぎをし、心春は身を縮めて震えているが、魔女はぴくりとも動かない。

「ヤイララはかまわずともよい、もう死んでおる。一階で我々が耳にしたあの声はそのときのものであろう」

　筆頭王宮魔導師という極上の餌を、腹に収めた愉悦と満足からの絶唱だと。

　違うか？　と、導きの姫君は目だけで真美加に問いかける。

　シグルは息を詰めて、彼女の返答……いいや、否定を待った。すべてはイファの馬鹿げた妄言だと言ってもらいたいと、心から望んで。

　しかし、一方で、また。

「その子の言う通りよ、竜崎くん」

　真美加はこう答えると、シグルは知っていた。
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「先輩……」

　呼ぶ声に力は入らない。たった一週間前に別れた人が、迷宮を踏破して求めたその人が、いまようやく目前に立っている。

「真美加先輩……っ」

「はい、竜崎くん。元気そうで何より」

　毎朝、校舎で交わす挨あい拶さつのように、真美加は朗らかに応じる。

「ああでも、あなたからしてみれば一週間とかその程度でしかなかったのよね。不思議ね。わたしなんて、そのずっと前から泉から持ってきた水がいつなくなってしまうかドキドキしながらここに籠もっていたのに」

　くり、と、首を傾かしげる癖の愛らしさ。ついと進み出てくる足取りの典雅さ。その一つ一つがシグルの胸に沁み入る。

「たぶん聞きたいと思ってくれてるはずだから、お教えするわね。この迷宮でわたしが何をしていたか」

　王と別れたそのあと、彼女は図書館から出た。そして、屋上の泉へと辿り着く。その道程がどれほどの苦難に満ちていたのかまでは、真美加は語らなかった。

　しかし、シグルは気がついてしまう。彼女の左手、いつもしなやかな弓を握っていた手の甲は、階位で真っ赤に染まってしまっている。

「まるで映画のセットみたいなおうちがあって、口にしただけで回復する水がある。ここでなら、自分の望みは叶かなうと思ったわ」

　それは、王の遊びにつきあわぬこと。

　迷宮をこのままにし、日本への道を閉ざすこと。

　真っ先にやってきたのは、友達の草くさ壁かべ萌もえとそのクラスメイトたち。続いて霧きり島しま大牙と後輩たちもその場に至った。

「最初はよかったわ。力をあわせて屋上から降りては、校舎の中で生徒を見つけだして泉へつれていく。化け物を倒すのは本当に骨が折れたけれども、人間、目標があればちゃんと頑張れるものだものね」

　しかし、一方、真美加はユスマの話をなかなか打ち明けられなかった。永遠にここで暮らせという提案を、苦労を重ねる見花高のみんなが受け入れてくれるかどうか。たとえ自分たちの故郷を守るためとはいえ、この密林の迷宮はあまりに苛か酷こく過ぎる。

「でもね、幸か不幸か。悩んだのは、ほんの少しの間だけ。本当にちょっとだけのことだったわ」

　屋上のユートピアの崩壊はあっという間だった。力に勝る大牙たちと平等を主張する萌たちの間で起こった諍いさかい。それはその場に居合わせた者を巻き込み続けた。

「特にひどかったのはね、急に大きな力を得てしまった子たちだったわ」

　自分はより多く化け物を倒した。より多く労を重ねた。だから、もっとも報われる権利がある。声高にそう言い立てては、役に立たない名の者を圧した。

　剣也の喉がひゅっと息を吸う。

　犬いぬ塚づかの顔がちらりとシグルの脳裏を過ぎた。学校では小さくなっていたという一年生がどのように振る舞い、どのように終わったのか。忘れられるはずもない。

「わたしのクラスで一番人気者だった女子はね、とても平凡な名前の子だった。その子がどうなったか、判る？　ひどいことを……それはそれはとってもひどいことをたくさんされて、一いち条じようくんみたいに守ってくれる男の子もいなくってね、みんなの目の前で屋上から飛び降りたわ」

「そなたはよく無事であったな」

　挑んでいるとも呆あきれているともつかない口振りで、イファは言い募る。

「在原真美加という名で、霧島や草壁に楯突くことなどできなかろうに……いいや、それより」

　床に転がるベールの女を見下ろし、異邦の姫は面を歪めた。

「いったいどうやって、ヤイララを軀むくろにしたのか。あれは我が国きっての魔導師であったのに？」

「あなたに『判らない』と言わせるなんて、こんな名誉はたぶんないわね」

　一方、真美加はどこまでも朗らかだ。

「わたしの名、真美加はね。神さまからもらった名前を縮めたものなのよ。生まれて三日目に教会でいただいた洗礼名───その名は、マリア・ミカエラ」

　聖母と天使の長ミカエルから、その名を譲り受けたと。

　その言葉が終わらぬ前に、彼女の背が輝き始める。

　光は瞬く間に大きな翼になってシグルたちの目を奪った。左に三枚、右に三枚。聖画に描かれた天使そのものの姿と化し、ふわりと彼女は舞い上がる。

「神の軍勢の先頭に立ち、自らの兄を攻め堕とした天使。旧約聖書ではエジプトの民を何万も殺さつ戮りくし、黙示録では終末のラッパを吹いて現世を滅ぼすと言われている。人の姿を模して地上に降りたという記録もいくつかあるわね」












　それと、もうひとつ。

　歌うように真美加は付け足した。

「わたしね、本当の姓は名な取とりっていうの。在原はね、単に産んだってだけでわたしを父や弟から引き離し、勝手に連れ回した女の旧姓よ」

　本当の姓、という部分に熱がこもるのが判った。重ねた台詞せりふの端々には、母への反発らしきものが滲み出ている。

　シグルは返答に迷う。

　あれは、夏の日だったか。

　自分の家族のことなどけっして口にしない彼女が、たった一度だけ「弟」について話したことがある。用心深いかの人にしては明らかにうっかり、というように。

　───本当は嬉うれしかったけど、聞いちゃいけないんだって、なかったことにしなきゃいけないんだって思ったんだよな。

　そんな一幕を、目の前の娘は覚えているのかいないのか、

「竜崎くんは、出会って割とすぐに『真美加先輩』って呼んでくれたでしょう？　あれ、とても嬉しかったわ」

　そう笑いかけてきた。

　確かに。

　クラスでも部内でも親しい友達からでも、彼女は「在原さん」と呼ばれがちだ。同じ年の女子たちからするとどこか近寄り難い空気を真美加は常に纏っていた。

「名取……っ」

　嚙かみしめるようにその名を呟き、イファが震えた。

「名前を、取る？　馬鹿な。そんな恐ろしい令印、見たことも聞いたこともない。でも、ああ、でも……この女、確かにヤイララの力を模倣しておった！」

「あなたの叡智の力とやらには負けてしまったけれどね、お姫さま」

　取れるのは名前だけで記憶じゃないところが難しいのだと、真美加はぐずる子供のように小さく口を尖とがらせた。

「あの魔女を殺すのはそれなりに大変だったし、唯一、カナーンとこの迷宮を行き来もできれば王とも会える者だったからなるべく生かしておきたかったんだけれども、勝手にあなたたちにあれこれ教えようとするから」

　残念ね、と、真美加はイファへとほんのり笑みを投げかける。

「あなたはヤイララを倒せばここから出られると推測していたようだけども、無理だったみたいよ、お姫さま」

　ぐ、と返事に窮する異邦の少女を切れ長の目でひとつ撫で、すぐ真美加はシグルへと向き直った───さて、と呟いて。

「まだ、あなたの相手には不足かしら……竜崎、そして、ジークフリートくん？」

　すいと宙を滑る彼女の手には、いつの間にか剣が握られている。

「綺麗で強い響きの名。この迷宮の法則に当てはめたとき、あなたより強大な人なんてきっといない。ずっとそう思ってた」

　まさか自分から来てくれるなんて、と。

　どこまでも柔らかく真美加は囁く。

「だって、俺、言ったじゃないですか。あの日……告白したとき」

　信じないというなら。

　嫌いとか迷惑などでないのなら。

「────信じてもらえるようにするって」

　シグルの訴えに、真美加の口元が更に綻ほころぶ。いまだかつて見たことがないほど、いとけないその笑みに、シグルは束つかの間ま目を奪われたが。

　その邪気ない笑みのままで、真美加は手にした剣を振り下ろした──。一番近くにいた少女、心春めがけて一直線に。
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　悲鳴が轟く。

　剣也の、そして、イファの。

　シグルは声ひとつ出せず、瞬きひとつできなかった。その足下へ丸い物体が赤い飛沫しぶきを散らしながら転がってくる。ボブカットを白いカチューシャで留めた少女の首。かつては薬袋心春であったもの。

「……心春？」

　剣也の手から刀がすべり落ちた。

　震える指先で、彼は無惨に変わり果てた幼おさな馴な染じみに触れる。まだ大きく瞠ったままの双眸はもう何も映してはおらず、「剣ちゃん」と穏やかに呼んでいた唇は二度と動くことはない。

「心春……っ！」

　剣也は変わり果てた幼馴染みをそっと抱きしめ、がくりと膝をついた。

　うわぁあおおぉぅぅぅぅぅ！

　迷宮が歓喜に満ちて絶唱する。

　それに剣也の絶望の嗚お咽えつが重なった。

「薬袋さんのおかげで迷宮がとても喜んでるわね。でも、まだ足りない」

　次の一撃が無防備な剣也を襲うと思ったらしい。イファがその広い背を庇かばうように飛びつく。

　しかし、真美加の切っ先は少年少女ではなく、自分の足下、木目の床へと向いた。

　ぽたりぽたり。

　伝う心春の血がそこへ小さな池をつくる。それが光を乱反射する水みな面もの如く淡く輝き、次第に鏡面のように広がっていった。

　息を呑んで見守るシグルの視線の先、その輝く面を何かが横切った。変則的な軌道で滑空する、黒い翼。

「ほら、見えてきた！　泉っスよ！」

　実に特徴的なその口調。

　疲れたように足を引きずる者たちを、彼は励まし続けている。

「みんなよく頑張ったスねえ」

　皮膜に風をはらませ、仲村羽ばつ斗とは泉のほとりへ降り立つ。人の姿を取り戻した彼は心からほっとしたように泉を覗き込み、後から来る生徒たちに手を振った。

　そのときだった。

　泉の水面が瞬時に沸騰したかのように波立ったかと思うと、次には、凍いてつく。泉から撃ち出される、氷片にも似た固形物。それが、人の姿に戻った仲村を、露わに晒さらされたその喉を一直線に貫いていった。間欠泉のように血をまき散らして、彼は水面へ突っ伏してくる。

　その背後、悲鳴が重なった。生き残った生徒たちが逃げ惑う気配。だが、次々に発射される凶器に、やがてそれらはすべて途絶えて失せた。

「残念ね。一人ぐらい、ちゃんと立ち向かってくるかと思ったのに」

　哀かなしそうに、真美加は呟く。

「きちんと殺し合った方が効率がいいのにね」

「貴様あ……っ！」

　日頃の冷静さをかなぐり捨て、剣也が叫ぶ。幼馴染みの首からだくだくと流れる血のために、その姿は既に無惨そのもの。頰ほおの線以上の赤さで全身が染め抜かれている。

「なんのつもりだ、なんでっ！」

「そうやって泣き喚いてくれる方がわたしには好都合なんだけれども、本当に判らないの、一条くん？」

　あなたはけっこう賢いと思っていたのに、と、真美加は首を傾げる。やれやれという溜め息までもが聞こえてきそうな仕草だった。

「この中の誰もが死に絶えるまで迷宮は開かないかもしれない。それは作った本人にすら、もう判らない。無ぶ様ざまなことにね」

　床に転がったヤイララの骸むくろを爪先で小突き、真美加は低く咎める。

「でも、だったら、自分が最後の一人になるまで争わせ殺し続けるだけ。それで迷宮が開かないのなら、それはそれで勝ったのはこのわたしってことになるわね」

　そうだ。ダンジョンが生まれ落ちた当日、真美加は確かにユスナに向かって言い放っていた───誰もが争わなければ、ここは永遠に閉ざされたままのはずと。

　だけど、と、彼女は続けた。

「いまは早く開けばいいと願っているわ」

「どうしてっ？」

「開けば、王に会えるでしょう？」

　血を吐くようなシグルの問いかけに、真美加は目を逸らすことなく報いる。

「すべてを引き起こしたあの男を……わたしがユスマ王をこの手で倒す。絶対に絶対に日本へ攻め入らせたりしないわ」

　自分は選択したのだ、と、真美加は高らかに言い放った。

「見花高校五〇〇人余よりも、自分が残してきたものの方が大切よ。日本が、生まれ故郷の函館が、そこにまだ生きてるお父さんや弟たちの方が、もっともっと大事」

　だから。

「殺し合いましょう───わたしと」

　いまの自分に張り合えるものなら、と。

　黒髪の天使は嫣えん然ぜんと微笑んだ。そうして、つと視線を上へと上げる。

「邪魔よ」

　振りかざした剣から光が放たれ、図書館の天井へと奔はしった。凄まじい音と共に、屋根が吹き飛び、木材があたりに降り注ぐ。

　そうして覗いた密林の空を、シグルは呆然と仰いだ。あれほど地下へ潜ったつもりだったのに、そこは本当に本物の……かつて、彼が彼女を迎えにいっていたあの場所だったのだ。

「シグル、やめよ……」

　朦もう々もうと立つ埃と建物の残骸の合間から、イファの苦しげな喘あえぎが届く。

「この女、もはや尋常ではない。きっと迷宮に耐えられなかったのじゃ」

「こういう奴、初めはたくさんいました……」

　心春の首を抱えたまま、剣也が呻いた。その姿も充分に狂気に満ちているが、弛し緩かんしきった気配にはもの悲しさが先に立つ。

「少しずつ変調していって、自分でもそれに気がつかなくて、周囲を巻き込んだ挙げ句に自滅を……在原さんも、きっとたぶん」

　打ちのめされ切った二人を、シグルはそれぞれ見た。

　そして。

「だったらいいのにな」

　ぽつり、呟いた。

「真美加先輩がおかしくなってるなら、本当によかったのに」

　しん、と、あたりが静まりかえる。

　いつの間にか鏡面のようだった輝きは失せ、床はいつもの飴色に戻っている。そこへ目を這わせてシグルは唇を嚙みしめた。

「……わたしがおかしいってことにしておいてもいいのよ」

「見れば判ります」

　ずっとずっと彼女を見てきた。

　朝の通学路、昼の図書館、夕方の弓道場。いつでも涼やかで理路整然としていた真美加。愛を希こいねがう自分に、信じられないと返した彼女。

「口数がいつもより多いぐらいで、あとは変わってない」

　小さく息をついて、シグルは視線をあげた。勢いよい動作のつもりであったのに、実際はひどくぎこちなく覚おぼ束つかないものでしかなかった。

「俺を殺してくれってお願いは？　聞いてくれませんか？」

　念のため、と前置きしてシグルは訊ねた。

　彼女はゆっくりと頭かぶりをひとつ振る。シグルがそれを本気で口にしたなら、今度は剣也かイファの首を飛ばすとその目が言っている。

「自分で死ぬのもダメよ、竜崎くん。判るでしょう？」

　あなたなら、判ってくれるでしょう？

　いっそ優しいといっていいほどの口調で、彼女はそう促す。

「こういう女を好きになって、それでも信じさせると言い切ったあなたなら」

　残酷でいて、佳麗な微笑。

　こんなときまでか、あるいはこんなときだからこそか。

　真美加はひたすらに美しかった。

「もうやめよ、やめてくれ」

　イファが剣也の側そばを離れ、真美加に近づく。愁色に包まれた面を、懸命に彼女へと向ける。

「そなたはヤイララを殺したのであろう？　ならもう王宮魔導団は瓦解している。父にこれ以上、他の世界を侵す術などない！」

「いまは、でしょう？」

　冷徹に真美加は反論した。

「いずれは判らない」

　他の者は持ち得ぬものを、ユスマだけが持っている。長い長い寿命、終わらない時間、果てない人生。聡明で優しかったという英雄が、自ら暴君と化してしまうほどの、気の遠くなるような永えい劫ごう。

「百年後ならどう？　二百年後なら？　ヤイララ・ヤーグンタよりも優秀な魔女が育つかもしれない。そのとき、同じことを彼は繰り返せるのよ……何度だって」

　その指摘に、イファは完全に沈黙した。

　真美加はいつだってそうだ。一直線に正解へと辿り着く。

　その正しさが。

　いまのシグルには苦しい。

　彼は一度、目を閉じた。

　再び、開けるためにだ。





　　　８






「よせ、シグル！　そのまま立ち向かっても絶対にかなわぬ！」

　彼の決意を察したイファがまろび寄ってくる。

「天使ミカエルはな、ドラゴンスレイヤーなんじゃ！」

　竜を屠ほふる者。その伝説の源とも言える存在。

　それが、天使の長ミカエルだとイファは叫んだ。

「キリスト教における竜は悪魔の象徴。ミカエルはそれを倒しておる！」

　大剣をゆっくりと構えて、真美加は宙を進み来る。音もせず羽ばたく六枚の翼。その輝きが彼女をまばゆく彩っている。

「……じゃあ、ドラゴンスレイヤー対ドラゴンスレイヤーなら？」

　シグルの言葉にイファが目を見張り、剣也も顔をはね上げた。

「ジークフリートだったら、どうだ？」

　自分の名前が嫌いだと、シグルは常から言い続けていた。親を罵ののしり、本名を恥じて過ごしてきた。その名前の元を、北欧の大英雄のことを自ら口にするなど当然初めてのことだった。

「一条、悪いんだけど……もうちょっとだけ俺につきあってくれ」

　言いながら、シグルは右手を差し伸べた。

「武器を俺にくれ」

　剣也の双眸に光が戻る。朱線の走る整った顔は涙で腫れてトレードマークの眼鏡もない。その口からマシンガンのように罵ば倒とうが乱射されてくるかと思ったが、後輩は何も言わなかった。ただ、腕の中の少女の頭をひとつ撫で、それを近くの分厚い本の上へと大切そうに置いて立ち上がる。

　イファが駆け寄り、シグルの背後へ寄り添うようにして立った。なんのつもりだというように目を向けた彼へ、

「英雄ジークフリートの弱点はな、背中よ。我はそなたと同じぐらいの身長である故、盾にはちょうどよかろう？」

「それは僕の役目です」

　すらりと日本刀を抜き放ち、長身の後輩が見下ろしてくる。

「でかい盾の方が性能いいに決まってる。あんたはせいぜい宙を飛び回って、心春の仇かたきを追い回してくださいよ、お姫さま」

　剣也の口調はいつもの憎々しげなものではない。むしろ、ぞっとするほど静せい謐ひつだった。本当の憎悪は人をかえって平淡にさせるのかもしれない。

「健けな気げで可か愛わいい子たちね」

　事もなげに真美加は嘯うそぶく。

「特にイファ姫、あなたは本当にお気の毒。愚かな親のせいで苦労した挙げ句に死んでしまうなんてとっても可か哀わい想そう。しかも、その最大の原因が自分の姉に似ていたから、なんて」

　諫言など、しょせんはささいなきっかけ。

　誰よりも自分を案じ叱しかってくれた姉に、日増しに似てくるイファ。その娘が、衰え死ぬところを見たくない。老いた彼女の手を取り見送ることなど、きっと耐えられない。恐らくは、ただそれだけの理由でかの王は娘をこの迷宮へと放り込んだ。

「そんな……」

　自死せよと命じられれば、断らない。そうまで言い切った王太女は大きく戦慄わなないた。こんな形で与えられる死は、愛なのか憎悪なのか。見分けは叡智の力をもってしても容易たやすくないだろう。

「でも、大丈夫。あなたの名前もちゃんと取るわ。そして、それでユスマ王を糺ただす」

　それでおあいこにしてちょうだいね、と、真美加は剣を逆手に持ち替える。

　──来る！

　ただならぬ殺気と共に、彼女は飛翔した。翼によってスピードがいや増し、空から放たれる猛烈な一撃。

　それを、シグルはいつの間にか握っていた剣でまず受けた。図書館の入り口で手にした、幻のユスマの宝剣より二回りほど小さなそれは、驚くぐらいしっくりと自分の手に馴染む。

　一年以上鍛錬していた弓でさえ、正直、さして上達しなかった。まして、ほとんど初めての剣がうまく扱えるのか。

　───俺は、ジークフリート。もっとも偉大なドラゴンスレイヤー。

　人生一六年、否定に否定を重ね、打ち消し続けてきた英雄の名を胸の内でただ繰り返す。一条剣也がどんな刀でも取り出せて、霧島大牙が霧を操り虎とらになれるのなら。

　───俺は、絶対にこれを使いこなせる。

　屋上で竜となり、異世界の魔物を倒したときと似た感覚が四肢まで行き渡っていくのが判る。

　同時に、きりきりと胸が痛んだ。

　これしかないのか。

　こんな方法でしか、先輩に信じてもらえないのか。

　いまの自分は彼女の真の敵へと至る障害、あるいは餌でしかない。そのことが、何よりもシグルを悲しくさせた。

　がちりがちりと鋼同士が衝突する音が響く。急降下と急上昇を繰り返し、真美加は間断なく攻撃を続ける。イファが懸命に飛び回っては軌道を逸らし、剣也の日本刀も反撃を重ねる。だがシグルの背を執しつ拗ように狙ねらう真美加に迷いはいっさいない。

　シグルは重い剣を両手で握りしめ、歯を食いしばって彼女の刃を押し返す。

　三対一の攻防は、しかし、なかなか決着しない。天使の力は彼が思うよりずっと多彩だった。

　最初に崩れたのは、やはりイファだった。その場にあったあらゆる情報体から引き出した力を偽ヤイララにぶつけた彼女は、それで本当に力を使い果たしていたらしい。果敢に短剣を振るい、真美加の間合いへ飛び込んではシグルを援護してくれたが、

　ザシュ！

　ついに、その脇腹を横殴りにされて失墜していく。

「イファ！」

　手を伸ばし、受け止めようとしたその隙すきを摑まれた。天使の手の中で、自刃が閃く。

「シグ先輩！」

　案じる剣也の声と真美加の切っ先とどちらが早かったか。腕に鋭い痛みが走って、剣が床に転がり落ちる。

　ぬるっとした液体が指先まで伝わったが、腕の傷は瞬く間に塞がってしまった。

　剣也の鋭い舌打ちと共に、二振目が治ったばかりの手の中へ供給されてくる。大きく息を吐ついて、シグルは新たな剣を宙の真美加へと向けた。

「驚いた。本当に背中以外は不死身なのね」

「さっきそうなったみたいです」

「素敵ねえ」

　本当に、あなたは素敵。

　まるで、初めて上手に弓を引けたときのように真美加は繰り返す。

「さあ、もっともっともっとよ」

「在原ぁ……！」

　自らを奮い立たせるかのように剣也は発した。

「許さない、貴様、絶対に絶対に許さない……っ」

　涙を流すことすらもうしない後輩は、遮二無二踏み込み、打ってかかった。その激しい刃風だけが、剣也の嗚咽の代わりを果たしている。

「あなた、邪魔よ」

　真美加の声に浮かぶ、わずかな苛立ち。

　非情の宣告と共に、光が注ぐ。

　肩口から、斜めに一いつ閃せん。見慣れた長身が、止まった。

　鮮血が高く吹き上がり、彼は床へ沈んでいく。

「一条っ！」

　呼びかけと共に、シグルの手の中の剣が消えた。信じられない思いで、彼は倒れた剣也と自分の手の中を確かめる。空っぽだ。創造主が死に絶えたことにより、潰ついえてしまったのだ。

　うぉおおおん！

　うえおおおん！

　世界が吠ほえる。またひとつ増えた死と、それの呼び起こす哀しみを受け取り歓喜する。

　その絶唱が止まったとき。

「会いたかったわ、竜崎くん」

　再び訪れた静けさの中、真美加の囁きだけが明瞭だった。

　壊れ朽ちた図書館で、もはや動くのは二人だけ。窓の外、深緑の奥に蠢うごめく化け物たちの気配すら遠い。

「本当に本当に、あなたに……あなただけには会いたかった」

　それもまた、真実だろう。

　激しくぶつけてきた殺気と同じぐらいに、彼女の偽りのない気持ち。

　黒髪を靡なびかせ、真美加は彼を見下ろしている。まっすぐに注がれてくるその眼差しの、なんという澄みやかさ。

　───ああ、心が動く。

　人間は、本当に恋に「落ちる」し、運命は瞬時に「変わる」のだとシグルはとっくに知っている。この目ま映ばゆさの前では、どうでもよくなってしまいそうで本当に困ってしまう。日本の行く末とか、異世界の王とか、何もかもどうでも。

「駄目よ、竜崎くん」

　見透かすような微笑みを、光が縁取る。美しい六枚の翼が迷宮の空を遮り輝いて見えた。自分のものかあるいは剣也によってか、そのすんなりとした四肢のあちこちが切れては血を滲ませている。そんなときすら、自分の愛した女は本当に本当に美しい。

　───そうか。

　あたりに舞い散る、真っ白な羽毛。

　ふと、ひとつの思い出がシグルの脳裏に閃ひらめいた。ジグザグと霧の中を飛来した蝙蝠こうもり男、いまはもう亡い仲村羽斗。黒い皮膜の翼、あれは確か。確か……。

　３Ｄゲームを操縦するような、という彼のアドバイスが耳に残っている。

　もう一人、空を共に翔かけた異邦の姫はまた言っていた。「概念を広げろ」と。

「いくわよ、ねえ！」

　楽しげに叫んで、真美加はまたも剣ごと天から突き進んできた。今度の攻撃をシグルは避けない。

「っ!?」

　攻め手である真美加が、驚愕に切れ長の目を見開いた。

　天使の剣はまっすぐに、シグルの胸を貫通していた。

「真美加先輩……」

　武骨な柄を握る細い指を、シグルは自分の手で覆い、引き寄せた。

「どうやってやるのか俺には見当もつかないですけど、名前を取るなら早い方がいいですよ」

　そうして、シグルは自分の身を食はむ大剣ごと少女を抱きすくめた。血染めの背に翼が翻る。黒い大きな二枚の皮膜。風をはらんで翻るのではなく、宙を滑る蝙蝠の……いや、ドラゴンの。

「えっ、なっ……？」












　初めて慌てふためいたように真美加はもがいた。けれど、シグルはいっそう腕に力をこめ、上昇を開始する。

「竜崎くん、このままだと霧に、境界に触れてしまうっ」

　暴れる真美加の爪先の下、風を切るスカートの裾越しに半壊した図書館が体育館が校舎が見えた。それがどんどんと小さくなっていく。

「だから、名前取るつもりなら急いでって」

　あれほど嫌いだった高所だというのに、不思議といまはまったく恐怖を感じない。

　───先輩と一緒なら、どこでも天国だけども。

　図らずも自分自身の言葉が真実だと証明しつつあるとは。

　天空に背を向ける形で、シグルは更に高みを目指す。彼の飛膜は音もなく翔け、重力を断ち切るようにして下界から遠ざかっていく。

「あなた……心中する気なの？」

　その問いに、彼は答えなかった。

　彼女の細い手足から力がすうと、抜ける。極限まで見開かれた真美加の目に映る自分が、笑っている。それだけで心から満足だった。本望とはこういうことを言うのだろうと。

　だが。

　真美加は思わぬ抵抗をした。

　光の翼が大きく羽ばたき、シグルの軌道を狂わせる。刺さったままの剣をなお押し込められ、激痛が走る胸。そのあまりの痛みに抱きしめていた指がほんの少しだけ緩み、そのわずかな間を、またも彼女に奪われた。

　あっ、と、思ったときにはもう。

　二人の唇は重なっていた。

　但し……体勢は完全に入れ替わった状態で。

　甘やかな感触と未知の温ぬくもりが、シグルの時を止めていた。

　同時に、全身を切りつけるような痛みが襲いくる。真美加の一撃が太い杭くいを打ち込まれたようなものなら、今のこれは五体を微み塵じん切ぎりにされるに似た痛覚。

　だが、シグルは死なない。竜と竜殺しの名前が彼を迷宮の罠わなからも守り抜いたのだと判ったのは、だいぶ後になってからのことだった。

　しかし、真美加は。

　シグルの、たったひとりの、特別は。

　彼女の背を覆っていた六枚の羽がまず四散した。

　それから、黒髪とその下の美しい面が消える。たったいま重なっていた唇が動いたのが、何故だかはっきりと見えた。

「あとはおねがい」

　──と。

　そのまま、彼女の全身は紅い煙と化した。灰紫の霧に溶け呑まれたかのように、ふうっと。淡く、音もなく。

　うおおおおおおん、うわぁおおおん！

　うねりのような熱唱が、地から轟き渡ってくる。

　うああああぉぉぉん、うぇおおおん！

　いつになく長く、迷宮の歌声は続いていた。空にひとり取り残されたシグルは、ただ茫然とそれを見た。

　霧が晴れていく。

　深く閉ざされていた視界が、雨上がりの空のように晴れ渡り、無惨な母校の向こう側に新たな光景を広げようとしていた。

　深い森と谷、太陽の日差しにきらめく大木の上には、家が建て込まれていた。霧の屋上でイファと共に見上げた、あのささやかな小屋と同じとは思えぬほど、いくつもいくつも。

「ここって、カナーン……？」

　では、迷宮は開いたのか？

　最後の生け贄を、異邦の大魔導師をも取り込んだ女を腹に収め、満足しきったのだとでも？

　半ば気を失うかのように、シグルは突如現れた世界の中へと墜落していく。

　───このまま、地に叩たたきつけられても俺は死なないんだろうか？

　友を家族を伴はん侶りよを失っても生き続け、ついに危険な遊びを始めた、かの王のように。

　けれど、

「シグル！」

　この一週間で聞き慣れた声が、耳元に響き渡った。固くつぶったままの瞼をなんとかこじあけたのと、ほぼ同時。

　急に柔らかなものに背を包まれた。

　全身が失速する感覚が止まる。迎えるだろう痛みや激しい衝撃も、なかなか我が身には訪れてこない。

　そっと目を開くと、彼は地上の、イファの胸の中にいた。

　傷だらけのその顔が、心配そうに覗きこんできた。柔らかな巻き毛が、ふわりとシグルの頰に落ちかかってくる。

「シグル……」

　よかった、と、続けようとした姫君はそのまま声を飲み込んだ。

　もう真美加はいない。

　それがどういうことなのか、判らないイファではないのだ。

「俺な……イファ」

　シグルが再び口を開くまで、長い長い時間を要した。互いの傷が血が乾き切ってしまって、なお、まだ。

「俺、おまえの親父おやじさん───殺すよ」

　だから、いまのうち。

　それを阻止したいというなら、いまのうち。このまま自分の背中を切り裂いてしまえ、と彼は続けた。

「本当はどうでもいいのにな」

　世界の行く末も故郷の滅亡も、正義も悪も未来も過去も、すべて真美加に比べればどうでもよくて。

　でも、もうそれしか、そうすることでしかあの人と繋がっていられない。それはちょうど、殺し合うことでしか繋がっていられなかったように。

「……さようか」

　異邦の王太女は、それきり何も言わない。彼の涙をそっと撫でるぬくもりばかりが雄弁だった。

　いいや、いまは自分こそが異邦の者なのだろう。

　夕映え色の巻き毛がふわりと靡き、その背後で蒼そう穹きゆうが輝いている。自然光の中で見る姫君の姿は、いっそう鮮やかで艶やか。でも、シグルの双眸を灼やいたのは彼女の背中越しの染みるようなブルー。

　それはシグルが一週間ぶりに目にする、しかし、完全に見知らぬ世界の───青空だった。





〈了〉








あとがき






　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はらでございます。長雨の夏から長雨の秋へと至り、そのまま冬なの？という霜しも月つき末日、新刊をお届けいたします。

　実はこのお話は、二人三脚漫画家時代からあたためていた一つ。わたくしも本名が割と珍妙で、誤表記されるのは日常茶飯事。そんな前提あって思い付いたこのお話ですが、当時の主人公はイファの方。日本人女子と共に迷宮を巡るという筋立てでした。

　その後、少年主人公に焼き直し、新しいお取引先ができる度にそっと見せては「うちではちょっと」と断られ続けて幾いく星せい霜そう。突然「主人公が異世界で活躍するやつで！」という風が吹き始め上じよう梓しに至りました。長生きはするものですね！　ただ、普通プロトタイプの方が陰惨で、執筆段階に大幅な軌道修正をするパターンが多いのに、これは最初の方がまだいくらかハートフルだったような……なんでこうなった!?

　苦労人揃ぞろいの佐々原主人公の中でも抜きん出て大変そうな時雨しぐる人どさん、ネットで検索する限り同名の方は見つからなかったのですが、万が一おられましたらごめんなさい。「タイガーだから大たい牙がさん」はありえそうで、更に申し訳なく……その大牙さんですが、ネイティブ関西人という設定ですので、今回も大阪出身の花はな房ふさ牧まき生おさまに方言監修をお願いいたしました。ご多忙のところありがとうございます。

　ファミ通文庫さんでの上梓はまる一年以上ぶり。その間に引っ越しをし副業も転職、何より担当さんもマルルーちゃんから現Ｋ氏（愛称募集中）にバトンタッチという嵐あらしの日々。生活がまるごと変わってしまった中での執筆は思っていた以上にペースが摑つかめず、周囲すべての方にご迷惑をおかけいたしました。ようやく形にすることができて心からホッとしております。特に、素敵なキャラデザやイラストが次々に上がってきたときは「ホントによかった」と常以上にしみじみ……ありがとうございます、三み弥やカズトモさま。自分の文にイラストつけていただけるのが本当に嬉うれしくて大好きで、この仕事を続けているところがありますので、はい。

　そんなこんなの激動の一作ですが、手に取って下さった皆様にお気に召していただければ幸いです。何かと難しい分、「読者さまの声」というものがクローズアップされている昨今ですので、もしよろしかったらご感想などをお寄せいただけたら助かります。それでは、またお目にかかれることを心から祈りつつ。
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